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民 生 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和２年１１月１１日（水）午前１０時 ４分 開会 

               午後 ４時４７分 散会 

 

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 渡 辺 慎 吾  副委員長 福 住 礼 子   委  員 水 谷  毅  

  委  員 増 永 和 起 委  員 香 川 良 平   委  員 光 好 博 幸 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のために出席した者 

市 長 森山一正  副市長 奥村良夫   

生活環境部長 松方和彦  同部参事兼自治振興課長 丹羽和人 

同部参事兼産業振興課長 吉田量治  同部参事兼環境業務課長 安田信吾 

市民課長 千葉郁子  文化スポーツ課長 松本泰洋 

農業委員会事務局長 辻 稔秀  環境政策課長 山本和憲 

環境センター長 三浦佳明 

保健福祉部長 野村眞二  同部理事 平井貴志 

同部参事兼保健福祉課長 荒井陽子  生活支援課長 山下 聰 

高齢介護課長 真鍋 伸也  障害福祉課長 飯野祐介 

国保年金課長 森﨑孝弘 

 

１．出席した議会事務局職員 

事務局長 牛渡長子  同局書記 織田裕太 

 

１．審査案件（審査順） 

  認定第１号 令和元年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

認定第６号 令和元年度摂津市パートタイマー等退職金共済特別会計歳入歳出 

決算認定の件 

  認定第４号 令和元年度摂津市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件 

  認定第８号 令和元年度摂津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件 

認定第７号 令和元年度摂津市介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件 



- 2 - 

 

（午前１０時４分 開会） 

○渡辺慎吾委員長 ただいまから民生常

任委員会を開会します。理事者から挨拶を

受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。先日、

定例会が終わったばっかりでございます

けれども、きょうは引き続いて民生常任委

員会をお持ちいただきまして大変ありが

とうございます。 

 最初に、このたびの議会の役員の改選が

ございましたが、正副委員長初め、各委員

の皆さんには、１年間またいろいろご苦労

をおかけいたしますが、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 本日は、令和元年度の決算につきまして、

当委員会所管分についてご審査を賜りま

すが、何とぞ慎重審査の上、ご認定いただ

きますようよろしくお願い申し上げます。

一旦退席させていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、福住委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付いたしています案のとおり行うことに

異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時５分 休憩） 

（午前１０時６分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開します。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 松方生活環境部長。 

○松方生活環境部長 それでは、認定第１

号、令和元年度摂津市一般会計歳入歳出決

算のうち、生活環境部に係ります項目につ

いて、目を追って、その主なものを補足説

明させていただきます。 

 まず、歳入でございますが、３２ページ、

款１４使用料及び手数料、項１使用料、目

１総務使用料のうち、生活環境部に係る主

なものは、コミュニティプラザ、コミュニ

ティセンター、文化ホール、各テニスコー

ト、各運動広場及び各体育館の施設使用料

でございます。 

 ３４ページ、款１４使用料及び手数料、

項１使用料、目３衛生使用料は、斎場使用

料、葬儀会館使用料等でございます。 

 同じく３６ページ、款１４使用料及び手

数料、項２手数料、目１総務手数料のうち、

生活環境部に係る主なものは、戸籍手数料、

住民票手数料及び印鑑証明手数料等でご

ざいます。 

 同じく３６ページ、款１４使用料及び手

数料、項２手数料、目２衛生手数料のうち、

生活環境部に係る主なものは、飼い犬登録

及び狂犬病予防注射済票交付に係る手数

料、３８ページ、一般廃棄物焼却手数料、

一般廃棄物収集運搬処分、し尿処理及び浄

化槽汚泥処分等に係る手数料でございま

す。 

 ４０ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目１総務費国庫補助金のうち、

生活環境部に係るものは、個人番号カード

交付事業費補助金及び個人番号カード交

付事務費補助金でございます。 

 ４２ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目４商工費国庫補助金は、プレ

ミアム付商品券事務及びプレミアム付商

品券事業に係る補助金でございます。 

 ４４ページ、款１５国庫支出金、項３委

託金、目１総務費委託金のうち、生活環境

部に係るものは、中長期在留者住居地届出
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等事務委託金でございます。 

 ４８ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目１総務費府補助金のうち、生活環

境部に係るものは、旅券発給事務に係る窓

口対応業務に対する権限委譲交付金等で

ございます。 

 ５０ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目３衛生費府補助金のうち、生活環

境部に係るものは、所有者不明動物死体処

理交付金及び大阪府公害防止事務費等の

権限委譲交付金でございます。 

 同じく５０ページ、款１６府支出金、項

２府補助金、目４農林水産業費府補助金は

農業委員会交付金でございます。 

 同じく５０ページ、款１６府支出金、項

２府補助金、目５商工費府補助金は、地方

消費者行政活性化交付金及び商工会の定

款変更等の手続に対する権限委譲交付金

でございます。 

 ５２ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目１総務費委託金のうち、生活環境部

に係るものは、人口動態調査委託金でござ

います。 

 ５４ページ、款１７財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入のうち、生活

環境部に係るものは、摂津市商工会への建

物貸付に係る収入でございます。 

 ５６ページ、款１９繰入金、項２基金繰

入金、目３環境基金繰入金は、環境基金か

ら一般会計への繰入金でございます。 

 同じく５６ページ、款２０諸収入、項３

貸付金元利収入、目２中小企業事業資金融

資預託金収入は、金融機関からの戻入れで

ございます。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入のうち、生活環境部に係る主なも

のは、６１ページの文化スポーツ課の文化

ホール入場料、産業振興課の商品券売上金、

６３ページの環境業務課のペットボトル

拠出金等でございます。 

 続きまして、歳出でございますが、８６

ページ、款２総務費、項１総務管理費、目

６都市交流費は、国際交流に係る一般職非

常勤職員賃金及び国際交流協会補助金等

でございます。９０ページ、目１３自治振

興費は、地区振興委員報酬、摂津まつり振

興会及び地域活性化事業に係る補助金等

でございます。９２ページ、目１４文化振

興費は、市民ルーム、文化ホールの指定管

理料等でございます。９４ページ、目１５

コミュニティプラザ費は、コミュニティプ

ラザ指定管理料及び市民公益活動補助金

等でございます。同じく９４ページ、目１

６コミュニティセンター費は、別府コミュ

ニティセンターに係る一般職非常勤職員

賃金及び指定管理料等でございます。 

 １０２ページ、款２総務費、項３戸籍住

民基本台帳費、目１戸籍住民基本台帳費は、

戸籍システム、コンビニ交付システム、窓

口業務に係る委託料及び個人番号カード

関連事務交付金等でございます。１１２ペ

ージ、項７保健体育費、目１保健体育総務

費は、スポーツ推進委員報酬等でございま

す。１１４ページ、目２体育振興費は、市

長杯総合スポーツ大会委託料及び地区市

民体育祭実施補助金等でございます。同じ

く１１４ページ、目３体育施設費は、温水

プール、体育施設の管理に係る指定管理料、

旧味舌小学校跡地体育館建設実施設計委

託料及び青少年運動広場改修工事等に係

る委託料等でございます。 

 １４２ページ、款４衛生費、項１保健衛

生費、目３環境衛生費は、動物死体の処理

及び害虫等駆除に係る委託料等でござい

ます。同じく１４２ページ、目４公害対策

費は、大気・水質・騒音・振動対策に係る
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委託料等でございます。１４４ページ、目

５環境政策費は、地球温暖化対策事業に係

る委託料等でございます。同じく１４４ペ

ージ、目６斎場費は、斎場及び葬儀会館の

指定管理料及び葬儀会館空調設備等更新

工事に係る経費等でございます。目７墓地

管理費は、市営墓地の管理に係る経費でご

ざいます。 

 １４６ページ、款４衛生費、項２清掃費、

目１清掃総務費は、臨時的任用職員賃金及

び全国都市清掃会議負担金等でございま

す。同じく１４６ページ、目２塵芥処理費

は、再生資源集団回収等の報償金、１４８

ページ、可燃ごみ不燃ごみ・再生資源に係

る収集運搬委託料、不燃ごみ拠出処理委託

料等でございます。１４８ページ、目３し

尿処理費は、し尿収集運搬委託料、１５０

ページ、し尿及び浄化槽汚泥の処理に係る

負担金等でございます。１５０ページ、目

４環境センター費は、環境センターにおけ

る焼却処理経費、夜間等の運転管理業務委

託料及び３号炉、４号炉の維持管理に係る

経費等でございます。 

 １５２ページ、款５農林水産業費、項１

農業費、目１農業委員会費は、農業委員会

報酬及び農業委員会に係る経費等でござ

います。同じく１５２ページ、目２農業総

務費は、農政事務に係る経費及び大阪府農

業共済組合負担金等でございます。同じく

１５２ページ、目３農業振興費は、地域米

消費拡大対策事業委託料及び鳥飼なす保

存に係る委託料、１５４ページ、花とみど

りの補助金及び農業祭実行委員会補助金

等でございます。 

 １５４ページ、款６商工費、項１商工費、

目１商工総務費は、商工事務に係る経費及

び労働相談に係る報償金等でございます。

１５６ページ、目２商工振興費は、南千里

丘分室の管理業務委託料、１５８ページ、

企業立地奨励金、プレミアム付商品券の交

付金及び中小企業事業資金融資預託金等

でございます。１５８ページ、目３消費対

策費は、消費生活相談ルームの運営に係る

一般職非常勤の賃金等でございます。 

 以上、生活環境部に係ります項目につい

て、令和元年度摂津市一般会計歳入歳出決

算の補足説明とさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 続きまして、野村保健

福祉部長。 

○野村保健福祉部長 それでは、認定第１

号、令和元年度摂津市一般会計歳入歳出決

算のうち、保健福祉部の生活支援課、障害

福祉課、国保年金課が所管しております事

項につきまして、目を追って、その主なも

のについて補足説明をさせていただきま

す。 

 まず、歳入でございますが、３２ページ、

款１３分担金及び負担金、項１負担金、目

１民生費負担金は、介護給付費利用者負担

金や介護給付費負担金などでございます。 

３８ページ、款１５国庫支出金、項１国庫

負担金、目１民生費国庫負担金は、国民健

康保険基盤安定負担金や、４０ページの生

活保護費等負担金、障害者自立支援給付費

等負担金などでございます。４２ページ、

項２国庫補助金、目２民生費国庫補助金は、

生活困窮者自立支援事業補助金や生活保

護適正実施推進事業補助金などでござい

ます。４６ページ、項３委託金、目２民生

費委託金は、国民年金事務委託金と中国残

留邦人等支援事業委託金でございます。 

 款１６府支出金、項１府負担金、目１民

生費府負担金は、国民健康保険基盤安定負

担金や生活保護費負担金、障害者自立支援

給付費等負担金などでございます。４８ペ

ージ、項２府補助金、目２民生費府補助金
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は、老人医療費や重度障害者医療費に係る

補助金などでございます。 

 ５８ページからの款２０諸収入、項４雑

入、目２雑入は、６２ページの生活保護費

に係る返還金や徴収金、重度障害者医療費

に係る返還金、後期高齢者医療に係る広域

連合負担金の精算分などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが１２０

ページ、款３民生費、項１社会福祉費、目

１社会福祉総務費は、広域連合市町村負担

金や国民健康保険特別会計及び後期高齢

者医療特別会計の繰出金などでございま

す。１２２ページ、目３国民年金総務費は、

国民年金事務に係る経常経費、目４国民年

金事務費は、国民年金システム改修委託料

などでございます。目５老人医療助成費及

び目６重度障害者医療助成費は、医療費に

係る助成金などでございます。１２４ペー

ジ、目７障害福祉費は、みきの路及びふれ

あいの里に係る運営委託料や各種障害福

祉サービスに係る給付費などでございま

す。１３６ページ、項３生活保護費、目１

生活保護総務費は生活保護システムに係

る委託料、１３８ページ、目２扶助費は生

活保護費などでございます。 

 以上、保健福祉部の生活支援課、障害福

祉課、国保年金課が所管いたしております

令和元年度一般会計歳入歳出決算につい

ての補足説明とさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 次に、平井保健福祉部

理事。 

○平井保健福祉部理事 それでは、認定第

１号、令和元年度摂津市一般会計歳入歳出

決算のうち、保健福祉部の保健福祉課と高

齢介護課が所管しております事項につき

まして、目を追って、その主なものについ

て補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、３２ページ、

款１３分担金及び負担金、項１負担金、目

１民生費負担金は、老人保護施設入所負担

金でございます。 

 ３４ページ、款１４使用料及び手数料、

項１使用料、目２民生使用料は、ちびっこ

広場用地使用料と地域福祉活動支援セン

ター用地使用料でございます。 

 ４０ページ、款１５国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金は、低所

得者保険料軽減負担金でございます。４２

ページ、項２国庫補助金、目３衛生費国庫

補助金は、がん検診推進事業補助金と風疹

対策のための予防接種事業費補助金でご

ざいます。 

 ４６ページ、款１６府支出金、項１府負

担金、目１民生費負担金は、民生児童委員

協議会負担金、低所得者保険料軽減負担金

などでございます、４８ページ、項２府補

助金、目２民生費府補助金は、地域福祉高

齢者福祉交付金や老人クラブ活動等社会

活動促進事業補助金などでございます。５

０ページ、目３衛生費府補助金は、保健事

業費補助金や予防接種事業費補助金、権限

移譲交付金などでございます。 

 ５６ページ、款１９繰入金、項１特別会

計繰入金、目２介護保険特別会計繰入金は、

介護保険特別会計からの繰入金でござい

ます。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項３貸付金

元利収入、目３、三次救命救急センター貸

付金元利収入は、三次救命救急センターへ

の貸付に係る元利収入でございます。項４

雑入、目２雑入は、６２ページの各種検診

や予防接種に係る自己負担金、老人緊急通

報利用料、在宅高齢者日常生活支援利用料

などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、１１

８ページ、款３民生費、項１社会福祉費、
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目１社会福祉総務費は、地域福祉活動支援

センターに係る委託料やせっつ高齢者か

がやきプラン策定委託料、社会福祉関係団

体に対する補助金、１２０ページの介護保

険特別会計への繰出金などでございます。

目２老人福祉福祉費は、各種高齢者福祉サ

ービスに係る委託料や、１２２ページのシ

ルバー人材センターに対する補助金、高齢

者民間賃貸住宅家賃助成費などでござい

ます。 

 １３８ページ、款４衛生費、項１保健衛

生費、目１保健衛生総務費は、保健センタ

ー管理委託料、１４０ページの休日小児急

病診療所管理委託料、三島救命救急センタ

ー負担金などでございます。目２予防費は、

各種検診や予防接種に係る委託料などで

ございます。 

 以上、保健福祉課と高齢介護課が所管し

ております令和元年度一般会計歳入歳出

決算についての補足説明とさせていただ

きます。 

○渡辺慎吾委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 香川委員。 

○香川良平委員 おはようございます。そ

れでは、質問をさせていただきます。 

 まず、自治振興課、４点質問させていた

だきます。 

 決算書３２ページ、コミュニティプラザ

使用料１，０４１万５，１４３円について

お聞きします。前年対比で約２２９万円減

で、予算対比約２６０万円減となっており

ます。これは新型コロナウイルス感染症の

影響を受けてのことだと思うのですが、改

めて減少した理由についてお聞かせくだ

さい。 

 次に、決算概要の５０ページ、中国蚌埠

市友好交流事業についてお聞きします。前

年度、この友好交流事業は予算執行が未執

行でございました。令和元年度は１２万３，

８３４円執行されております。その理由に

ついてお聞かせください。 

 次に、決算概要５０ページ、国際交流事

業についてお聞きします。昨年の９月に友

好都市であるバンダバーグ市から行政訪

問団が来摂されました。その内容について

お聞かせください。 

 次に、決算概要５４ページ、摂津まつり

振興会補助事業についてお聞きします。令

和元年度は７００万円予算執行されてお

ります。令和元年度の摂津まつりの開催状

況についてお聞かせください。また、来場

者数も併せてお聞かせいただきたいと思

います。 

 次に、文化スポーツ課、５点質問させて

いただきます。 

 決算書３５ページ、文化ホール使用料５

９９万６，６２５円についてお伺いいたし

ます。当初予算では４００万円を計上され

ておりましたが、この差異についてお聞か

せください。また、平成３０年度決算では

約７２２万円でしたが、この差異について

もお聞かせください。 

 次に、決算書３５ページ、青少年運動広

場使用料１５４万１７０円についてお聞

きします。平成３０年度決算では約４６５

万円でしたので、前年対比で３分の１に減

っております。改修工事に伴う青少年運動

広場の閉鎖は半年でしたので、２分の１く

らいで推移するのかなというふうに思っ

ておりましたが、３分の１になった要因に

ついてお聞かせください。 

 次に、決算書６１ページ、摂津ふれあい

マラソン参加料１４３万４，５００円につ

いてお伺いいたします。平成３０年度決算

では１１６万７，０００円で、前年対比２
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６万７，５００円の増額となっております。

参加者がふえたことによる増額であると

思うのですが、改めてその内容についてお

聞きします。 

 次に、決算概要５６ページ、文化ホール

管理事業の修繕料９２４万円についてお

伺いいたします。まず、１回目後の修繕料

の内容についてお聞かせください。 

 次に、決算概要７２ページ、総合体育館

等体育施設調査・研究事業についてお伺い

いたします。備考欄に体育施設全体の在り

方に関する調査研究とありますが、どうい

った内容なのかをお聞かせください。 

 次に、産業振興課、５点質問させていた

だきます。 

 事務報告書１４１ページ、中小企業金融

対策事業についてお伺いいたします。市融

資取扱状況では、申込件数が３１件で、決

定件数が３０件となっております。１件が

審査に落ちたということになります。この

決定に至らなかった理由についてお聞か

せください。 

 次に、決算概要１０６ページ、中小企業

育成事業の商工業経営指導委託料につい

てお伺いいたします。事務報告書１４０ペ

ージに指導内容が記載されていますが、事

業内容はどのようなものかお聞かせくだ

さい。また、どのような事業者を対象に行

っているのかも併せてお聞かせください。 

 次に、決算概要１０６ページ、創業支援

事業の創業支援委託料についてお伺いい

たします。まず、創業支援委託料の内容に

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

 次に、決算概要１０８ページ、商品券発

行事業についてお聞きします。プレミアム

付商品券を販売する事業であったと認識

しております。この商品券交付金の執行率

が低いように感じますが、販売状況をお聞

かせいただきたいと思います。 

 次に、決算概要を１０８ページ、消費生

活相談ルーム事業の機械器具費について

お伺いいたします。まず１回目で、機械器

具費の内容についてお聞かせください。 

 続きまして、保健福祉課、３点質問させ

ていただきます。 

 決算概要７４ページ、災害見舞金給付事

業についてお伺いいたします。災害見舞金

１６０万円を執行されておりますが、改め

て１回目、その内容についてお聞かせくだ

さい。 

 続きまして、決算概要９２ページ、がん

検診事業についてお伺いいたします。事務

報告書を見ますと、胃がん検診からピロリ

菌検査までそれぞれの受診者数が記載さ

れております。対象者の数字がないため、

その受診者数が多いのか少ないのかとい

うのが分からないわけであります。がん検

診のそれぞれの受診率についてお聞きし

たいと思います。 

 続きまして、決算概要９４ページ、歯科

健康診査事業についてお聞きします。まず

は、この事業の内容についてをお聞かせい

ただきたいと思います。また、事業の実績

についても、併せてお聞かせください。 

 続きまして、市民課、２点質問させてい

ただきます。 

 事務報告書１１６ページ、個人番号カー

ド交付事業についてお伺いいたします。令

和元年度の個人番号カードの交付件数は

３，８５６件で、平成３０年度と比較して

約５００件ふえております。マイナンバー

カード普及の取り組みを行っていただい

ていると聞いておりますが、その取り組み

内容についてお聞かせください。 

 続きまして、決算概要９８ページ、葬儀

会館管理運営事業の葬儀会館空調設備等
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更新工事についてお伺いいたします。改め

て、この工事の内容について、１回目、お

聞かせください。 

 続きまして、生活支援課、１点質問させ

ていただきます。 

 決算概要７４ページ、生活困窮者自立支

援事業の住居確保給付金についてお伺い

いたします。１回目で、まずこの制度の内

容についてをお聞かせください。 

 続きまして、高齢介護課、２点質問させ

ていただきます。 

 決算概要７６ページ、敬老事業の敬老金

についてお伺いいたします。決算額が１，

４４０万９，０００円で、事務報告書を見

ますと、対象者が１，３７９人となってお

ります。この事業の内容と年齢別の対象者

の内訳についてをお聞かせください。 

 続きまして、決算概要７６ページ、ひと

り暮らし高齢者等安全対策事業の独居老

人愛の一声訪問事業委託料についてお伺

いをいたします。まず１回目、この事業の

内容についてお聞かせください。 

 続きまして、障害福祉課、１点質問させ

ていただきます。 

 事務報告書１９７ページ、障害者職業能

力開発センター等補助事業についてお聞

きします。事務報告書を見ますと、茨木・

摂津障害者就業・生活支援センターの登録

や相談の状況が記載されております。多く

の相談や登録がされている状況が分かり

ますが、実際に就労に結びついた件数はど

れぐらいあるのかというのを１回目、お聞

かせいただきたいと思います。 

 続きまして、環境政策課、２点質問させ

ていただきます。 

 決算概要９６ページ、大気水質等調査事

業の測定委託料についてお伺いいたしま

す。まず１回目に、この測定委託料の内容

についてをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 次に、決算概要９６ページ、環境美化事

業の消耗品費１５５万４，１５１円につい

てお伺いいたします。この消耗品費の内容

について、１回目、教えていただきたいと

思います。 

 続きまして、環境業務課、１点質問させ

ていただきます。 

 決算概要１００ページ、エコアクション

２１認証取得助成事業についてお伺いい

たします。決算書では未執行になっていま

すが、改めてこの事業の内容について、１

回目、お聞かせください。 

 続きまして、環境センター、１点、質問

させていただきます。 

 決算書６３ページ、倒木売却収入３万２，

７５５円についてお伺いをいたします。ま

ず１回目、この内容についてをお聞かせい

ただきたいと思います。 

 以上、２７点でございます。１回目は以

上です。 

○渡辺慎吾委員長 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、自治振

興課のほうの質問に答えさせていただき

ます。 

 質問番号１番、決算書３２ページ、コミ

ュニティプラザ使用料が減少した理由に

ついてご説明させていただきます。新型コ

ロナウイルス感染症防止対策のため、令和

２年２月２７日から市のイベントは原則

延期や中止としたことに伴い、新型コロナ

ウイルス感染症の影響を理由に、市民や団

体が施設の利用を中止された場合には、全

額還付といたしました。また、３月９日か

らは貸館業務を停止したことが主な理由

となってございます。具体的には、令和元

年度３月は使用件数９５５件、使用料１１
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９万６，３５０円でございましたが、令和

２年３月では使用件数１０９件、使用料は

使用中止に伴う還付が発生したことから

マイナス１５万３，２７３円でございまし

た。 

 続きまして、質問番号２番でございます。

決算概要５０ページ、中国蚌埠市友好交流

事業の予算執行の理由と内容についてご

説明させていただきます。中国蚌埠市友好

交流事業につきましては、中国蚌埠市政府

訪問団来阪され、事務レベルで会談を行っ

た経費でございます。令和元年１０月３１

日に大阪市内のホテルで行われ、蚌埠市政

府訪問団は副秘書長、商務外事副局長、民

生局副局長、文化観光局副局長及び通訳の

方が出席され、摂津市からは摂津市国際交

流協会事務局長、生活環境部長、自治振興

課長、自治振興課担当職員が出席し、今後

の交流について意見を交わしました。まず

は文化・スポーツ等の交流から進めていく

ことを確認いたしたところでございます。 

 続きまして、質問番号３番でございます。

決算概要５０ページ、国際交流事業に関連

するバンダバーグ市行政訪問団来摂の内

容についてお答えさせていただきます。令

和元年９月２３日から２６日、４日間、バ

ンダバーグ行政訪問団として、議員３名が

行政視察や市内企業の視察のため来阪さ

れました。２３日の夜間に関西空港に到着

され、お迎えに上がった後、２４日は大阪

市内を視察されました。翌２５日に来摂さ

れ、市長への表敬訪問後、議場を見学され、

市内企業やＴＩＣ、ダイキンテクノロジ

ー・イノベーションセンターを視察された

後、摂津高等学校を訪問され、夕方には歓

迎懇談会にご参加いただきました。翌２６

日は消防本部を訪問され、はしご車等の見

学をされた後、帰国の途へ就かれておりま

す。 

 続きまして、質問番号４番、決算概要５

４ページ、摂津まつり振興会補助事業に関

連いたします令和元年度の摂津まつりの

開催状況及び来場者数等についてお答え

させていただきます。令和元年度の摂津ま

つりは第４４回摂津まつりとして、８月３

日・４日に開催いたしました。例年、子ど

もたちに人気のキャラクターショーをは

じめ、地元の児童・生徒による和太鼓演奏

やダンス演技などを行い、新たに商工会青

年部のダンスボーカルユニットｆｏｒＳ

のパフォーマンスも披露いただきました。

また、摂津まつりの特徴の一つであります

芸能人の方によるステージは、柏原芳恵さ

んにゲストとして出演いただいたところ

でございます。来場者数は、８月３日土曜

日は１万８，７００人、８月４日日曜日は

１万７，６０２日、２間合計で３万６，３

００人となっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります五つのご質問にお

答えいたします。 

 まず質問番号５、決算書３５ページ、文

化ホール使用料についてお答えいたしま

す。事務報告書１３２ページにありますよ

うに、令和元年度の有料の利用者は１，１

０２件でございました。平成３０年度が６

４４件ですので、４５８件の増となります。

これは、他市のホールが閉館していたこと

により、そこでの利用者が流れてきたとい

うこともございますが、楽器の練習、ダン

スなどの使用について、文化ホールでの利

用が可能であるとＰＲを行った結果、発表

会の開催にまでつながったことなどが利

用についての周知も大きかったのかなと
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思っています。これが当初予算の見込みよ

りもふえた要因でございます。平成３０年

度と比較して減収となった理由につきま

しては、新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点により、３月９日から閉館しており

まして、これに伴う還付が発生したこと、

あるいは予約が控えられたことによる減

収となります。 

 続きまして、質問番号６番、決算書３５

ページ、青少年運動広場使用料ですけれど

も、委員がおっしゃいますように、青少年

運動広場は昨年度の下半期の半年間、改修

工事により閉場しておりました。もともと

猛暑のある上半期よりも下半期のほうが

利用が多いということもありますし、また

１０月から３月といいますと日が短い時

期でありますので、例年、照明の使用も多

い時期ということで、この照明の使用も施

設の閉場によりなくなったということで、

２分の１以上の減収となったものでござ

います。 

 続きまして、質問番号７番、決算書６１

ページ、摂津ふれあいマラソン大会ですけ

ども、参加人数ですけれども、平成３０年

度は無料の親子チャレンジラン２４０名

含めて９４０名、令和元年度は親子チャレ

ンジランの３００名含めて１，１４９名と、

２４９名の増となってございます。 

 続きまして、質問番号８番、決算概要５

６ページ、文化ホール管理事業の修繕料に

ついてでございますけれども、この内容は

文化ホールの舞台上の諸幕の取り替え工

事でございます。設立以来、継続使用して

いる中で、いろいろ老朽化が進み、各所で

不具合が生じて、都度修繕を行うことで機

能維持を図ってきました。舞台諸幕につき

ましては経年劣化が進みまして、材質が弱

くなっているということで、施設運用上、

利用者の安全・安心のために取り替え工事

を行ったものでございます。 

 質問番号９番、決算概要７２ページ、総

合体育館等体育施設調査研究事業につい

てですけれども、令和元年１２月末に東京

都の墨田区にございます墨田区総合体育

館へ先進視察を行いました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります５点のご質問についてお

答えさせていただきます。 

 質問番号１０番、決算概要１０６ページ、

中小企業金融対策事業についてでござい

ますが、決定に至らなかった理由に関しま

して、保証協会の担当者と市の担当者が融

資の調査のため聞き取りに伺う中で、小規

模事業者の場合は常時使用する従業員の

数が２０人以下なんですけど、商業または

サービス業を主たる事業者とする事業者

については５人以下という要件がござい

まして、その要件に経営実態として該当し

ないということで、対象にならなかったと

いう状況でございます。 

 続きまして、質問番号１１番、決算概要

１０６ページ商工業経営指導委託料の事

業内容についてでございますが、中小企業

の経営改善の支援のためのコンサルタン

トを派遣する事業でございまして、そのコ

ンサルタントの方というのは中小企業診

断士などの資格を持った方を派遣してお

りまして、その派遣料を市が負担する事業

内容でございます。派遣回数は最大３回と

いうことで、令和元年度に関しましては、

どういう事業者に派遣したかといいます

と、化粧品の製造業者の方とか、リフォー

ムとかを主にやっている不動産業の方、あ

とプラスチック等の試作品の加工業の方
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とか、パンの製造販売、あと塗装業などの

事業者の方に派遣を行っている状況でご

ざいます。 

 続きまして、質問番号１２番、決算概要

同じく１０６ページの創業支援事業につ

いての委託の内容でございますが、創業支

援のセミナーと創業セミナーの内容でご

ざいまして、創業セミナーは、起業を考え

ている女性やそのテーマに関心のある方

を対象にして、趣味や特技を仕事として、

コツやヒントを学ぶセミナーとして、２日

間に分けて実施しております。令和元年度

に関しましては、事務報告書にも記載させ

ていただいているとおり、クラウドファン

ディングの活用セミナーを１日目にさせ

ていただいて、２日目には自分が経験も知

識もなかったけれども起業したという、自

分の思いと地域の特性を生かした起業の

方法という内容でさせていただいており

ます。創業セミナーは、創業を志す方もし

くは創業間もない方を対象としておりま

して、財務、経営、人材育成、販売開拓の

４要素を組み込んだセミナーとなってお

ります。令和元年度に関しましては、初心

者でも安心な体験型の起業セミナーとし

て、ビズストーム研修を実施しております。

ビズストーム研修というのは、一人一人が

社長になって会社を成長させる本格的な

研修用のビジネスゲームでございまして、

視野を広げ、ビジネスの全体像やポイント

を楽しんで体験できるという目的で実施

させていただいている状況でございます。 

 続きまして、質問番号１３番、商品券発

行事業、決算概要１０８ページでございま

す。販売状況でございますが、どのような

状況であったのかということですが、プレ

ミアム付商品券の販売状況は、対象が平成

元年度非課税の方と平成２８年４月２日

から令和元年９月３０日まで生まれの子

どもがいる世帯主の方を対象としており

ます。手続は、非課税者の方に関しまして、

申請を必要としておりまして、その申請後、

確認が取れましたら引換券をお送りする

という仕組みになっております。子育て世

帯の方は、対象の方のお家のほうに申請な

しに引換券を送付させていただくという

ような仕組みになっておりました。非課税

者の方の申請のほうが７，０５８名、申請

率は３９．６％ということで、想定よりも

低い形になっております。実際、その中で

購入された方６，０３０名という状況でご

ざいます。一方、子育て世代の方は１，６

９１名の方に購入いただいて、使用率のほ

うは６１．５％という状況になっておりま

す。 

 続きまして、質問番号１４番、消費生活

相談ルーム、決算概要１０８ページの機械

器具費についての内容でございますけれ

ども、特殊詐欺の防止の対策として、高齢

者に貸し出します自動通話録音装置の購

入費用でございます。固定電話に設置する

ことで、特殊詐欺のかかってくるような電

話とかを録音できて、メッセージが流れま

すので、相手の方が、電話を切る方がほぼ

９０％というような新聞記事もございま

したが、特殊詐欺を未然に防ぐという仕組

みで、平成２９年１０月から実施しており

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１５番、

災害見舞金給付事業につきましてお答え

いたします。令和元年度の給付状況としま

しては、事務報告書に記載のとおり、住宅

被害見舞金として、家屋が全壊された世帯

１３件、半壊された世帯６件に対して給付
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しております。内訳としましては、平成３

０年度に発生した台風２１号による半壊・

半焼が各２件、令和元年度に発生した火災

３回による全焼が１２件、全壊が１件、半

焼が１件、床上浸水が１件となっておりま

す。 

 質問番号１６番、がん検診事業について、

令和元年度の受診率をお答えいたします。

事務報告書に記載のあります令和元年度

の各種がん検診の受診率でございますが、

胃がんが９．０％、大腸がんが１５．０％、

肺がんが１６．５％、子宮頸がんが２８．

７％、乳がんが１９．３％、前立腺がんが

１１.９％となっております。いずれも平

成３０年度の大阪府全体の受診率より市

の受診率のほうが高くなっております。 

 質問番号１７番、歯科健康診査事業につ

いてお答えいたします。成人歯科健診は４

０歳から７４歳の市民を対象として実施

し、口腔内の状態、歯周疾患の有無等を確

認しております。費用は５００円ですが、

５歳ごとの節目年齢の方は無料とし、併せ

てＸ線検査を実施しております。令和元年

度の実績は、受診者２，７８１人で、受診

率が７．０％、Ｘ線診査者は１，０４７人、

受診者のうち、う歯や歯周疾患などの所見

があった方が２，４１１人でございました。 

○渡辺慎吾委員長 千葉課長。 

○千葉市民課長 そうしましたら、市民課

に関わります二つのご質問を説明させて

いただきます。 

 まず、質問番号１８番、事務報告書１１

６ページ、マイナンバーカードの令和元年

度の普及促進の取り組み内容につきまし

てご説明させていただきます。マイナンバ

ーカード普及促進を取り組みとしまして、

市ホームページ、市広報誌への掲載、持ち

物不要で市民に来ていただくのみの「らく

らく申請」と銘打ち、各公民館、コミュニ

ティプラザや別府コミュニティセンター

等、合計１６回実施し、計２３７名の方の

出張申請を受付しました。また、市役所で

は申請窓口での写真撮影サービスに取り

組んでいることと、窓口での住民票交付や

転入手続き等の際に使用する封筒にマイ

ナンバーカードの手続き方法について同

封し、マイナンバーカード普及促進に努め

ております。 

 続きまして、質問番号１９番、決算概要

９８ページ、葬儀会館空調設備等更新工事

の内容についてご説明させていただきま

す。開館から２１年が経過しまして、設備

の老朽化が顕著となっているため、３点の

更新をしました。まず、１点目が空調設備

の更新、２点目がクロス・天井の張替え、

３点目が照明器具のＬＥＤ化の更新を行

いました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、決算概要

７４ページ、生活困窮者自立支援事業に係

りますご質問、住居確保給付金制度の内容

につきましてご答弁申し上げます。 

 離職や失業等によりまして経済的に困

窮して住居を失うおそれのある方に対し

まして、一定の要件で、家計の中で大きな

ウエートを占めております住宅費の支出

を支援することによりまして、その方が安

心して就職活動に注力して、仕事と住まい

の両方を確保することによりまして、困窮

状態から脱却することを目的とした制度

でございます。 

 まず、支給要件についてでございますが、

これは基準額は世帯人数によって異なり

ますので、単身世帯の方を例に挙げさせて

いただきます。収入要件は、家賃等を含め
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ました収入基準額が１２万３，０００円以

下、資産要件としましては、預貯金保有額

が５０万４，０００円以下というふうにな

っております。また、ハローワークでの月

２回以上の職業相談ですとか、生活困窮者

自立支援機関で月４回以上の面接支援を

受けるなど、誠実かつ熱心に常時就職を目

指した求職活動を行うといった求職活用

要件もございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 それでは、高齢介護

課に係ります二つの質問にお答えをしま

す。 

 まず、質問番号２１番、決算概要７６ペ

ージ、敬老事業の敬老金についてでござい

ます。敬老金は、高齢者の長寿を祝い、併

せてその福祉を増進するために、９月１日

現在、市内に引き続き８か月以上お住まい

で、年度中に７７歳、８８歳、９９歳、１

００歳になられた方と１００歳以上とな

る方にお送りをしております。金額は、７

７歳が８，０００円、８８歳が１万５，０

００円、９９歳が３万円、１００歳以上が

５万円でございます。令和元年度の対象者

につきましては、７７歳が１，０７８人、

８８歳が２５１人、９９歳が２４人、１０

０歳以上は２６人の合計１，３７９人とな

っております。 

 続きまして、質問番号２２番、決算概要

７６ページ、独居老人愛の一声訪問事業委

託料の内容についてでございます、この事

業は、ひとり暮らしで見守りが必要な高齢

者に対し、毎週水曜日に乳酸菌飲料をお届

けするものでございます。令和元年度には、

月平均で１４４名の方にお届けし、年間延

べ配布本数は６，９６８本でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 それでは、障害福祉

課に関わります質問番号２３、茨木・摂津

障害者就業・生活支援センターに関するご

質問にお答えいたします。 

 同センターは、就業やそれに伴う日常生

活や社会生活上の支援を必要とする障害

者に対し、必要な指導や助言、支援を行う

ことにより雇用の促進や安定を図ること

を目的としております。そのため、事務報

告書に掲載しております利用登録者２５

０人の全てが就職を希望されているとい

うことではございませんが、令和元年度は

同センター利用登録者のうち、身体障害者

二人、知的障害者２４人、精神障害者６人

の合計３２人が就職いたしました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 環境政策課に関わ

ります２点でございます。 

 質問の順番で申しますと２４番、決算概

要９６ページ、大気水質等調査事業の測定

委託料についてのご質問でございます。決

算額が６０万３８０円となっております。

内訳が二つございまして、まず水質に関わ

る委託料が４２万３，５００円、２点目と

いたしまして、大気に関わる委託料が１７

万６，８８０円、計６０万３８０円となっ

ております。 

 まず、水質に関わる委託の内容でござい

ますけども、河川等９か所、年４回測って

おります。特にＢＯＤ、つまり生物化学的

酸素要求量という生物が酸素を要求する

量ということでございますが、小さいほど

いいということでございまして、基準値内

に入っているというような状況でござい

ます。 

 大気につきましては、二酸化窒素を注視
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して測っており、この二酸化窒素につきま

しても基準値内であるというような状況

でございます。 

 続きまして、２５点目、同じく９６ペー

ジの環境美化事業の消耗品関係でござい

ます。決算額が１５５万４，１５１円とな

っております。大半がボランティアの方々

に配布をいたしますジャンバーを購入い

たしております。ジャンバー、ジャケット

の購入代が１４５万２，６００円となって

おります。それと、啓発用ポケットティッ

シュも作っておりまして７万４１６円、そ

の他もろもろ消耗品ということでござい

ます。よろしくお願いします。 

○渡辺慎吾委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、環境業

務課にかかります１点のご質問にお答え

させていただきます。 

 質問番号２６番、エコアクション２１認

定取得助成事業の内容についてでござい

ます。エコアクション２１は、環境省が策

定した環境マネジメントシステムで、事業

者等が環境への取り組みを自主的に行う

ための方法を定めた認証制度となってお

ります。 

 本市助成事業の内容でございますが、市

内の中小企業者が環境負荷のかからない

循環型社会づくりのために、環境への目標

を持ち行動することができる体制を整備

し、ごみの減量など、本市の環境保全活動

に資することを目的に、エコアクション２

１の認定取得に要した費用について、上限

２０万円を限度に２分の１の額を補助す

るものでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 三浦環境センター長。 

○三浦環境センター長 それでは、環境セ

ンターにかかります１点のご質問にお答

えいたします。 

 質問番号２７番、決算書６３ページ、倒

木売却収入でございます。平成３０年９月

に大阪府に上陸いたしました台風２１号

の強風により、環境センターが管理してい

る緩衝緑地帯の樹木が大きく被害を受け、

幹回りおよそ１．８メートルの大木を筆頭

に、大小２９本の樹木が倒れたり、大きく

傾いたりいたしました。それらの樹木につ

きましては、撤去を行い、直径１０センチ

以上で、長さ１メートル以上、かつ枝分か

れしていない幹については、業者による有

価物としての買い取りが可能であるとの

ことから、１０キロ当たり１５円で売却し

たものでございます。 

 なお、売却量につきましては２０．２２

トンとなっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 答弁が終わりました。 

 香川委員。 

○香川良平委員 ご答弁ありがとうござ

いました。 

 それでは、２回目の質問をさせていただ

きます。 

 まず、コミュニティプラザ使用料でござ

います。新型コロナウイルス感染症の影響

により、使用料が減少したということがご

答弁から分かりました。２回目で、現在の

使用状況についてはどのようになってい

るのかというのをお聞かせください。 

 次に、中国蚌埠市友好交流事業について

でございます。ご答弁から、内容について

は理解をいたしました。２回目で、具体的

な経費の内容についてお聞かせいただき

たいと思います。 

 次に、国際交流事業についてでございま

す。バンダバーグ市行政訪問団来摂に当た

り、執行された経費についてのご説明を２
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回目でお願いしたいと思います。 

 次に、摂津まつり振興会補助事業につい

てでございます。令和元年度の開催状況と

来場者数についてのご答弁をいただきま

した。２日間で、３万６，３００人の方が

参加されたということでございます。毎年、

芸能人といいますか、歌手の方を呼んで、

ステージで歌っていただくなど、様々な工

夫を凝らしていただいております。本市の

夏の風物詩として定着しており、市民の方

が本当に毎年楽しみにしている摂津まつ

りでございます。本年度は、皆さんご承知

のとおりで、新型コロナウイルス感染症の

影響で残念ながら中止となりましたが、こ

の新型コロナウイルス感染症の収束の見

通しが立っていない状況ではございます

が、来年はぜひとも開催できるように取り

組んでいただきたいなということを切に

要望して、この質問を終わります。 

 次でございます。文化ホール使用料につ

いてでございます。想定よりも利用者がふ

えたことによる当初予算よりも金額がふ

えたこと、一方で新型コロナウイルス感染

症の影響により、平成３０年度と比較して

減収となったことがご答弁から分かりま

した。コロナ禍でなかなか先の見通しが立

たない状況ではありますが、今後もできる

限り多くの方に利用していただけるよう

工夫していただきますようにお願いいた

します。この質問も以上でございます。 

 続きまして、青少年運動広場使用料でご

ざいます。ご答弁から、減収の額が大きく

なった要因について理解をいたしました。

半年間かけて行った改修工事で、新しくな

りました青少年運動広場でございます。利

用者の反応というのが気になるところで

ございます。実際の利用者から、どのよう

な声が上がっているのかというのをお聞

かせください。 

 続きまして、摂津ふれあいマラソンにつ

いてでございます。ご答弁から、参加者が

２４９名ふえたということでございます。

様々な取り組みをしていただいたという

ふうに思うわけであります。決算概要７０

ページ、歳出の決算額も２７４万４,８５

０円で、平成３０年度と比較して約３０万

円増額しております。この支出内容につい

て、２回目でお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 次に、文化ホール管理事業の修繕料でご

ざいます。ご答弁から、舞台諸幕の取り替

え工事を行ったということで理解をいた

しました。２回目は要望で終わります。今

後、修繕等が必要な箇所については、優先

順位を見定めた上で、適宜修繕を行ってい

ただき、施設の長寿命化を図るとともに、

利用者の安心・安全に努めてもらいたいと

いうふうに思います。質問は以上です。 

 続きまして、総合体育館等体育施設調査

研究事業についてでございます。ご答弁か

ら、東京都墨田区総合体育館に視察に行っ

たということでございます。視察に行って

分かったこと、気付いた点等あればお聞か

せいただきたいと思います。 

 続きまして、中小企業金融対策事業につ

いてでございます。１回目のご答弁から、

決定に至らなかった理由についてという

のをご答弁いただきました。理解をいたし

ました。次に、金額の部分をお伺いしたい

と思います。市融資取扱状況の申込金額が

１億６，１５０万円に対して、決定金額が

１億３,３００万円となっております。申

込金額と決定金額の差が２,８５０万円あ

るわけであります。どのような理由なのか

をお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、中小企業育成事業の商工業
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経営指導委託料についてでございます。ご

答弁から、派遣先や事業内容について理解

をいたしました。経営改善のためにコンサ

ルタントを派遣するということでござい

ます。ここで、主な相談内容というのはど

のようなものなのかというのをお聞かせ

いただきたいと思います。また、どのよう

な効果があったのか、成功事例等あればお

聞かせください。 

 続きまして、創業支援事業についてでご

ざいます。ご答弁から創業支援委託料の内

容については理解をいたしました。事務報

告書１４１ページの創業相談の概要には、

相談件数７件で、創業者が０件となってお

ります。創業セミナーの開催状況では、６

２名の方がセミナーを受講されておりま

すが、創業相談が少なく感じるわけであり

ます。担当課として、どのように分析して

いるのかをお聞かせください。 

 続きまして、商品券発行事業についてで

ございます。ご答弁から、非課税者の方の

申請率が３９．６％であったということで

ございます。当初は、７０％の利用を想定

していたと記憶しております。担当課とし

て、申請率が低かった要因をどのように分

析しているのかをお聞かせください。また、

申請率を上げる取り組みなどあればお聞

かせください。 

 続きまして、消費生活消費生活相談ルー

ム事業についてでございます。機械器具費

の執行は５９万４１０円となっておりま

すが、自動通話録音装置を何台購入したの

かお聞かせください。また、購入した自動

通話録音装置はいつ頃までに貸与される

予定なのかというのも併せてお聞かせく

ださい。 

 続きまして、災害見舞金給付事業につい

てでございます。ご答弁から、内容につい

ては理解をいたしました。災害見舞金を給

付するに当たり、例えば所得制限があった

りですとか、何か条件があるのか、ないの

かという点を２回目、教えていただきたい

と思います。 

 続きまして、がん検診事業についてでご

ざいます。ご答弁から、大阪府全体の受診

率より本市の受診率のほうが高いという

ことが分かりました。しかしながら、一番

低い胃がん検診に関しては受診率が９％

ということです。まだまだ受診率の向上が

必要だというふうに感じました。２回目で、

受診率向上に向けて、どのような取り組み

を行っているのかというのをお聞かせい

ただければと思います。 

 次に、歯科健康診査事業についてでござ

います。ご答弁から、事業の内容について

は理解をいたしました。実績の部分が気に

なるところでして、受診率が７％であると

いうことでございます。こちらも、受診率

の向上が必要であるというふうに感じた

わけであります。そこで、歯科検診の周知

の方法はどのように行っているのかとい

うのをお聞かせいただければと思います。 

 続きまして、マイナンバーカードについ

てでございます。１回目で、マイナンバー

カード普及の取り組みについてお聞かせ

をいただきました。２回目で、国の特定定

額給付金のオンライン申請が今年５月か

ら始まったというふうに思います。オンラ

イン申請をするに当たりまして、マイナン

バーカードが必要ということで、マイナン

バーカードの申請で市役所１階の市民課、

大変混み合ったというふうに聞いており

ます。実際の交付件数はどのように推移し

たのかというのを教えていただければと

思います。 

 続きまして、葬儀会館空調設備と更新工
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事についてでございます。ご答弁で、工事

の内容については理解をいたしました。こ

こで２回目は、工事を行った時期について

と工事期間についてをお聞かせいただけ

ればと思います。 

 続きまして、住居確保給付金についてで

ございます。ご答弁から、制度の内容につ

いては理解をいたしました。予算４６万１，

０００円に対して執行が１１万７，０００

円で、３４万４，０００円の残額が出てお

ります。改めて、令和元年度の実績につい

てをお聞かせください。また、新型コロナ

ウイルス感染症拡大以降、申請件数がふえ

ているというふうに聞いております。決算

以外の時期ですので、答えられる範囲で結

構ですので、最新の給付状況についてもお

聞かせいただければと思います。 

 続きまして、敬老事業の敬老金について

でございます。ご答弁から、事業内容につ

いては理解をいたしました。１，３７９人

の方に支給をされたということでござい

ます。２回目で、令和元年度の支給方法に

ついてというのをお聞かせいただければ

と思います。 

 続きまして、ひとり暮らし高齢者等安全

対策事業の独居老人愛の一声訪問事業委

託料についてでございます。ご答弁から、

事業の内容については理解をいたしまし

た。週に１回、安否確認を兼ねてヤクルト

を配っているということでございます。本

事業を行う上での効果についてというの

を２回目でお聞きしたいと思います。 

 続きまして、障害者職業能力開発センタ

ーと補助事業についてでございます。１回

目のご答弁で、就労に結びついた件数、人

数というのをご答弁いただきました。障害

者の方が就労を希望して、全員の方が就労

を希望しているわけではないということ

でございます。就労を希望される方が一人

でも多く就労されることに対しての課題

といいますか、担当課でどのように捉えて

いるのかをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 それから、環境政策課でございます。 

 大気水質等調査事業の測定委託料につ

いてでございます。１回目のご答弁で、内

容について理解をいたしました。水質に関

しては、河川９か所の水質調査をしてると

いうことでございます。２回目で、今、摂

津市の中で騒がせてるといいますか、ＰＦ

ＯＡの問題をちょっとお聞きしたいなと

いうふうに思うのですが、先日の定例会で

も、一般質問等で質問がありましたが、改

めてＰＦＯＡの、市民の方が摂津市と大阪

府に対して水質調査の要望を出している

というふうに思うんですが、改めて大阪府

と摂津市の対応についてを教えていただ

きたいなというふうに思います。 

 続きまして、環境美化事業の消耗品費に

ついてでございます。１回目のご答弁で、

内容については理解をいたしました。２回

目では、現在、美化ボランティアの人数は

どのように推移しているのかというふう

なことをお聞かせいただきたいなと思い

ます。 

 続きまして、エコアクションについてで

ございます。１回目のご答弁から、内容に

ついては理解をいたしました。令和元年度

は未執行であったということなんですが、

ここ最近といいますか、申請状況はどのよ

うなもので推移しているのかなというふ

うなことが気になりますので、２回目でそ

の辺を教えていただきたいなというふう

に思います。 

 最後でございます。環境センターでござ

います。 
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 倒木売却収入、これについて２回目、質

問させていただきます。１回目のご答弁か

ら、大体内容については分かりました。災

害で倒れた木を売却したということなん

ですけれども、まだ倒木処理といいますか、

処理にかかった費用というのはいくらぐ

らいかというのが気になりますので、２回

目、ちょっとそこら辺を答えていただけれ

ばと思います。 

 ２回目は以上です。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員、ＰＦＯＡに

関してのことなんですけど、これは令和元

年度の状況なんですか。現在のことも聞き

たいということなんですけど。香川委員。 

○香川良平委員 答えられる範囲で結構

です。 

○渡辺慎吾委員長 決算ですので、令和元

年度が中心なんですけど、一応、理事者側

が答えられるようでしたら、そういう形で

答えていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

○渡辺慎吾委員長 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 ２回目のご質問

にご答弁させていただきます。 

 質問番号１番でございます。コミュニテ

ィプラザの現在の使用状況についてご説

明をさせていただきます。３月９日から５

月３０日まで貸館を停止しておりました

が、６月１日から貸館を再開させていただ

いたところでございます。令和元年度１０

月末までは使用件数が５，５４８件、令和

２年度におきましては１０月末までの使

用件数が２，４４３件と、約４５％減とな

ってございます。なお、現在も新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止の観点から、施設

の使用に当たっては制限を設けさせてい

ただいておるところでございます。 

 続きまして、質問番号２番でございます。

決算概要５０ページ、中国蚌埠市友好交流

事業におけます具体的な経費の内容につ

いてご説明をさせていただきます。まず、

報償金５万６，０００円については、訪問

団の方々にお渡しする記念品代として４

万４，０００円、中国語通訳にかかる費用

として１万２，０００円でございます。記

念品つきましては、摂津優品（せっつすぐ

れもん）に認定されております銘木の木を

使った名刺入れを記念品としてお渡しさ

せていただきました。食料費２万５，００

０円につきましては、会談時の訪問団５名

の方の昼食代でございます。会場借上料等

４万２，８３４円については、会談時の会

場となりますホテルの会場の借上料とな

ってございます。 

 続きまして、質問番号３番でございます。

決算概要５０ページ、国際交流事業の経費

についてご説明させていただきます。報償

金２０万９，７４６円は行政訪問団５名に

対する記念品代として５万４，０００円、

通訳の費用として１５万５，７４６円とな

ってございます。なお、行政訪問団は当初

５名で訪問を受ける予定でございました

が、来日途中にけがをされたため、急遽２

名の方が帰国されましたことも申し添え

させていただきます。 

 次に、食料費の１２万８，１９２円は、

バンダバーグ市行政訪問団議員の３名の

食事代として、大阪市内視察に１万３，５

００円、企業施設視察時の昼食代に１万６

９２円に加え、歓迎懇談会の費用として１

０万４，０００円となっております。なお、

歓迎懇談会につきましては、参加者から会

費を徴収させていただいており、予算書５

０ページ、雑入に友好都市懇談会負担金と

して８万円を計上させていただいており

ます。 
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 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係りますご質問にお答えい

たします。 

 まず、質問番号６番、青少年運動広場に

おける利用者からの声ですけれども、駐車

場が広くなったので利用しやすくなった

ですとか、エアコンが設置された部屋のお

かげで熱中症が疑われる子どもが休息を

取ることができたとか、前よりもグラウン

ドが平らになったとか、そういった声を聞

いております。 

 続きまして、質問番号７番へ摂津ふれあ

いマラソン大会での支出についてですけ

れども、主だったものとしましては、ゼッ

ケンに取り付けた自動計測装置、あと大会

の要項のチラシ、テントや仮設トイレのレ

ンタル代、メダル代、参加者に配布してい

るＴシャツ代等々となっておりまして、参

加人数がふえればふえるほど、もちろん歳

入はふえ、自動計測装置ですとかＴシャツ

代といった支出もふえるということにな

ってまいります。 

 質問番号９番、東京都の墨田区総合体育

館への視察ですけれども、墨田区総合体育

館はアリーナや武道場はもとより、屋内プ

ールあるいはフットサル場機能も有して

おり、また隣に錦糸公園も併設されて、非

常に規模の大きい利用価値のある体育館

であるという認識を持ちました。機能面だ

けではなくて、最寄駅から徒歩３分という

立地からも大きな集客が見込める施設で

ございました。ただ、この建設に当たって、

ビルド・アンド・スクラップの観点から、

総合体育館建設時には地域の体育館を閉

鎖したとか、あるいは設備機能面として、

メインアリーナが観客席が１，５００席以

上、ほかにサブアリーナ、プール等々、２，

４００席以上の観客収容力あるいはそれ

に対する興業とか、建築費の総額、ランニ

ングコスト、非常に高額とか、なかなか本

市とって困難な課題というのは多く見付

かっております。いずれにいたしましても、

鳥飼のまちづくりの動きとかもあると思

いますけれども、慎重に引き続き研究して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります２回目のご質問５点につ

いてお答えさせていただきます。 

 質問番号１０番、中小企業の事業資金融

資の申込金額と決定金額の差についてで

ございますが、融資申込みの場合、市の職

員もしくは保証協会の職員が同行して、申

込事業者の会社を訪問して、実態調査や必

要書類を提出いただきます。その後、保証

協会と協議しながら、運転資金の運用状況

とか事業の見込み、事業規模などに対して、

申込金額との融資金額の差等を検討して、

融資金額を決定しておる状況でございま

して、令和元年度に関しましては、申込額

に関して５件のケースを減額させていた

だいた状況と、先ほどありました１件が取

り下げという形になっておりますので、実

際申込金額と決定金額の差の２，８５０万

円という差が出てきておる状況になって

おります。 

 引き続きまして、質問番号１１番、実際

に中小企業の育成事業のコンサルタント

の派遣で、主な相談内容とか、その効果に

ついてでございますが、一つの例ではござ

いますけれども、令和元年度、設備投資と

か、そういう新規事業の計画、改善の整理

と設備投資するための国の補助金の活用
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に関してのご相談がございまして、実際、

国の補助金、つまりものづくりサービス補

助金という申請に向けての事業計画の作

成をコンサルタントの派遣事業を活用し

て利用されました。その結果、補助金が採

択されて、約５００万円の補助が受けられ

たと聞いております。 

 続きまして、質問番号１２番、実際に相

談とか創業の件数が少ないのではないか

ということでございますが、先ほどもご答

弁させていただいた創業支援セミナーは、

２回開催して、多くの方に参加いただいて

盛況でございましたが、創業支援セミナー

は、対象者の方が創業に関心のある方とい

うことになっておりまして、すぐに起業に

至るという方が少ないというような現状

でございます。比較的、創業につながりや

すい、創業セミナーの方に関しまして、２

回で延べ１３名というような状況でござ

いましたので、その方々が主な相談者とい

う状況でございます。相談の件数が７件と

いうような状況になっておると考えてお

ります。創業セミナーの相談の参加者をど

うやってふやしていくのかということが、

創業とかの件数につながるものと考えて

おる状況でございます。 

 引き続きまして、質問番号１３番、商品

券発行事業についてでございますが、申請

率が低かったり、非課税世帯の方に関して

と思うんですけど、手続は、まずは申請を

行って、その後、引換券を市から送らせて

いただくんですけど、その引換券を持って、

さらに現金と一緒に購入するという仕組

みになっておりまして、なかなか手間のか

かるというふうに感じられる方が多かっ

たのではないのかなと考えております。ま

た、制度当初から少し危惧されておりまし

たけれども、この商品券、非課税の方だけ

が対象ということもありましたので、実際、

子育て世帯の方もおられるんですけれど

も、そういうのを少し嫌がられるという方

がおられたというようなことは、業者の方

を通じてですけれども、少しお聞きしたこ

ともございます。そういう方も一定おられ

て、結果的に利用が低かったのかなと。本

市だけではなくて、日本全国で全体的にと

いうような状況で、数字の発表は出ていな

いですけれども、近隣市に少しお聞きする

と、そんなふうな状況ということは聞いて

おります。 

 申請率を上げる工夫に関しましては、一

定、非課税者の方に関しまして、１１月上

旬に再度、申請が出てない方に関しては勧

奨の案内をさせていただいております。ま

た、その関係もございまして、申請受付期

間の延長等も行い、申請の向上に努めさせ

ていただいた状況でございます。 

 次に、質問番号１４番、消費生活相談ル

ーム事業で自動通話録音装置の購入、令和

元年度に何台購入したかということでご

ざいますが、令和元年度に関しましては６

０台購入しておりまして、平成２９年度、

平成３０年度は各５０台ずつでございま

すので、１６０台ございます。そのうち、

令和元年度末までの利用で１５８台が貸

与という形にさせていただいております

ので、令和元年度に購入した自動録音装置

に関しましては貸与されている状況にな

っております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１５番、

災害見舞金給付事業についてのご質問に

お答えいたします。災害見舞金には、遺族

見舞金、傷害見舞金、住宅被害見舞金の３

種類がございます．受給対象要件としまし
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ては、遺族見舞金の場合、死亡者の死亡時

において、事実婚を含む配偶者、子ども、

父母、孫、祖父母、兄妹姉妹のいずれかに

該当する方でございます。傷害見舞金の場

合は、災害により医師の診断で全治１か月

以上の加療を要するもので、発生時に市内

に住所を有していた方となっております。

住宅被害見舞金の場合は、市内において発

生した災害により、居住する住宅に被害を

受けた世帯の世帯主でございます。どの見

舞金につきましても、課税・非課税を問う

ものではございません。 

 質問番号１６番、がん検診事業について

のご質問にお答えいたします。がん検診を

受診しやすい環境づくりとしまして、特定

健診と同日に受診できるセットプランの

実施、医療機関への委託による受診機会の

確保、また保健センターにおける集団検診

時に一時保育などを行っております。また、

各種イベント等の機会を活用して、検診の

大切さを伝えるとともに、検診に無関心な

層につきましても、健幸マイレージ事業に

よるインセンティブを設けて、少しでも検

診を受けるきっかけとなるよう働きかけ

ております。併せて、転入時のがん検診案

内や民間企業の協力を得たチラシ配布の

実施などにより、幅広く周知を行っており

ます。なお、検診未受診者に関しましては、

郵送による受診勧奨を行うなどして、受診

率向上を図っております。 

 質問番号１７番、歯科健診事業について

のご質問にお答えいたします。成人歯科健

診の市民への周知につきましては、健康づ

くり年間日程表、広報誌、ホームページ、

窓口のチラシ配布等で健診の大切さ、健診

の受け方等に関する周知を行っておりま

す。また、年度当初にはがん検診等と併せ

て個別の通知、対象者への無料クーポン送

付により個別に健診を周知しております。

また、クーポン対象者で健診未受診の方に

対しては、はがき送付により受診勧奨を行

っております。なお、健幸マイレージ事業

におきましても、ポイント付与の実施によ

り、無関心層に対して、歯科健診を受ける

きっかけとなるように取り組んでいると

ころでございます。 

○渡辺慎吾委員長 千葉課長。 

○千葉市民課長 質問番号１８番、マイナ

ンバーカードの交付の推移につきまして

お答えします。 

 令和２年４月から８月にかけてのマイ

ナンバーカード交付状況につきましては、

４月４４３件、５月４３０件、６月７５３

件、７月６９８件、８月８６３件の合計３，

１８７件となっておりまして、昨年度４月

から８月と比べまして、約２倍の交付件数

となっております。 

 続きまして、質問番号１９番、葬儀会館

空調工事の工事の時期、工事期間と、休館

とということでお答えします、工事の時期、

いわゆる工事期間ですが、令和元年９月１

日から１２月２０日、実際の葬儀会館の休

館期間ですが、９月１日から１０月１７日

の４７日間となっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、香川委員

の２回目のご質問、住居確保給付金の令和

元年度の給付実績並びにコロナ禍におけ

ます今年１０月までの給付実績につきま

してご答弁させていただきます。 

 まず、令和元年度、住居確保給付金の給

付実績ですが、相談件数は１７件、申請件

数が１件、給付額は、先ほど委員がおっし

ゃられた１１万７，０００円でございまし

た。また、新型コロナウイルスの感染拡大



- 22 - 

 

以降の状況ということで、今年４月に住居

確保給付金の給付条件が緩和となりまし

たことから、相談件数、申請件数とも爆発

的に増加いたしまして、今年４月から１０

月末までの相談件数は５０３件、申請件数

は９４件、１０月末時点の給付実績は１，

０９８万３，２００円でございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 高齢介護課でござ

います。 

 質問番号２１番、敬老事業、敬老金の令

和元年度の支給方法についてお答えしま

す。敬老月間である９月の上旬から中旬に、

民生児童委員の戸別訪問により支給をい

たしました。民生児童委員から高齢者の方

にお祝い状と現金の入ったお祝い袋を直

接お渡しをして、受領書に押印をいただく

ものでございます。ご自宅に不在などの理

由のときには、民生児童委員の戸別訪問で

お渡しできなかった方につきましては、高

齢介護課からお知らせ文書をお送りした

り、ケアマネジャーのご協力をいただくな

ど工夫して支給につなげております。 

 続きまして、質問番号２２番、ひとり暮

らし高齢者等安全対策事業の独居老人愛

の一声訪問事業委託料の効果についてお

答えします。 

 本事業におきましては、原則として、ヤ

クルトの配達員が高齢者に声かけをし、乳

酸菌飲料を手渡しすることとしておりま

す。そして、配達員が異変を感じた際には、

本市高齢介護課へご連絡をいただくこと

としております。これにより、ひとり暮ら

し高齢者の安否確認を行うことができ、安

全・安心を確保することができていると考

えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 障害福祉課に係る

ご質問にお答えいたします。 

 質問番号２３、障害者雇用の課題という

ことであったかと思いますが、まず障害者

雇用の状況をご説明させていただきます。

ハローワーク茨木によりますと、令和元年

度における大阪府内の障害者雇用率は２．

０８％で、そのうちハローワーク茨木管内

に限定いたしますと、障害者雇用率が１．

９９％、障害者雇用促進法で定める障害者

の法定雇用率２．２％を達成している企業

は全体の４９．７％に留まるとのことでご

ざいます。いまだ企業における障害者雇用

に対する理解や受入体制の整備が進んで

いないことを表しているのではないかと

考えております。課題は数々ございますが、

この点が最も大きなポイントではないか

と考えられます。このような中、来年４月

には法定雇用率が０．１％引き上げられ、

２．３％になります。この変更をチャンス

と捉え、障害者雇用につきまして、さらに

周知啓発に取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 １点目の水質関係

のご質問のペルフルオロオクタン酸、通称

ＰＦＯＡについてご答弁申し上げます。委

員もご存じのように、今年に入りまして、

水環境におきまして環境省のほうから暫

定的な目標値ということが示されました。

その後の大阪府、摂津市の動きでございま

すけども、市民の方からも要望等々もござ

いました。このＰＦＯＡにおきましては、

一応、暫定的な目標値ということでござい

ますので、国において治験をこれから深め

てい行かれる状況にあるという理解をい
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たしております。 

 この対応でございますが、大阪府が、継

続監視されるということになっておりま

す。私どもは、もし目標値を超えた井戸水

がありまして、それを飲んでおられる方が

あるのであれば、水道水に切り替えるよう

に促すよう助言を行うというふうな役割

になっております。そのことを受けまして、

大阪府に今いろいろ検討していただいて

おります。平成２７年度までだったと思い

ます。大阪府が、それ以前、井戸水の継続

監視をされておられましたが、数値が落ち

着いてきておるということで、一旦、大阪

府のほうは調査を打切りになりました。昨

年、国が一斉調査をされたということで、

その結果を受けまして、大阪府は、継続監

視の場所についていろいろ協議をしてお

りましたが、その平成２７年以前にしてお

られた井戸についてのことを念頭に置き

ながら協議をいたしておりました。その後、

いろいろ市民要望等々も受けまして、我々、

大阪府と協議をして、１０月に入りまして、

もう１か所の井戸を継続監視をするとい

うこと大阪府として決定をされたところ

でございます。その後、今月に入りまして、

プラスアルファ水路でございますとか、井

戸の調査追加箇所について、地元を含めま

して、関係機関と協議に入るということを

この１１月に入りまして、大阪府から情報

を頂いているというような状況でござい

ますので、よろしくお願いいたします。 

 ２点目の美化ボランティアの関係でご

ざいます。この件も委員がご存じのように、

４年目に入ります。市民自らが美しくした

いという気持ちを育んで実践をしていた

だくということでスタートいたしました。

活動といたしましては、日々の散歩等の際

に、まちの美化行動を行っていただくとい

うことでございます。その行動を行ってい

ただく際に、ジャンバーを着ていただけれ

ば、周りにいらっしゃる方も、摂津市とし

て美化活動をしているということもご認

識いただけるかなということで、ジャンバ

ーを配付しているというような状況でご

ざいます。 

 ボランティアの方々の人数でございま

す。今年３月末時点で１，５７３名、１０

月末時点で１．５９４名です。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 これまでのエコ

アクション２１認証取得事業の申請状況

のご質問でございます。平成２２年度に助

成制度を設け、申請の受付を行っていると

ころでございます。直近の申請状況で申し

ますと、平成２５年度以降となりますが、

平成２５年度に２件、平成２６年度３件、

平成２７年度０件、平成２８年度１件とな

っており、平成２９年度以降の申請は出て

おらない状況となっております。 

○渡辺慎吾委員長 三浦環境センター長。 

○三浦環境センター長 それでは、質問番

号２７番、倒木処理の費用に係るご質問に

お答えいたします。 

 平成３０年の台風２１号による樹木の

被害につきましては、倒れたり傾いたりし

た樹木２９本以外に、幹が途中で折れたり、

枝が大きく折れたりした樹木が多数ござ

いました。先ほどご説明いたしました２９

本につきましては、伐採撤去し、一部は抜

根を行いましたが、幹や枝が折れたものに

つきましては、枝払いや強剪定を行いまし

た。その際に発生した剪定くずや、直径１

０センチ以下で長さ５０センチまでの剪

定枝につきましては環境センターで処分

を行い、それ以外の売却できなかった太い
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枝や幹、根については廃棄物として業者で

処分を行ったものでございます。太い枝や

幹につきましては、５．７３トンあり、１

トン当たり１万２，９６０円、根につきま

しては１２．１３トンあり、１トン当たり

１万６，２００円で処分を委託し、処分に

かかった費用は２７万７６６円でござい

ました。これに撤去作業や搬出運搬等に係

る経費６３１万８，０００円がかかり、台

風２１号による倒木処理関係費用は合計

で６５８万８，７６６円でございました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５０分 休憩） 

（午後 １時    再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開します。 

 香川委員。 

○香川良平委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきます。 

 コミュニテプラザの使用料についてで

ございます。ご答弁では、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止の観点から、施設の利

用に当たり制限を設けてるとのことでご

ざいました。３回目で、どのような制限を

設けているのかという点についてお聞か

せいただきたいなというふうに思います。 

 続きまして、中国蚌埠市友好交流事業に

ついてでございます。ご答弁では、経費の

内容については理解をいたしました。引き

続き、友好都市である蚌埠市との交流、ご

答弁にありました文化スポーツの交流を

進めていただきますようにお願いを申し

上げ、この質問を終わります。 

 続きまして、国際交流事業についてでご

ざいます。ご答弁から、バンダバーグ市行

政訪問団来摂に当たり執行された経費に

ついて理解をいたしました。引き続き、友

好都市であるバンダバーグ市との交流を

図っていただきますようにお願いして、こ

の質問も終わります。 

 次に、青少年運動広場使用料でございま

す。利用者の声ということで、ご答弁をい

ただきました。エアコンの話以外にも、照

明がＬＥＤに変わり、点灯がスムーズにな

ったであるとか、さらに料金が安くなって

よかったであるとか、貸出物品を借りやす

くなったという声も市民の方から聞いて

おります。今後も引き続き、利用者の声を

聞いていただき、ニーズに合った施設運営

をしていただきますようによろしくお願

いいたします。 

 続きまして、摂津ふれあいマラソン大会

でございます。ご答弁から、支出内容につ

いては理解をいたしました。今回の摂津ふ

れあいマラソン大会を開催するに当たり、

工夫された点等あればお聞かせいただき

たいなというふうに思います。お願いいた

します。 

 続きまして、総合体育館等体育施設調査

研究事業についてでございます。東京都の

墨田区総合体育館に視察に行ったとのこ

とでございます。本市において、総合体育

館建設に何か関連性があるのではないか

というふうに思うのですが、ちょっとここ

で副市長にお聞きしたいなというふうに

思います。摂津市においての総合体育館建

設の可能性について、ご答弁いただきたい

なというふうに思います。 

 続きまして、中小企業金融対策事業につ

いてでございます。ご答弁から、５件の減

額、そして１件の取り下げがあったため差

額が出たということで理解をいたしまし

た。次にお聞きしたいのが、決算概要１０

６ページ、中小企業金融対策事業の災害復

旧資金緊急融資利子補給金についてでご

ざいます。執行がゼロになっております。
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その理由と制度の内容についてお聞かせ

いただきたいなと思います。 

 中小企業金融対策事業の関連質問でご

ざいます。 

 続きまして、中小企業育成事業の商工業

経営指導委託料についてでございます。相

談内容など理解いたしました。補助金が採

択されるという成功事例もあるというこ

とでございます。引き続き、中小企業の経

営支援として積極的に取り組んでいただ

きますようにお願いいたします。この質問

も以上です。 

 続きまして、創業支援事業についてでご

ざいます、ご答弁から、創業相談が少ない

理由についてご説明があり、理解をいたし

ました。引き続き、こちらも創業セミナー、

また創業支援セミナーの拡充をお願いす

るとともに、摂津市商工会としっかりと連

携を取っていただいて、創業支援に取り組

んでいただきますよう要望して、この質問

も終わります。 

 続きまして、商品券発行事業についてで

ございます。商品券の利用状況についても

気になるところでございます。大型店と小

規模店との割合などお聞かせいただきた

いなと思います。 

 続きまして、消費生活相談ルーム事業に

ついてでございます。ご答弁から、自動通

話録音装置が多く利用されているという

ことが分かりました。特殊詐欺を未然に防

ぐという観点からも、この取り組みは非常

によいことだというふうに思っておりま

す。そこで、自動通話録音装置の利用普及

に当たって、どのような取り組みをされて

いるのかというのをお聞かせいただきた

いと思います。 

 続きまして、災害見舞金給付事業につい

てでございます。ご答弁から、対象要件に

ついては理解をいたしました。災害により

被害を受けた方へ見舞金を給付すること

で、金額はもちろんですけれども、心の支

えにもなっているというふうに私は思い

ます。今後も、この事業を継続していただ

きますようにお願いをして、この質問も終

わります。 

 次に、がん検診事業についてでございま

す。受診率向上に向けての取り組みについ

てご答弁をいただきました。健康マイレー

ジのインセンティブを設けたり、チラシの

配布など様々、受診率向上に向けた取り組

みを行っていただいてるとのことでござ

います。引き続き、よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、事務報告書を見ますと、要精検者

数が記載されております。この要精検者の

方へのアプローチの方法についてお聞か

せいただきたいなと思います。 

 続きまして、歯科健康診査事業について

でございます。歯科健診の周知の方法につ

いてご答弁をいただきました。理解いたし

ました。引き続き、こちらも取り組みを続

けていただきますようにお願いして、この

質問も終わります。 

 続きまして、マイナンバーカードについ

てでございます。ご答弁から、昨年の同時

期に比べて２倍と大幅に件数が増加した

とのことでございます。新型コロナウイル

ス感染症の中でしたので、なるべく人が集

まらないように対策を打つ必要があった

のではないかと思います。例えば、茨木市

が行っていたマイナンバーカードの窓口

予約制度、希望の時間を予約して、その時

間に市役所に行けば列に並ぶことなく手

続ができるという制度でございます。この

制度だと、市役所に来る人数を分散させる

ことができ、新型コロナウイルス感染症予
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防対策としても効果があったのではない

かと思うわけであります。本市は、この窓

口予約制度の導入は考えなかったのか、そ

の点についてご答弁いただきたいと思い

ます。 

 続きまして、葬儀会館空調設備等更新工

事についてでございます。工事期間が４７

日ありまして、４７日間休館していたとい

うことで、メモリアルホールが使えなかっ

たという状況でした。利用者への影響は少

なからずあったというふうに思います。休

館したことによる市内葬儀事業者への影

響をどう捉えているのか、また、市内葬儀

事業者への周知の方法についてもお聞か

せいただきたいなというふうに思います。 

 続きまして、住居確保給付金についてで

ございます。申請件数が増加しているとい

うことがご答弁により分かりました。ご答

弁の中にありました、今年の４月に給付条

件の緩和があったということでございま

すが、その内容についてお聞かせいただき

たいなというふうに思います。 

 続きまして、敬老事業の敬老金にござい

ます。ご答弁から、支給方法についても理

解いたしました。現金で渡してるというこ

とですので、今年度、コロナ禍の中ですの

で、支給方法等も今後検討していくことが

課題かなというふうに思ってます。また、

ご答弁の中から分かりましたとおり、敬老

金は７７歳が１，０００人を超えてるとい

うことでございました。今後も高齢者がふ

えますので、決算額もふえていくというふ

うに想定されます。摂津市として、人生１

００年時代を迎え、高齢者の安全・安心の

取り組み、健康寿命の延伸、介護予防の取

り組みを強化する必要があると感じてお

ります。日頃から今後の高齢者施設がどう

あるべきか検討しているというふうに担

当課では思いますけれども、全体を検討す

る際は、この敬老金の対象者をどうするか

など含めて検討をしていただきたいと思

います。要望して、この質問を終わります。 

 続きまして、ひとり暮らし高齢者等安全

対策事業の独居老人愛の一声訪問事業委

託料についてでございます。ひとり暮らし

高齢者の安全対策として、いい事業という

ふうに思っております。今後も継続してい

ただきますようにお願いを申し上げ、この

質問も終わります。 

 続きまして、障害者職業能力開発センタ

ー等補助事業についてでございます。課題

等、先ほどご答弁いただきましたので理解

をいたしました。障害者の方が、就労を希

望される方が働けるような制度づくりを

ぜひ取り組んでいただきたいと思います。

こちらも要望にして、この質問も終わりま

す。 

 続きまして、環境政策課でございます。

大気水質等調査事業の測定委託料につい

て、市民から要望がありましたＰＦＯＡの

水質検査の箇所の拡大・追加に向けて、今、

大阪府と協議中ということでご答弁いた

だきました。ぜひとも、安全・安心の観点

からしっかりと担当課として取り組んで

いただきますようによろしくお願いいた

します。この質問も終わります。 

 次に、環境美化事業についてでございま

す。現在の美化ボランティアの人数、推移

についてご答弁いただきました。１０月末

現在で１，５９４人の方が登録されている

とのことでございます。こちらも、環境美

化の観点からしっかりと担当課として取

り組んでいただきますようにお願いを申

し上げ、この質問も終わります。 

 次に、環境業務課でございます。エコア

クション申請状況についてご答弁いただ
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きました。平成２９年度からは実績がない

ということです。担当課として、エコアク

ション取得助成事業について、どのような

取り組みをしているのかというふうなこ

とをお聞きしたいので、３回目よろしくお

願いします。 

 次に、環境センターでございます。倒木

売却収入の件です。ご答弁から、倒木を売

却することにより処分費が削減されたと

いうふうな認識でおります。３回目で、処

分費の削減額というのはどれぐらいであ

ったのかというのを教えていただきたい

なと思います。 

 以上で３回目を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 丹羽部参事 

○丹羽生活環境部参事 それでは、３回目

のご質問に答弁させていただきます。 

 質問番号１番でございます。 

 施設の使用に当たっての制限の内容に

ついて、ご説明させていただきます。 

 施設の使用に当たりましては、類似施設

である文化ホールや公民館の所管課とも

協議の上、６月１日の施設再開時には、ダ

ンスやコーラスなどの近接したり発声を

伴う使用種目に制限を設けるとともに、定

員の制限や代表者の方に誓約書を記入い

ただくなどの制限を設けておりました。そ

の後、６月２７日からは十分な距離を保つ

ことなどを前提に使用する場合には、使用

種目による制限は解除し、１１月１日から

は、ダンスやコーラスなどの一部の使用種

目を除いては、定員の制限を解除しており

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、質問

番号７番、文化スポーツ課に係ります摂津

ふれあいマラソン大会について、お答えい

たします。 

 大会を開催する上での工夫ですけれど

も、令和元年度のマラソン大会は、第４０

回の記念大会でした。ゲストランナーとし

てロンドンオリンピック出場の木崎良子

さんや芸人のスマイルさんにお越しいた

だきまして、記念大会を盛り上げていただ

きました。 

 マラソン大会は多くのボランティアで

成り立っている大会でもあり、このゲスト

ランナーは、それぞれ指定管理者の企業協

賛により実現できたものとなります。ほか

にランナー一人当たり１冊のノートや付

箋のプレゼント、ペットボトルやゼリーの

提供をいただくなど地域振興、社会貢献と

して多くの企業から協賛いただいており

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 副市長。 

○奥村副市長 それでは、総合体育館実現

の可能性について、私のほうから答弁させ

ていただきます。 

 前回の市長選の折に森山市長は、総合体

育館建設構想を表明いたしました。今まで

の間、具体的に進展はしておりませんが、

決して森山市長は、その夢を諦められたわ

けではございません。 

 先ほど答弁がありましたように、東京都

墨田区の総合体育館に担当部局が調査を

しております。それも諦めておらないとい

うあかしでもあろうかというふうに思っ

ております。墨田区総合体育館のように総

合体育館を核とした様々な施設の集積、こ

れはとても本市にとっては手が届きませ

んけれども、本市に見合った総合体育館、

これはやはり模索していく必要があろう

というふうに思っております。 

 いずれにいたしましても多額な経費が
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必要になります。そして、それ相応の用地

がなければ、これはかないません。その実

現にはハードルは高いことと思いますが、

鳥飼まちづくりグランドデザインの進展

によりまして、公共施設の再整備も再配置

も念頭にありますので、それら推移を見な

がら可能性はやはり絶えず探っていきた

いというふうに思っております。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります３回目のご質問３点につ

いてお答えさせていただきます。 

 質問番号１０番、災害復旧資金緊急融資、

利子補給についてでございますが、豪雨及

び地震等により被災した市内中小企業者

に、本市の中小企業融資資金に基づく資金

融資の特例を定めて、その融資に係る利子

に対する補給をするという事業でござい

ます。 

 被災事業者の復旧とか経営の安定を目

的とする事業でございますが、昨今の豪雨

とか地震等に対しましては、国のセーフテ

ィネット補助４号、自然災害に対する国の

融資制度でございますけれども、それが適

応されるということでございますので、市

の制度利用には至らず、申請等は、ござい

ませんので利子補給がない状況になって

おります。 

 引き続きまして、質問番号１３番、商品

券の利用状況について大型店と小規模店

でどれぐらいの利用かということでござ

いますが、大型店の今回換金のほうが１億

６，７３１万３，５００円で、小規模店舗

のほうが１，６９３万３，５００円という

ことでございますので、大型店の割合が９

０．８％、小規模店が９．２％という内訳

になっております。 

 引き続きまして、質問番号１４番、自動

通話録音装置の普及に関してどのような

取り組みをしているのかということでご

ざいますが、高齢者の方々が自動通話録音

装置の対象になっておりますので、日頃、

高齢者の方の支援をしておられる方々を

中心に啓発をさせていただいておりまし

て、一例ではございますけれども、地域ケ

ア会議など高齢者の方が支援するなどの

集まりで、消費相談ルームの職員が出前講

座などをさせていただくときに、自動通話

録音装置などの啓発もしっかりとさせて

いただきまして、申請につながっていると

考えております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１６番、

がん検診事業についてのご質問にお答え

いたします。 

 要精検者へのアプローチ方法について

でございますが、保健センターで実施する

がん検診の結果、精密検査が必要となった

場合は、保健センターが直接、結果・紹介

状一式を手渡し、精密検査の説明を行って

おります。また、医療機関で受診された場

合は、医療機関から検診結果の連絡と併せ

て精密検査の案内をしております。 

 精密検査の結果について、市は医療機関

からの結果送付により把握をしますが、結

果の連絡がないものについては、医療機関、

本人に連絡し、受診確認を行っております。 

 受診をしていない場合については、精密

検査を受ける必要性を説明して、受診を促

しております。 

○渡辺慎吾委員長 千葉課長。 

○千葉市民課長 続きまして、市民課の３

回目の質問にお答えします。 

 質問番号１８番、コロナ禍ということで

市民課のマイナンバーの窓口につきまし
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て、予約制について導入は考えなかったの

かということの質問にお答えします。 

 窓口予約制につきましては、検討はいた

しましたが、現在、窓口端末機３台で稼働

しており、予約制にした場合には、受付対

応件数が、１日当たり約７０人前後となり

ます。マイナンバーカード事業におきまし

ては、カード交付、更新、暗証番号再設定

等、カード関連手続きにおきまして常時約

９０名の方がご来庁されており、予約制を

導入した場合につきましては、対応件数に

限りがあるため、市民が希望される日程が

先延ばしになる等非効率な対応になるこ

とが想定されるということもありまして、

その点を考慮し、現在予約制を導入してお

りません。 

 続きまして、質問番号１９番、休館４７

日による市内事業者への影響と周知とい

うことですけども、毎年こちらにつきまし

ては、規格葬儀取扱事業者会議を開催して

おり、平成３１年２月１８日に今回の工事

の一報を案内いたしました。 

 ただ、予算審査に係る委員会の審査前で

ございますので、秋頃に空調整備更新工事

を実施予定であるとだけは説明させてい

ただきまして、詳細につきましては、説明

しておりません。 

 施工業者決定後、工程の協議を終えたタ

イミング、こちらにつきましては、市民の

方々と同じタイミングになりますけども、

８月９日に封書にて周知を行いました。 

 ４７日間休館したことによる影響につ

きましては、特にこちらとしては聞いてお

りません。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、香川委員

の３回目のご質問にご答弁させていただ

きます。 

 新型コロナウイルス感染拡大に伴う経

済状況の悪化を受けまして、国の生活困窮

者対策としまして離職や失業に至ってい

ない休業等に伴う収入減少となった方々、

そういった方も給付対象に含めるように

要件緩和されました。 

 また、１回目のご質問でご答弁させてい

ただいたんですが、ハローワークでの求職

活動の申込み、あるいは生活困窮者自立支

援相談支援機関での面接、これにつきまし

ても、当面の間、一定減免することができ

るという取り扱いが可能となりました。 

 こういった要件緩和が、結果として市民

の皆様が利用しやすい制度の一助となり、

その結果、申請件数の増大に結びついたも

のであると考えております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 エコアクション

２１認定取得助成事業の取り組みについ

てのご質問にお答えさせていただきます。 

 本市におきましては、これまで助成制度

につきましては、ホームページのほか市内

事業所向けのごみ減量リサイクルの手引

きにおいて制度や取得のメリット等の周

知を行ってきたところでございます。 

 近年、本市の事業系一般廃棄物につきま

しては、ちょっと重量が増加傾向にあるこ

とから、減量化の促進に向けた新たな取り

組みも検討していかなければいけないと

現在考えておるところでございます。 

○渡辺慎吾委員長 三浦環境センター長。 

○三浦環境センター長 それでは、環境セ

ンターに係ります３回目の質問にお答え

いたします。 

 処分費の削減額でございますが、太い幹

や枝、根など１７．８６トンを処分したの
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に対し、直径１０センチ以上、長さ１メー

トル以上の幹については２０．２２トンを

売却いたしました。もし売却分を廃棄物と

して処分していたなら、処分料は１トン当

たり１万２，９６０円となり、２６万２，

０５１円の処分費が必要となってまいり

ます。その結果、有価物として売却するの

と廃棄物として処分するのでは２９万４，

８０６円の差が出ることとなります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。

それでは、４回目行きます。 

 コミュニティプラザ使用料でございま

す。今月から一部の主要種目を除いてでは

ありますが、定員の制限も解除というふう

になりました。 

 先ほどのご答弁からもありました施設

を利用される方から誓約書を取っている

とのことでございます。誓約書を取る理由

について教えていただきたいなというふ

うに思います。それでまた、コミュニティ

プラザで行っている新型コロナウイルス

感染症対策、どのような対策を取っている

のかというのも併せてお聞かせください。 

 続きまして、摂津ふれあいマラソン大会

でございます。ご答弁から、マラソン大会

を盛り上げるために多くの努力をされて

いるということが分かりました。引き続き

知恵を出し合って、地域に密着した誰でも

気軽に参加できる大会を開催していただ

きますようにお願いして、この質問を終わ

ります。 

 続きまして、総合体育館でございます。

副市長のほうからご答弁いただきました。

総合体育館建設には、様々な課題があると

いうことでございます。今後、鳥飼まちづ

くりグランドデザインとの関連性も含め

て、引き続き調査研究を重ねていただきま

すようにお願いいたします。 

 この質問も以上です。 

 次に、中小企業金融対策事業についてで

ございます。ご答弁から、内容について理

解いたしました。引き続き中小企業の資金

繰りをサポートしていただきますように

お願いして、この質問も終わります。 

 続いて、商品券発行事業についてでござ

います。大型店の割合が９０．８％という

ことで、圧倒的に多いということが分かり

ました。小規模店での利用が少なかったと

いうことですが、これを補うためというわ

けではありませんが、セッピィスクラッチ

の事業もありますので、今回の商品券発行

事業の販売と利用実績もいいデータにな

るというふうに思っております。それらを

合わせて市内の消費喚起につなげていた

だければと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 この質問も以上です。 

 続きまして、消費生活相談ルーム事業に

ついてでございます。ご答弁から、出前講

座での啓発等を行っているということで

ございました。ぜひとも今後の利用普及に

関しても積極的に取り組んでいただきま

すようにお願いいたします。 

 この質問も以上です。 

 続きまして、がん検診事業についてでご

ざいます。ご答弁から、要精検者の方への

アプローチの方法について理解いたしま

した。引き続き、受診料向上の取り組みと

併せて継続していただければと思います。 

 この質問も以上です。 

 続いて、マイナンバーカードでございま

す。効率化を優先して、予約制度の導入は

見送ったとのことでございます。このこと

によりまして、市役所に市民が殺到したこ
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とは言うまでもありません。幸い市役所に

来て感染者が出たという話は聞いており

ませんし、裏を返せば感染症予防対策がし

っかりとできていたという見方もできま

す。 

 実際に、市民課の窓口業務における感染

予防対策はどのような対策を講じていた

のかというのをお聞かせいただきたいな

と思います。 

 続きまして、葬儀会館空調整備等更新工

事についてでございます。市内事業者への

影響については、理解いたしました。 

 この質問も以上です。 

 続きまして、住居確保給付金についてで

ございます。ご答弁から、給付条件の緩和

について理解いたしました。 

 今後、相談者もまだまだふえるというふ

うに想定されます。担当課におかれまして

は、相談者に対しての親切丁寧な対応をし

ていただきますようにお願いいたしまし

て、この質問も終わります。 

 続きまして、エコアクション２１でござ

います。担当課としての取り組みについて

ご答弁いただきました。理解いたしました。

引き続き先ほどのご答弁からも新たな取

り組みを検討してるということですので、

新たな取り組みと併せて引き続き取り組

みを続けていただきますようにお願いい

たします。 

 この質問も以上です。 

 最後に、環境センターの倒木売却収入に

ついてでございます。処分することなく、

売ることによって合計約２９万円ほどの

削減効果があったということで理解いた

しました。 

 こちらについても以上でございます。 

 以上、４回目終わります。 

○渡辺慎吾委員長 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 ４回目のご質問

にご答弁させていただきます。 

 質問番号１番でございます。施設を使用

される方から誓約書を頂く理由につきま

しては、施設を使用される方に、どのよう

なことに気をつけて使用、確認していただ

く目的に取っているものでございます。 

 施設側の配慮といたしましては、出入口

への消毒液の設置、大阪コロナ追跡システ

ムの掲示、貸室の清掃・換気、エレベータ

ー内の待機場所の目印設置など、新型コロ

ナウイルス感染症防止対策の観点から、

様々な対策を行っておるところでござい

ます。今後におきましても、感染状況を注

視しながら国や大阪府、各団体のガイドラ

イン等を参考に対応を検討してまいりた

いというふうに考えております。 

○渡辺慎吾委員長 千葉課長。 

○千葉市民課長 市民課の４回目の質問

についてご説明させていただきます。 

 市民課窓口業務における感染予防対策

について、ご説明させていただきます。 

 市民課窓口業務における３密対策とい

たしましては、まずは郵送でできることの

手続等をアナウンスいたしました。 

 マイナンバーカード交付等に関しまし

ては、市役所の端末機を使用して設定する

必要があるため、来庁していただく必要が

ございます。３密対策といたしましては、

職員はマスク着用の上、対応に当たること、

窓口には飛沫防止シートを張っておりま

す。待合の椅子につきましては、距離を空

けて座っていただく、注意喚起要請を椅子

に掲示しており、記載台には飛沫防止シー

トを張り、使用していただくボールペンに

つきましては、使用前と使用後と分別して、

使用後ボールペンは毎日消毒させていた

だいております。 
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 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございまし

た。 

 それでは、５回目行きます。 

 コミュニティプラザ使用料についてで

ございます。ご答弁から、様々な感染予防

対策を行っているということが分かりま

した。 

 コミュニティプラザは、数多くの市民や

団体の方が利用される施設でございます。

利用される方に感染者が出ることがない

よう引き続き対策を講じていただきます

ようにお願い申し上げ、この質問を終わり

ます。 

 次に、マイナンバーカードについてでご

ざいます。ご答弁から、様々な感染予防対

策を行っていただいているというふうに

理解いたしました。引き続きの感染予防対

策をこちらもお願いいたします。 

 話は少し変わるのですが、昨年末にマイ

ナンバーカードを紛失してしまうという

事案がございました。改めてこのマイナン

バーカードの紛失についての経緯をお聞

かせいただきたいなと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 副市長。 

○奥村副市長 そしたら、マイナンバーカ

ードの紛失について、改めておわび申し上

げたいと思います。 

 あってはならないことなんですが、その

マイナンバーカード紛失がどういうふう

な経路で、どういうふうに紛失したのか、

不明な点が多いんですが、それぞれその後

の、いわゆる管理をどうするのか。これは

しっかりと市民課を中心に話し合いをさ

せていただきました。 

 まず、マイナンバーカードの、いわゆる

保管なんですけれども、やはり特定の人し

か出入りできないところにまず保管をし

ております。それから、市民課全体がそれ

ぞれカードに接触するということではな

しに、やはり特定の人が接触するというこ

とで人数も限定して、そういうふうに対応

しているというふうに原課のほうから報

告を受けております。 

 いずれにいたしましてもマイナンバー

カードは非常にセンシティブな問題です

ので、個人情報の、いわゆる保護をしっか

り守らないかん。これはもう大原則でござ

います。いずれにいたしましても今後さよ

うのことのないように再発防止にはしっ

かりと努めていきたいと、こういうふうに

思っています。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。

副市長のほうから経過についてと、その後

の対応についてというふうにご答弁いた

だきました。理解いたしました。 

 マイナンバーカードは市民の方の大事

な個人情報が入っております。身分証とし

ても使えるわけでありますので、悪用され

ないとも限りません。幸いそういうような

話は聞いておりませんが、だからいいとい

う話ではございません。マイナンバーカー

ドを紛失するということは絶対にあって

はならないというふうに申しておきます。

今後のその後の対応ということで特定の

者しか触れないような対応をしていると

いうことですので、今後このようなことが

ないようにしっかりとした管理をしてい

ただきますようにお願い申し上げ、私の決

算審査に係る委員会の質問を終わります。 

 ありがとうございます。 

○渡辺慎吾委員長 委員長からもその点

は、くれぐれも管理のほどよろしくお願い
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したいと思います。 

 香川委員の質問は終わりました。 

 次に、光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、私のほうから

質問させてもらいます。 

 今回は、もう全て決算概要で質問させて

いただきますのでよろしくお願いします。

質問の順番も部署ごとにさせていただき

ますので、お願いします。 

 まず、自治振興課、二つございます。 

 質問１、決算概要は５４ページでござい

ます。自治活動推進事業におきまして、地

域活性化補助事業補助金ということで、予

算金額が９１２万円ということに対して、

残額として１４３万１，４３３円、これが

未執行となっております。この地域活性化

補助事業補助金の令和元年度の状況とそ

の残額が出ている理由について、１回目お

聞かせください。 

 質問２です。決算概要は５６ページ、市

民活動支援事業においてです。これは事務

報告書にも記載がございましたけれども、

この講座の回数は、前年の４回から１回に

減っておりまして、参加者も大幅に減って

いるように私は認識しました。令和元年度

の状況、また大幅に参加者が減っている理

由について、１回目のご答弁ください。 

 市民課に移ります。４件あります。 

 質問３です。決算概要６４ページ、個人

番号カード交付事業というところで、これ

は香川委員からも質問ありましたけれど

も、先ほど発行部数等々ありましたけど、

現在の交付率の話はなかったかと思いま

すので交付率、今まで府内での位置づけと

いうか順位をお教えていただいてたかと

思いますので、その辺り令和元年度末と現

在、お聞かせいただければと思います。 

 １回目お願いします。 

 質問番号４です。同じく市民課で、決算

概要９８ページ、斎場管理事業において修

繕料として３，００３万円計上されてます

けれども、それに対して６５万４，０００

円が残額発生しているというところで、こ

の修繕内容と改めて残額が発生した理由

についてお伺いします。 

 質問ナンバー５、決算概要９８ページ、

葬儀会館管理運営事業というところで、香

川委員のほうからもご質問がありました。

私のほうからは、その葬儀会館の空調整備

の更新工事において、先ほどご答弁ありま

したけど、ＬＥＤ照明に変更されてるかと

思いますので、ＬＥＤといいますと省エネ

効果ということが見込まれると思います

ので、特にランニングコストを、どの程度

効果があったのか、もし試算されてました

らご答弁お願いします。 

 次、文化スポーツ課、行きます。四つご

ざいます。 

 質問ナンバー６です。決算概要７０ペー

ジ、摂津ふれあいマラソン大会事業という

ことで、これも香川委員ら質問ありまして、

２４９名が令和元年度にふえたというこ

とで、非常によい取り組みだと思いますけ

ど、私のほうではちょっと耳の痛い話かも

しれませんけど、平成３０年、前回の決算

審査に係る委員会のときも突っ込ませて

いただきましたけど、小学生の２キロの部

で誘導ミスがあったかと認識しておりま

す。 

 昨年度の決算審査に係る委員会でも反

省すべき点とか、あるいは課題、振り返っ

て同じミスを起こさないように工夫する

とおっしゃっておりましたので、令和元年

度は、この辺りのことについて、例えば安

全かつスムーズに運営するためにどのよ

うな取り組みをされたのかということを
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お聞かせください。 

 質問番号７です。決算概要７０ページ、

体育施設維持管理事業におきまして、これ

も香川委員から質問がございました。青少

年運動広場改修工事についてなんですけ

れども、先ほどのご答弁で理解しましたが、

内容として管理棟とかバックネット棟、あ

るいは倉庫が建設されたり、あと駐車場が

拡大されたといういろんな改善点があっ

たかと思いますので、特に管理棟建設とか

駐車場が拡大されたことに対しての効果、

どのように受け止められているかという

のをお聞かせください。 

 質問番号８です。決算概要７２ページ、

温水プール管理事業においてです。これは

令和元年度から温水プールの指定管理者

が、シンコースポーツ・日本管財グループ

に代わってるかと認識しておりますので、

この変更に伴ったメリット、どのようなこ

とがあったのかということをお聞かせく

ださい。 

 文化スポーツ課ですけども、質問９番目、

決算概要７２ページ、体育施設管理事業、

これも令和元年度から体育施設の指定管

理者が、株式会社エスエスケイに代わって

いるかと認識しております。こちらについ

ても変更によるメリット、どのようなこと

を認識されているか聞かせてください。 

 続きまして、産業振興課に移ります。五

つございます。 

 質問番号１０、決算概要１０６ページ、

中小企業金融対策事業ということで、これ

も香川委員にご質問にあったかと思いま

す。これは決定に至らなかった点等々だっ

たと思いますが、もしかしたらごめんなさ

い、私、聞き漏らしてたかもしれませんけ

ど、私の視点は、資金融資、今回の申し込

みは３１件ということだったんですけど

も、年々減少傾向にあると私は見てまして、

その辺りの本市の見解、もし先ほどちょっ

とご答弁いただいてたら重複することに

なるかもしれませんけど、その辺りどう捉

えられているかという点についてお聞か

せください。 

 質問番号１１、決算概要１０６ページ、

中小企業育成事業というとこで、これも香

川委員からご質問ありましたけど、私のほ

うでは、企業展示ブースについてです。こ

れ借上料として１１万円計上されており

ますけど、令和元年度は初めてＭＯＢＩＯ

の常設展示場で商品の展示をされたかと

思いますので、その辺りの取り組み状況に

ついてお聞かせください。 

 質問番号１２、決算概要１０６ページ、

創業支援事業において、これも香川委員か

らあったかと思います。これもまたちょっ

と聞き漏らしてたら申し訳ございません

けども、この創設相談の概要が、相談件数

７件のうち創業件数ゼロであったという

ところで、私の視点は、前年は相談件数２

１件あったんです。それが減っているとい

う観点において、これどう分析されている

か。すみません、先ほどご答弁あったかも

しれませんけど、そういう観点でちょっと

ご答弁いただきたいと思います。 

 質問番号１３番、決算概要１０８ページ、

スクラッチカード発行事業においてです。

これ毎回聞かせてもらってますけれども、

改めて令和元年度の取り組み状況につい

てお聞かせください。 

 産業振興課、最後ですけども質問番号１

４、決算概要１０８ページ、地域就労支援

事業についてでございます。これは第４次

の摂津市総合計画基本計画、これをちょっ

と見させてもらってますけれども、これの

総括の２００ページに記載がありまして、



- 35 - 

 

令和元年度の決算でございますけども、平

成３０年度から庁内のワーキングを立ち

上げて、他市の取り組み事例等を研究して、

支援の在り方を検討してるということで

ありましたので、特に令和元年度というこ

とになると思いますけど、この取り組み内

容についてお聞かせください。 

 続きまして、保健福祉課、三つです。 

 質問番号１５、決算概要７２ページです。

社会福祉協議会補助事業というところで、

これも平成３０年度からＣＳＷ事業を社

会福祉協議会のほうに委託してるという

ふうに認識しておりますけども、これは人

員体制の強化とかとか、あるいは関係機関

との連携コーディネートの機能向上とい

うことと、理解してますけども、改めてこ

の活動内容についてお聞かせください。 

 質問番号１６、決算概要７２ページ、地

域福祉計画推進事業です。地域福祉計画策

定委託料ということで４７７万４，０００

円計上されてます。これは令和２年度の３

月、まだ元年の末です。第４期の地域福祉

計画が策定されたかと思いますので、その

見直し内容であったりとか、あと特色など

があれば、ちょっとご答弁いただきたいと

思います。 

 質問番号１７、保健福祉課の最後ですけ

ども、予算概要９４ページ、まちごとフィ

ットネスヘルシータウン事業でございま

す。これも事務報告書にも記載がありまし

たけれども、健康マイレージ、前年度の倍

ほどふえておりました。 

 目標に近い数字にはなりつつあるかと

思うんですけれども、特に見てると６０歳

から７９歳の間の方、いわゆる高齢者の方

が倍以上ふえているんだなというふうに

思いましたけども、改めて参加者増に向け

た取り組みについて、１回目のご答弁お願

いしたいと思います。 

 次、生活支援課、行きます。一つだけ用

意しております。 

 決算概要７４ページ、生活困窮者自立支

援事業において、事務報告書にも記載がご

ざいましたけれども、改めて令和元年度の

相談件数とか、どのような相談内容が多か

ったのか、あるいは傾向とか特徴的なこと

があれば、ご答弁ください。お願いいたし

ます。 

 続きまして、高齢介護課、行きます。三

つございます。 

 質問１９番目、決算概要７４ページ、せ

っつ高齢者かがやきプランの推進事業に

おいて、せっつ高齢者かがやきプラン策定

委託料として２５９万６，０００円執行さ

れておりますけれども、令和元年度は介護

予防日常生活圏域のニーズ調査等を実施

することになっていったかと思いますの

で、その内容についてお聞かせいただけれ

ばと思います。 

 質問番号２０、決算概要７６ページ、高

齢者日常生活支援サービス支援事業です。

これも毎回聞かせてもらってますけれど

も、高齢者移送サービスについて、事務報

告書にも記載ございましたけども、改めて

令和元年度の取り組み状況についてお聞

かせください。 

 高齢介護課、最後ですけども、質問２１

番目、決算概要７６ページのひとり暮らし

高齢者等安全対策事業です。緊急通報装置

について、これは一般質問でも取り上げら

れていましたけれども、改めて令和元年度

の利用状況についてお聞かせください。 

 続きまして、障害福祉課に移ります。二

つです。 

 質問番号２２、決算概要は８０ページ、

福祉タクシー事業についてです。これも毎
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回聞かせてもらってますけれども、今回５

０８万５，０００円予算計上されておりま

すけれども、年々執行率が落ちてるんじゃ

ないかなというふうに認識しております。

改めて令和元年度の事業内容についてお

聞かせください。 

 質問番号２３番目、決算概要８０ページ

です。身体障害者日常生活支援事業につき

まして、事務報告書にも記載ありましたけ

れども、この重度身体障害者等住宅改造費

用助成金、助成というところで支給が５件、

助成額が４４７万円となっていたと思い

ます。これ前年度より大幅にふえておりま

すので、令和元年度の状況についてお聞か

せください。 

 続きまして、環境政策課に移ります。三

つです。 

 質問２４番目、決算概要９４ページ、飼

犬等保護管理事業です。これも毎回聞かせ

てもらってますけども、狂犬病予防接種率

というところで行きますと、事務報告書に

も記載ありましたけれども、今回は注射済

みの件数は２，１６７件となってました。 

 改めて令和元年度の取り組みと狂犬病

予防注射の接種率についてお聞かせいた

だきたいと思います。 

 続きまして、質問２５番目、決算概要９

６ページ、環境測定・調査等事業において

です。これも前回も聞かせてもらってます

けど地盤沈下、１級水準測量委託料です。

これは１９８万円というところで予算計

上されてましたけども、改めて令和元年度

の状況、測定結果も配付されてたとは思い

ますけど、その辺りの考察についても併せ

てお聞かせください。 

 環境政策課、最後ですけど、質問番号２

６番、決算概要９６ページです。温暖化対

策事業です。ＬＥＤ照明事前調査委託料と

して３００万円計上されております。これ

は昨年の予算審査に係る委員会の際には、

公共施設のＬＥＤ化に向けた事前調査を

するというふうにご答弁してはったと思

うので、調査内容と、その結果についてお

聞かせください。 

 続きまして、環境業務課に移ります。三

つございます。 

 質問ナンバー２７、決算概要１００ペー

ジ、リサイクルプラザ整備事業においてで

す。機械器具費として１，８４８万円執行

されておりまして、これは設備トラブルの

多かったペットボトル圧縮梱包機を更新

と認識してます。これは平成３１年度の予

算では２，９７０万予算計上されてたんで

すけれども、実施内容と差額がこんだけ生

じている理由についても、併せてお聞かせ

いただければと思います。 

 質問番号２８番目、決算概要１００ペー

ジ、ごみ収集処理事業です。災害ごみの対

応についてお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 昨年のこれも予算審査に係る委員会の

際に、災害ごみについてはケースを想定し

て、起こってからやるんではなくて、直営

で処理するのか委託でやるのかというと

ころで、役割をある程度決めておく必要が

あるんじゃないかというふうに申し上げ

たと思いますので、令和元年度について、

その検討がどこまで進んでいるのかとい

う視点でお聞かせください。 

 質問番号２９番目、決算概要は同じく１

００ページ、廃棄物広域処理推進事業にお

いてです。令和元年度、新規として予算計

上されておりまして、これは廃棄物を茨木

市に搬入するための橋、橋梁と橋等及び専

用道路の整備というふうに私は理解して

おりますけれども、改めて令和元年度の取
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り組み内容、お聞かせください。 

 環境センターに移ります。一つです。こ

れ最後の質問になります。 

 質問ナンバー３０、決算概要１０２ペー

ジ、ごみ処理施設維持管理事業です。修繕

料として１億６，８００万円以上の執行が

確認されておりますけれども、これ昨年の

予算審査に係る委員会でも内容をお聞き

したかと思いますけど、実績というところ

で、令和元年度の実施内容についてお聞か

せください。 

 １回目、以上でございます。よろしくお

願いします。 

○渡辺慎吾委員長 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、１回目

のご質問について、ご答弁させていただき

ます。 

 質問番号は１番でございます。決算概要

５４ページ、自治活動推進事業、地域活性

化補助金の補助内容についてお答えさせ

ていただきます。 

 地域活性化補助事業補助金につきまし

ては、連合自治会が地域の発展と活性化を

図るために自ら企画し、実行する事業に対

して一定額を補助していくことを目的と

した補助金でございます。 

 予算の内訳としましては、９小学校区を

一つの単位といたしまして、１連合自治会

につき３５万円、及び校区の世帯数に１２

０円を乗じた額を限度額とさせていただ

いております。令和元年度におきましては、

１２校区の計３１の事業に対し補助金を

交付しており、令和元年度の決算額は７６

８万８，５６７円となっております。 

 活性化事業の内容につきましては、地域

の美化活動、防犯、防災活動、地域のまつ

りなどが主なものとなってございます。 

 前年度に比べまして、補助金の額が少な

くなってございますが、これにつきまして

は、ご申請いただいておりました味舌小学

校区での、本年１月２２日に予定されてお

りました第１６回味舌楽市につきまして

は、新型コロナウイルス感染症防止のため

に中止になった事業がございます。 

 加えまして、味舌東小学校区につきまし

ても、１０月２７日に予定されておりまし

た運動会のほうが、台風１９号の影響によ

り中止されたため、前年度より執行のほう

が少なくなったというふうに分析してお

ります。 

 続きまして、質問番号２番でございます。

決算概要５６ページ、市民活動支援事業に

関連して、講座の開催事業数減の理由につ

いてご説明させていただきます。 

 令和元年度の講座につきましては、従来

は講座形式、ワークショップ形式の講座を

開催しておりましたが、市民活動の方々か

らの市内での活動をされている団体を知

りたいというお声をいただき、講座に代わ

り新たに市民活動団体交流会を６回開催

させていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 千葉課長。 

○千葉市民課長 それでは市民課に関わ

ります三つの質問にお答えさせていただ

きます。 

 まず、質問番号３番、個人番号カードの

現在の交付率及び令和元年度の３月末の

交付率ということでお答えします。 

 まず、現在、令和２年１０月末におきま

しては、交付率２９．４％です。 

 続きまして、令和元年度３月末につきま

しては、２３．４９％の交付率でございま

した。 

 以上でございます。 

 続きまして、質問番号４番、決算概要９
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８ページの斎場管理事業の火葬炉の修繕

料２３７万６，０００円で、残額が６５万

４，０００円あることの理由ということを

お答えさせていただきます。 

 まず、修繕内容ですけども、１号炉から

３号炉の上部耐火材の積み替え及び１号

炉、２号炉の土台の台車の傷みが激しい部

分を修繕を行いました。こちらにつきまし

ては、保守点検の結果に基づいて修繕を行

っておりまして、また、日々のメンテナン

スですとか軽微なものについては、斎場職

員が実施しているということもありまし

て、残額が出たものと推測されます。 

 続きましては、質問番号５番の葬儀会館

の空調のＬＥＤ照明についての効果とい

うことでお答えいたします。 

 まず、工事実施前の令和元年度８月につ

きましては、葬儀１５件、電気使用量につ

きましては３万５，１８０キロワットアワ

ー、電気料金につきましては７９万５，６

０５円。こちらが、次に空調工事実施後で

すけども、令和２年８月、同じく８月につ

きましては、葬儀１７件、電気使用量２万

５，７２１キロワットアワー、電気料金に

つきましては５８万９，２２７円となりま

して、葬儀件数は２件多いにかかわらず、

約２７％の電気使用量削減と約２６％の

電気料金の削減となりました。 

 以上でございます。 

 すみません、先ほどの質問番号３番のマ

イナンバーの府内の順位でございますけ

ども、１０月末現在におきまして、現在３

位となっております。 

 以上でございます。申し訳ございません。 

○渡辺慎吾委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります４点のご質問にお

答えいたします。 

 まず、質問番号６番、摂津ふれあいマラ

ソン大会事業です。平成３０年度は、残念

ながら誘導ミスが発生しました。熱心にご

協力いただいておりますボランティアの

方と我々との連携不足が招いたことが要

因でございます。 

 令和元年度に関しましては、平成３０年

度の反省点、リスクの洗い出しを行いまし

て、ミスが起こった箇所に市の職員を配置

することで、より責任を持って対応いたし

ました。 

 また、実行委員会やボランティアの方と

の連携を密にして、各持ち場の担当者によ

る朝礼を実施し、情報が確実に伝達される

ようにしたり、ボランティアの方との連携

におきまして、先導の自転車の方に事前に

コースを試行いただいて、折り返し地点の

確認をいただいたり、その折り返し地点の

職員に大きく目立つ看板を掲示させたり、

コース監査員に対する説明をより丁寧に

行うように心がけまして、連携に漏れがな

いように注意いたしました。 

 質問番号７番、体育施設維持管理事業で

ございます。青少年運動広場の管理棟の建

設による効果についてですけれども、これ

まで散見していた倉庫を集約化すること

によりまして、デッドスペースとなってい

た場所を有効活用できるようになりまし

た。 

 また、屋外施設の予約につきまして、こ

れまで味生体育館で実施してきましたけ

れども、青少年運動広場における受付を想

定した事務所を整備したことによりまし

て、実際に１０月からより交通の利便性の

高い青少年運動広場において屋外施設の

受付を開始しております。 

 あと、駐車場拡大による効果ですけれど

も、新型コロナウイルスの関係で大会は減
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っていますけれども、参加人数の多いイベ

ントにおいても利用者の路上駐車はなく

なっておりまして、近隣から利用者の駐車

に起因する苦情というのはない状況でご

ざいます。 

 続きまして、質問番号８番、温水プール

管理事業でございます。温水プールの指定

管理者が代わったことによるメリットで

すけれども、まず、アテネオリンピック銅

メダリストの中西悠子さんにお越しいた

だきまして、フォームのチェックであった

りとか泳ぎ方のレッスンをしてただくよ

うな事業を実施して、小学生３９名が参加

しました。すぐ定員いっぱいとなりまして、

好評でございました。 

 また、万が一、溺れたときの対応として

の着衣水泳を教えたり、幼稚園に水泳指導

を行う教諭に対する水泳、あるいは安全へ

の指導を行ったり、ほかにも今年の８月は

夏休みということで、営業時間を１時間延

ばすなど、サービスの拡充もしております。 

 さらに、施設維持管理関係でいきますと、

エコの観点や機能性の向上からＬＥＤ照

明に替えたり、節水シャワーに替えたりす

るなど、自主的に設備改修を行ってます。 

 質問番号９番、体育施設の指定管理者が

代わったことによるメリットということ

ですけれども、まず、元プロ野球選手であ

ります元阪神の桜井選手及び元オリック

スの赤川選手にお越しいただいて、バッテ

ィング練習や走り方の練習を教えてもら

うなど、ゲストを呼んだ野球教室の開催を

行ってもらいまして、約８０人の子どもが

参加しております。子どもたちがアスリー

トと直接触れ合う貴重な機会をとなりま

した。 

 ほかにはテニス教室とかダンス教室を

開催するなどスポーツ人口の裾野を広げ

る活動をしていただいています。 

 施設維持管理関係におきましても、スポ

ーツメーカーの目線で修繕必要箇所を適

切に報告いただくことにより、施設の利便

性の向上に努めていただいております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります５点のご質問についてお

答えさせていただきます。 

 質問番号１０番、決算概要１６０ページ、

中小企業金融対策事業の減少している理

由をどのように分析しているのかという

ことでございますが、基本的に景気が影響

しているのではないかと思っております。 

 資金融資の理由に関しましては、運転資

金と設備資金という２種類がございまし

て、運転資金の割合、件数は平成２８年度、

上限を１，０００万円にしたことで増加し

ておる状況ではございますが、そのときに

も設備資金の件数も増加しております。そ

の比率を言いますと、平成２８年でしたら

全体で５３件の決定をさせてただいてお

るんですけれども、そのうち運転資金が３

８件、設備資金が非常に多くて１５件とい

う状況で、やはり上限を上げたことで設備

資金の件数がふえております。 

 年度によりますと、平成２９年度は３６

件、平成３０年度は３７件決定しておりま

すが、平成３０年度でしたら９件の設備資

金がその内訳ございまして、それで件数が

ふえていると考えております。例えば令和

元年度でしたら減って、件数的には３０件

ということで減っているんですけれど、減

ってる大きな理由は、設備資金が３件とい

う内訳になっておりまして、運転資金的に

はそれほど、平成３０年度と令和元年度を

比較しても１件しか変わってないと。２８
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件と２７件という状況になっております

ので、一定設備を景気がいいということで

されてるところで変わってきていたので

はないかと考えております。 

 ただ、令和元年度が３月の時点で、ちょ

っと新型コロナウイルス感染症の状況で

セーフティネットが利用できるというよ

うに、様変わりいたしまして、一定運転資

金の方が、そちらのほうに流れていってる

のではないのかなと分析しておる状況で

す。 

 続きまして、質問番号１２番、決算概要

１０６ページの中小企業育成費、企画展示

のブースの借り上げでどのような取り組

みであったのかということでございます

が、今回、通称ＭＯＢＩＯ、いわゆる、も

のづくりビジネスセンター大阪での展示

会について、東大阪市にある府の施設で大

体２００ブースぐらいあるうちの、企画展

示ということで１０ブースを令和元年の

１０月３日から２８日まで一月間、借り上

げまして、摂津の元気なものづくり企画展

ということをさせていただきました。 

 市内事業者６社と摂津優品（せっつすぐ

れもん）の商品１１商品のうち、展示しや

すいものを展示させていただいて、後はパ

ネルなんかも、展示してＰＲをしておりま

す。 

 特に初日に関しましては、出展企業によ

るプレゼンテーションなんかの発表もさ

せていただいて、やはりＭＯＢＩＯ、府の

施設を利用することで、こういう企画展が

あるよという案内を関係事業者等発信し

ていただきましたので、興味のある企業の

方が、このプレゼンのときに来ていただい

て、非常に興味深くお聞きできるような内

容をしていただいてたのかなと思ってお

ります。その後は、ＭＯＢＩＯ内で交流会

もさせていただいて、４０名ほどの参加で

親睦というか、次につながることができた

のではないのかなと考えております。 

 次に、質問番号１２番、創業支援の相談

です。今年度７件で、創業はゼロ件と。去

年なんかは２１件でというお話かと思う

んですけれども、やはり香川委員からのご

質問の中でもお答えさせていただきまし

たけど、創業セミナーの参加者が、令和元

年度は半分以下になったということが、大

きい影響ではないのかなと思っておりま

す。 

 創業された方がおられなかったかとい

うわけではなくて、別に市の創業の補助金

なんかも出してるんですけど、そちらのほ

うは例年というか４件出させていただい

ておりますので、なかなかやはり研修にし

っかりとつなげていかないと相談なり把

握というのが難しいのかなと考えており

ます。特に創業のセミナーにつなげていく

工夫をしていくべきかなと考えておりま

す。 

 続きまして、質問番号１３番、決算概要

１０８ページのスクラッチカード発行事

業での元年度の取り組み・工夫に関してな

んですけれども、令和元年度に関しまして

は、プレミアム付商品券の事業を１０月１

日から実施している関係もございまして、

小規模事業者向けにセッピィスクラッチ

カードを７月２０日から８月３１日で、前

倒しで商品券より前にさせていただくと

いうことで消費活動や活性化を狙いに実

施しております。 

 令和元年度から、今までは３００円券だ

けだったんですけども、１，０００円券を

作るということで、今まで以上にわくわく

感を持って取り組んでいただけるのでは

ないかと工夫をさせていただいて、実施さ
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せていただいてきました。 

 次に、質問番号１４番、決算概要１０８

ページの中で、地域就労支援事業の総括の

中でのワーキングの取り組みに関してで

ございますが、地域就労支援事業は、就労

困難者の支援ということでございまして、

対象の方は、障害のある方や独り親家庭の

母親の方、中高年齢層なんかで働く意欲と

か希望ある方をターゲットにして、就労阻

害要因なんかも考えて、支援させていただ

く制度でございまして、産業振興課でした

ら就職のフェアとか講座をさせていただ

いたりと、各課によって取り組みをさせて

いただけておるんですけれども。やはり対

象者は同じです。各課の取り組みというこ

とで、少し差があるのではないかというこ

とで、庁内のネットワークのワーキング会

議を立ち上げさせていただいて、他市、近

隣市に先進視察という形で行かせていた

だきました。６月と８月に行かせていただ

きまして、どのような形でワンストップな

んかの取り組みなんかができてるのかど

うかと、視察させていただいた状況でござ

います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１５番、

コミュニティソーシャルワーカーについ

てのご質問にお答えいたします。 

 コミュニティソーシャルワーカーは、平

成３０年度に市から社会福祉協議会に移

管し、現在３名が配置されております。地

域での課題や市民の困り事をくみ上げ、適

切に関係機関につなぐことや、市民のネッ

トワークづくりを行って、地域福祉活動を

活性化させる役割を担っております。 

 日頃の活動内容としましては、地域福祉

活動拠点での福祉なんでも相談の相談員

として活動しているほか、地区民生児童委

員の会議や校区等福祉委員会のサロン活

動に参加して、その場で直接相談を受けた

り、福祉サービス等の情報提供を行ったり

しております。 

 また、令和元年度は、市民や関係機関の

職員などを対象にひきこもりに関する講

座も開催いたしました。そこから相談につ

ながったケースもあると聞いております。 

 質問番号１６番、地域福祉計画について

のご質問にお答えいたします。 

 第４期の地域福祉計画の見直し内容や

特色ということでございますが、平成３０

年４月施行の改正社会福祉法に基づき、地

域福祉計画を高齢者・障害者・児童の福祉

など各分野別の計画の上位計画として位

置づけ、地域福祉の視点から共通する理念

や方向性を記載しております。また、計画

期間を同じくして、社会福祉協議会が策定

しました地域福祉活動計画を第４期地域

福祉計画のアクションプランとして位置

づけ、市と連携・協働を図りながら、令和

２年度から７年度までの６年間で各種事

業を進めていくこととしております。 

 質問番号１７番、まちごとフィットネス

ヘルシータウン事業についてのご質問に

お答えいたします。 

 健幸マイレージ事業の参加者をふやす

ために行った工夫についてでございます

が、事業開始時は参加申込を委託事業者に

直接行っていただき、事業者から活動量計

を発送しておりましたが、平成３０年度末

から市役所の窓口で直接申込みをいただ

き、すぐに活動量計をお渡しする形に変更

し利便性を高めました。また、昨年度から

は破損等による活動量計の再販売価格を

値下げするなど工夫をしております。 

 参加者をふやすための周知活動としま
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しては、広報誌等での周知に加え、紹介キ

ャンペーン、データ送信キャンペーンの実

施や事業説明会、市民健康まつり、まるご

とマーケットなど多数のイベント等にお

いて積極的に周知いたしました。また、参

加者がふえたことによって、口コミの力で

広がったというところも大きいと感じて

おります。さらに、庁内連携により他課で

行う事業、例えば市民ハイキングや健康づ

くりグループ交流会などの参加者にもマ

イレージポイントを付与する機会をつく

ることで相乗効果を図っております。 

○渡辺慎吾委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 質問番号１８番、決

算概要７４ページ、生活困窮者自立支援事

業に係ります相談件数と相談内容の特徴

や傾向についてのご質問にご答弁申し上

げます。 

 まず、新規相談件数ですが、平成３０年

度は１６４件、令和元年度は１６６件と、

ほぼ横ばいで推移している状況でござい

ます。 

 次に、相談状況についてでございますが、

まず相談経路といたしましては、ご本人あ

るいはご家族、知人の方が来所される、あ

るいは電話による相談、これが７０件と全

体の４２％を占めております。また、庁内

関係部署からの連絡によるものが４９件

と約３０％を占めているところでござい

ます。 

 また、相談内容といたしましては、生活

費の捻出ですとか、家賃・ローンの支払い

が困難であるというような経済的な問題、

あと病気や障害などの健康に関する問題、

それと就職ですとか仕事探しに関する問

題、これらが多い現状でございまして、傾

向といたしましては、今、申し上げた一つ

の問題だけではなく複数の問題が重なり

合った複合的困難事例と申しますか、そう

いった事例がふえてきているというのが

特徴でございます。加えまして、いわゆる

大人のひきこもりに関する相談も増加傾

向でございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 続きまして、高齢介

護課は３点ございます。 

 質問番号１９番、せっつ高齢者かがやき

プラン推進事業、かがやきプラン策定委託

料に関しまして、令和元年度で行いました

ニーズ調査の内容でございます。 

 このプランは、老人福祉法及び介護保険

法に基づきまして、３年ごとに策定をして

おります。 

 この調査は、令和３年度から令和５年度

までの８期計画を策定するに当たりまし

て、高齢者の高齢福祉サービスや介護保険

サービスの利用状況など高齢者のニーズ

等を把握するための調査でございます。調

査結果を取りまとめいたしましたので、現

在この資料を活用しながら第８期計画に

反映してまいります。 

 次に、質問番号２０番、高齢者日常生活

支援事業、高齢者移送サービス委託料の令

和元年度の取り組み状況でございます。 

 令和元年度の登録者数は５０５人、延べ

利用回数は１，３１６回、予約不可は１３

４件でございました。平成３０年度と比べ

ますと、登録者数は７人の増加、延べ利用

回数と予約不可は新型コロナウイルス感

染症の影響により通院を控えた利用者が

いたことなどから、延べ利用回数は４８回、

予約不可は２１件の減少となっておりま

す。しかし、稼働率は、令和元年度、平成

３０年度も９３％と高くなっております。 

 続きまして、質問番号２１番、ひとり暮
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らし高齢者等安全対策事業、緊急通報装置

の令和元年度の利用状況でございます。 

 令和元年度は、年度当初が１１３人で、

年度内に開始をした人は３１人、施設入所

や死亡等で廃止した人は３３人となって

おりまして、令和元年度末現在では１１１

人と減少傾向でございます。また、緊急対

応につきましては、令和元年度では通報が

２６５件、うち出動員対応は６９件、救急

搬送は２７人でございました。平成３０年

度と比較しますと、通報が６８件の減少、

出勤員対応は２１件の減少、救急搬送は１

件の増加でございました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 障害福祉課に係る

２点のご質問にお答えいたします。 

 まず、質問番号２２、福祉タクシー事業

の助成状況でございますが、令和元年度は、

２４枚つづりのタクシー利用券８８４部

を交付し、実際にご利用いただいた枚数は

６，６１３枚、助成額は４４４万３，８５

０円でございます。委員のご指摘のとおり、

発行部数が年々２０部から３０部ずつ増

加している一方、利用件数と助成額はここ

２年減少している状況でございます。 

 続きまして、質問番号２３、日常生活支

援事業のうち重度身体障害者等住宅改造

助成費の状況でございます。 

 重度身体障害者等住宅改造費用助成に

つきましては、重度の身体及び知的障害者

が居住する住宅のバリアフリー化などの

改造工事に対し、１００万円を限度に費用

助成を行うものでございますが、申請１件

当たりの単価が高いため毎年執行額にば

らつきが生じております。 

 令和元年度につきましては、浴室と脱衣

所との段差解消や浴槽の取りかえなど、浴

室関連の工事が３件、そのほか玄関の手す

りの取り付け、スロープ工事など、ここ数

年で最も多い５件の工事に助成いたしま

した。なお、今年度も既に５件の申請をい

ただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 環境政策課に係り

ます３点についてご答弁申し上げます。 

 質問番号２４番でございます。狂犬病の

関係でございます。 

 注射頭数につきましては、委員からもご

ざいましたように２，１６７頭でございま

す。注射率は６５．４％、昨年は６３．３％

でございましたので、２．１ポイント増加

している状況でございます。 

 取り組みの状況でございます。数年にわ

たってご説明をさせていただきます。 

 平成２９年度以前につきましては、飼い

主の方に対して、集合注射のご案内を３月

の下旬に発送しておりました。また、未接

種の犬の飼い主の方に対して、８月に再接

種の勧奨をいたしております。所有者不明

犬の調査を３月と８月に実施をしており

ます。平成３０年度はこの３点に加えまし

て、４点目といたしまして広報誌への掲載

を１月に実施いたしました。５点目といた

しまして、年齢が２０歳を超えている犬に

対して生存の調査を実施いたしました。平

成３１年度、令和元年度でございますけれ

ども、先ほど申しました５点に加えまして、

６点目といたしまして、啓発の封筒に啓発

の用語を記載いたしております。また、自

治会の回覧を１０月と３月の年２回実施

しているというような状況でございます。 

 今年度、令和２年度はコロナ禍の中で実

施はできませんでしたが、集合注射の日数

を１日ふやすという予定をいたしていた
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ところでございます。来年度につきまして

も、接種率の向上に向けて取り組んでまい

りたいと考えております。 

 ２５番の地盤沈下１級水準測量委託料

の件でございます。 

 平成２９年度から、市内８か所の水準点

を観測しているというような状況でござ

います。令和元年度、平成３０年度の比較

でまいりますと、住所でまいります、鳥飼

新町１丁目付近で－６．８ミリでございま

す。鳥飼本町５丁目付近で－７．８ミリ、

新在家１丁目付近で－６ミリ、安威川南町

付近で－３．３ミリというふうになってお

ります。環境省が注意を要すると判断する

基準につきましては１年で２０ミリとい

うような数値が出ております。現在はそう

いう状況ではないということでございま

す。 

 続きまして、ＬＥＤ照明事前調査委託料

というご質問でございます。２６番目でご

ざいます。 

 決算におきまして調査させていただき

ましたのは、市内の学校１５か所のＬＥＤ

方式の改修について、一括購入方式、リー

ス方式等々四つの方式について検討させ

ていただいたということでございます。 

 検討の中身でございますけれども、事業

の難易度でございますとか、改修までの期

間、それと費用面でございます。補助金の

有無等々を勘案いたしまして、判断といた

しまして一括購入方式が望ましいのでは

ないかという判断をし、教育委員会関係部

局と財政関係部局にその内容を伝えてい

るというような状況でございます。よろし

くお願いします。 

○渡辺慎吾委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、環境業

務課に係ります３点のご質問にお答えさ

せていただきます。 

 まず、質問番号２７番、リサイクルプラ

ザ整備事業の機械器具費の内容でござい

ます。 

 機械器具費の内容でございますが、委員

がおっしゃいましたとおり、再生資源とし

て収集しておりますペットボトルの資源

化を行う事業者に引き渡す際に必要とな

ります圧縮梱包機の機械器具費用でござ

います。これまで使用しておりました機器

の老朽化に伴い、新規購入、更新を行った

ものでございます。また、予算の計上に当

たりましては、参考見積りを基に計上を行

ったところでございますが、更新に当たり

ましてはプロポーザル方式による選定を

行いまして、本市が定めた仕様に基づく機

器の費用のほか、保守や故障時の対応など

のご提案をいただき、当該金額で契約に至

ったものでございます。 

 続きまして、質問番号２８番、ごみ収集

処理事業の中の災害時のごみ処理に関し

てのご質問でございます。 

 近年、各地において発生した水害等にお

きまして大量発生する廃棄物処理は復旧・

復興に向けた大きな課題と考えておりま

す。そのような中、災害廃棄物処理計画の

策定も進めていかないと考えております

が、まずは環境業務課、環境センターで既

に作成しておりました災害発生時初期対

応フローについて、大阪北部地震や台風２

１号の経験、また国が策定しました災害時

の一般廃棄物処理に関する初動対応の手

引き、こういったものを参考に職員の行動

や関係業者との連携、こういった内容の充

実化・具体化に取り組んできたところでご

ざいます。 

 続きまして、質問番号２９番、廃棄物広

域化処理推進事業についてでございます。 
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 令和元年度の取り組みでございますが、

令和５年度の茨木市とのごみ処理の広域

化に向けた、事業でございます。令和元年

度は、茨木市及び摂津市における循環型社

会の形成に係る連携協約の締結をさせて

いただくとともに、本市リサイクルプラザ

側から茨木市環境衛生センターに通じる

収集車両搬入のための橋梁等の基本設計

を行ったところでございます。基本設計に

おきましては、茨木市や水路を管理してお

ります神安土地改良区とも協議する中で、

経済性を考慮し、できるだけ橋長が短くな

るよう設計場所の選定等を行ったところ

でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 三浦環境センター長。 

○三浦環境センター長 それでは、環境セ

ンターに係りますご質問にお答えいたし

ます。 

 質問番号３０番、ごみ処理施設維持管理

事業の修繕料の実績についてでございま

す。 

 令和元年度における環境センターの修

繕のうち、３号炉の定期点検整備が５，０

６０万円、４号炉及び３号炉・４号炉共通

設備の定期点検整備が８，６９０万円で、

定期点検整備だけで修繕料の８１．７％を

占めております。そのほかの主な修繕とい

たしましては、３号炉煙突ほか共通設備の

補修に１，１９９万６，６４０円、クレー

ン関係の修理に６９２万１，７２０円、灰

出しコンベアの修理に３７６万６，７１６

円などとなっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ご答弁ありがとうござ

いました。 

 それでは、２回目の質問に移らせていた

だきます。 

 まず、質問一つ目です。決算概要５４ペ

ージの地域活動支援推進事業ですね。地域

活性化補助事業補助金についての状況、ま

たその未執行の理由についてお聞かせい

ただきまして理解しました。この地域活性

化補助事業の補助金というのは各校区で

自治会が運営されているというふうに理

解していますけれども、よく出る話ですけ

れども、自治会加入率の低下が懸念される

この頃でございますので、この際令和元年

度と現在の自治会の加入率がどのように

なっているのかというのをお聞かせくだ

さい。 

 質問２番目です。決算概要５６ページ、

市民活動支援事業というところで、講座回

数、参加者が減っている理由をお聞かせい

ただきました。市民活動団体からの要望も

あって交流会を６回開催して、そちらのほ

うにシフトされたというご答弁だったと

思いますけれども、まず、ここで参加者の

反応とか、あるいはそこにシフトしたこと

の事業効果がもし認識されてましたらお

聞かせください。 

 質問番号３番です。個人番号カード交付

事業というところで、普及率と後で補足で

府内での位置づけというのを聞かせてい

ただきまして、前まで２位だったと思うん

ですけれども、まあまあ上位に位置づけさ

れているんだなというふうに理解してい

るところでございます。引き続き、普及促

進あるいは市民に喜ばれる市民サービス

の取り組みに取り組んでいただければな

というふうに思います。 

 ここで、一つ視点を変えてちょっと突っ

込んだ質問させていただきたいんですけ

ど、先ほど香川委員からもありました、マ

イナンバーカード紛失についてありまし
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た。私もちょっと確認させていただきたい

なというふうに思っていますので、答えれ

る範囲でお答えいただければと思います。

３人当該者がいはったと思うんですけれ

ども、改めてこの方々にいつ連絡して、ど

のような対応をされたのかというのを改

めてお聞かせいただきたいなというふう

に思いますので、よろしくお願いします。 

 続きまして、質問４番目、決算概要９８

ページ、斎場管理事業についてです。修繕

内容と残額発生の理由についてお聞かせ

いただきました。いわゆる保守点検によっ

てやって残額が発生したということなん

ですけれども、この火葬炉に関係すること

ですよね。そういった意味からすると、こ

れは継続してやることですので、私が思う

には余らせるんじゃなくて、やるべきこと

はやるという視点でもうちょっと突っ込

んでやっておけば、劣化状況も収まるとい

ったら変ですけれども、もう一度そういっ

た観点でやったらよかったのではないか

なというふうに私はちょっと感じました。

そこで、改めてこれから三つの火葬炉を修

繕していくことになると思いますけれど

も、計画修繕の考え方について２回目のご

答弁いただきたいと思います。 

 質問ナンバー５番目です。ランニングコ

ストでの要はＬＥＤ照明のメリットです

ね。省エネ効果についてお聞かせいただき

まして、２７％の削減効果があったという

ところで、短期でこれだけあるわけですか

ら年間通じていくとすごくもっともっと

効果があるのではないかというふうに思

いましてちょっと驚きましたけれども、い

い取り組みであったかと思います。 

 ここで、ちょっとこれも視点を少し変え

ますけれども、同じ葬儀会館の管理運営事

業の中で修繕料というのが上げられてま

した。１００万円計上されていたんですけ

れども、ここも未執行というふうになって

ましたので、これは当初計画がどうであっ

て、なぜやらなかったのかということにつ

いてお聞かせいただきたいなというふう

に思います。 

 質問番号６番目です。決算概要７０ペー

ジ、摂津ふれあいマラソン事業というとこ

ろで、平成３０年度のいろいろなことがあ

ったことに対しての大会運営面での工夫

された点というところでお聞かせいただ

きまして、いろいろと対応されて再発防止

に努められているということを理解しま

して安心しました。前にも申し上げました

けれども、このマラソン大会はやっぱりボ

ランティアの協力が不可欠であると思い

ますので、やっぱりボランティアに任せる

ところは任せて、それをこちらの理事者側

がしっかりと管理するという体制を強化

していただければなというふうに思いま

す。今年度は新型コロナウイルス感染症の

影響で中止となってますけれども、力を入

れていただきたい事業でもございますの

で、今後しっかりと取り組んでいただきま

すようにということで要望として、これは

もう質問を終わらせていただきます。 

 続きまして、質問７番目、決算概要７０

ページ、体育施設の維持管理事業というと

ころで、管理棟建設や駐車場拡大による効

果ということでございます。私は、狙いど

おりの効果が出ているんじゃないかなと

いうふうに受け止めました。先ほどの話で

もグラウンドがフラットになってよかっ

たというふうなお話もありましたけど、一

方で、私は利用者から雨上がりのときの水

はけがよくないというふうに聞いていま

す。二、三週間前に僕は子どもの大会があ

るときに見にいったんですけど、本当にぐ
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ちゃぐちゃで写真も撮ってきましたけれ

ども、現場も把握し確認させていただきま

して、改めてこのグラウンドの水はけの現

状をどのように認識されているのかなと

いうのを２回目のご答弁お願いします。 

 質問番号８番目、決算概要７２ページ、

温水プール管理事業というところで、指定

管理者の変更に伴うメリットをお聞かせ

いただきました。利用者にも好評というと

ころでもありますし、独自目線でいろいろ

と対応されているなというふうに理解い

たしました。先ほどの第４次の総合計画の

総括を見てたんですけれども、１８７ペー

ジに令和元年度は多目的に利用できるよ

うに居室を改修したと。トレーニング機器

も導入したというふうに書かれていまし

て、その取り組み内容についてお聞かせく

ださい。 

 質問番号９番目、決算概要７２ページで

体育施設管理事業で同じく指定管理の変

更に伴うメリットについてお伺いしまし

た。スポーツメーカーならではのイベント、

あるいは独自の視点で利便性向上に取り

組んでおられるというふうに私は理解し

ました。一方で、そのほかにスポーツメー

カーならではのアプローチというところ

でいくと、例えば体力づくりであったり健

康づくりといった視点でもし何か取り組

まれているような内容があればご紹介い

ただければと思います。 

 質問ナンバー１０番目にいきます。産業

振興課に移りますけれども、決算概要１０

６ページの中小企業金融対策事業という

ところで、資金融資の令和元年度の状況と

いうことで、いわゆる景気に左右されると

いうことですね。先ほど運転とか設備のと

ころの資金等々の話もありましたし、新型

コロナウイルス感染症の影響も受けてい

たというところでございました。私は、一

方で、せっかくいい取り組みになるのにこ

の事業を知らない中小企業もいるんじゃ

ないかなというふうにちょっと危惧する

ところでございますので、広く周知する必

要があると思いますけど、この辺りをどの

ように働きかけているのか、あるいは周知

をしているのかという点をお聞かせくだ

さい。 

 質問番号１１番目、決算概要１０６ペー

ジ、中小企業育成事業というところで、モ

ビオの展示のところでございます。いろい

ろプレゼンしたりとか難しい話もあった

かと思いますけれども、非常に好評であっ

たんじゃないかなというふうに思います

し、初めて東大阪市のほうのブースに出た

というところでよかったんじゃないかな

と思いますけれども、改めて先ほどご答弁

がなかったと思いますので、目的であった

り狙いを改めてお聞かせいただきたいな

というふうに思います。 

 質問番号１２番目、決算概要１０６ペー

ジの創業支援事業というところで、創業・

創設相談件数が減少しているところのお

話をお聞かせいただきました。まあまあ、

理解はしました。ただ、私がちょっと懸念

するというか危惧しているのが、創業の事

業というのはいわゆる商工会でやってい

て、果たしてこれが必ずしも全てこちらの

ほうで把握できているというか、理解でき

ているのかなというふうにちょっと危惧

しているところでございますので、本市と

してはやっぱりそういった状況を、言った

ら商工会でどういうことがやられている

のかというのを押さえておかないとあか

んのとちゃうかなというふうに私は思っ

てまして、それを私は課題と捉えているん

ですが、その辺りについてお聞かせいただ
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きたいなというふうに思います。 

 質問番号１３番目、決算概要１０８ペー

ジ、スクラッチカード発行事業についてと

いうところです。ここ数年は参加店舗数は

横ばいですよね。若干減少傾向にあるかも

しれませんけれども、工夫をされた点を２

回目聞こうかなと思ったんですけど、いろ

いろとおしゃべりいただきましたので理

解いたしました。スクラッチカード事業は

もう４年目を迎えますし、１，０００円券

が好評だったということで、リピートじゃ

ないですけれども、それを使うために足を

運ばれているという話も聞いているので、

狙いどおり市内でも経済を回すというと

ころはできているのかなというふうに思

います。今年度はコロナ禍の対応でなかな

か難しいのもあると思いますけれども、こ

れからも市内飲食店あるいは小売店の活

性化につなげていただきたいですし、やは

り市民の皆さんが楽しく参加できる、また

うまく還元されるというようなこと、様々

な工夫をしていただけたらなというふう

に、盛り上げていただければなと思います

ので、これは要望として終わらせていただ

きたいと思います。 

 質問番号１４番目、決算概要１０８ペー

ジ、地域就労支援事業についてです。庁内

ワーキングの取り組み内容についてお聞

かせいただきました。ワンストップという

話等々が出てきたと思います。これに絡む

話ですけれども、先ほど来から出てるこの

同じ総括の２０２ページに就労困難者に

対する支援が、先ほどご答弁にもあったか

もしれませんけれども、福祉分野と対象が

重複しているというふうな課題があると

いうふうにありまして、その点についてワ

ンストップという話もありましたけど、ど

のように考えているのか、あるいは現在、

令和元年度で構いませんけれども、どう対

応されているのかということについてお

聞かせください。 

 質問番号１５番目、決算概要７２ページ

です。社会福祉協議会補助事業について、

ＣＳＷの活動内容を主に聞かせていただ

きました。事務報告書によりますと、前年

度よりも相談件数もふえておりますし、先

ほど来から言っておりますように、平成３

０年度からＣＳＷを社会福祉協議会に委

託したというところで、まさしくＣＳＷを

軸としたつなぎ強化という観点で取り組

まれているのではないかなというふうに

思います。先ほどご答弁もあったかもしれ

ませんけど、改めてその効果についてどの

ように認識されているかをお聞かせくだ

さい。 

 質問番号１６番目、決算概要７２ページ、

地域福祉計画推進事業というところで、地

域福祉計画の見直し内容と特色について

お聞かせいただきました。理解しました。

上位計画というところのご説明があった

かと思います。また、ここの総括を出され

ておりますけれども、この総括の９８ペー

ジにこの第４期の地域福祉計画策定に向

けて、アンケート調査とかあるいは地域福

祉懇談会を開催したという、令和元年度ね、

ということの記載がございましたので、改

めてその内容をお聞かせいただきたいの

と、どのように開催した結果、計画に反映

されたのかという点についてお聞かせく

ださい。 

 質問１７番目、決算概要の９４ページ、

まちごとフィットネスヘルシータウン事

業でございます。健幸マイレージについて

お聞かせいただきまして、いろいろな形で

されて参加者増につなげられたというふ

うなことは理解いたしました。これは昨年
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の決算審査に係る委員会でもお聞かせい

ただきましたけれども、健幸マイレージに

参加するにはスマホと、私も使用しており

ます活動量計ですけど、この二つの方法が

あります。それぞれの割合はどのような傾

向があるのかというのをもう一度お聞か

せいただきたいと思います。 

 続きまして、質問１８番目、決算概要７

４ページ、生活困窮者自立支援事業につい

てです。令和元年度の相談内容等々、傾向

とかお聞かせいただきまして、相談内容が

複雑化してるという話もありまして、いろ

いろ長期化しているんだなというふうに

も思いましたし、あるいは大人のひきこも

りも広報せっつにも載ってましたけどふ

えているという状況を認識いたしました。

令和元年度末ぐらいから、やはり新型コロ

ナウイルス感染症の影響で大きく状況が

変わっていると認識しています。先ほどの

香川委員の質問もありましたけれども、住

居確保給付金ですか、申請が大きく伸びて

いるという話もありまして、先ほど来の話

で相談件数も複雑化している中でどうい

うふうに対応しているのかという点でち

ょっとお聞かせいただきたいなというふ

うに思います。 

 質問ナンバー１９番目、決算概要７４ペ

ージです。せっつ高齢者かがやきプラン推

進事業です。これはニーズ調査の内容につ

いてお聞かせいただきました。これも第４

次の総計の総括１０６ページにもありま

したけれども、このニーズ調査で地域福祉

センターについて、これは全く知らないと

いう回答の割合が４３．９％になっていた

んです。私としてはちょっと認知度が低い

なというふうに思ってますので、その辺り

をどう捉えられているのかということと

その対応についてお考えをお聞かせいた

だければなと思います。 

 質問番号２０番目、決算概要７６ページ、

高齢者日常生活支援事業についてです。そ

のサービスの令和元年度の状況をお聞か

せいただきまして、稼働率が非常に高い、

９３％でしたかな、高いなというふうに理

解しましたけれども、一方で予約不可の件

数ですね。２１件増ということですから、

私も記憶では平成３０年度は１５５件の

予約不可があったと記憶していたんです

けれども、それに対してどういう対策を講

じたのかという視点でまたお聞かせいた

だきたいと思います。 

 質問番号２１番目、ひとり暮らし高齢者

等安全対策事業ということで、緊急通報装

置の令和元年度の取り組みをお聞かせい

ただきました。通報件数が多くて、実際に

救急搬送された方だけ１名増加というこ

とで２７人ということで、非常に僕は有効

に使われているんじゃないかなというふ

うに思いますけれども、やはり利用者が減

少傾向にあるのは、利用要件が重篤な疾患

を持つ方に限定しているということが大

きな要因の一つではないかなと私は捉え

ています。また、繰り返し出しますけれど

も、このニーズ調査につきまして読んでい

たら、１０４ページに市が取り組むべき高

齢者の施策として今後特に充実してほし

いことという欄がありまして、これは突然

の体調不良時の２４時間の緊急対応サー

ビスというのが１位になっていて、４５．

６％の方がそう思われているんですね。ま

た、ずっと見てると１４６ページに高齢者

福祉施策に対する要望というところでい

くと、どのような施策を充実・拡充が重要

かという問いに対しても同じく突然の体

調不良時の２４時間の緊急対応サービス、

これは５２．１％なので断トツ１位なんで
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すよね。何が言いたいかというのは、この

ようにやっぱり市民の高齢者の方々は

日々不安を抱えておりますし、やっぱり本

市に対しても強く要望されていると私は

理解しています。昨年度の決算審査に係る

委員会でもありましたけど、私はいろいろ

調べてますと幅広い要件で緊急通報シス

テムを事業展開されてる大阪市の例も挙

げさせていただきましたけれども、やっぱ

り本市としてもより多くの高齢者の方々

に利用してもらうべきだと考えておりま

す。ですから、ぜひこの利用要件の緩和と

いうところもいま一度検討いただきまし

て、高齢者の方々へのサポートに力を入れ

ていただきたいというふうに強く思って

おりますので要望とさせていただきます。

この質問はこれで終わります。 

 続きまして、質問番号２２番目、決算概

要８０ページ、福祉タクシー事業について

お聞かせいただきました。先ほどお話もさ

せていただきましたけれども、やっぱり発

行部数がふえている一方で利用件数が減

っているというところで、これはやっぱり

前年度も同じ傾向なんですよね。そういっ

たことからすると、やっぱりタクシー券を

使われている方とほとんど利用されてな

い方が両極端になってるんじゃないかな

というふうに思いますので、この辺りを本

市としてどのように分析というか捉えら

れているのか、改めてお聞かせいただきた

いなと思います。 

 質問番号２３番目、決算概要８０ページ、

身体障害者日常生活支援事業についてで

す。重度身体障害者等住宅改造費助成につ

いてお聞かせいただきました。最も多い５

件というところですけれども、毎年費用助

成にばらつきがあるというようなご答弁

だったと思いますけれども、対象者への周

知ですよね。その辺りはどういうふうにさ

れているのかということと、これは審査を

されていると思いますので、審査について

どのような対応をされているのか、駄目な

ケースとかもあるのかないのかという辺

りをお聞かせください。 

 環境政策課に移りますけれども、質問２

４番目、決算概要９６ページ、飼犬等保護

管理事業での狂犬病予防の接種率をお聞

かせいただきました。２回目に工夫された

点を聞こうかなと思ったんですけど、今ま

でのこの飼い犬等の工夫された点も一緒

に言っていただきましたので要望とさせ

ていただきますけれども、やっぱり狂犬病

は今はまだ日本ではないんですけれども、

まだまだその危険性というところではゼ

ロではございませんので、引き続き動物病

院であるとかあるいは飼い主へのアプロ

ーチをいろいろ工夫していただきながら、

ぜひ接種率向上に向けて取り組んでいた

だきたいなというふうに思いますので、こ

れは要望としておきます。 

 質問番号２５番目、決算概要９６ページ

です。環境測定・調査等事業についてです。

測量結果について細かくご説明いただき

ました。結局２０ミリ以内なので大きな変

動がなかったら問題ないという認識とい

うふうに私は捉えました。現在も監視をさ

らに、以前から出してますけど人工衛星を

活用した地盤沈下の経時変化というとこ

ろにも把握に努められていると思います

けれども、これは３０ミリ以内は変動が出

ないと私は理解しているのですが、改めて

令和元年度はどのように連続監視を活用

したのかというところの点についてお聞

かせください。 

 続きまして、決算概要９６ページ、温暖

化対策事業について公共施設の照明ＬＥ
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Ｄの事前調査の結果についてというとこ

ろで、学校を中心に調査されたということ

と既に計画に反映されているという理解

でよろしかったかと思います。これも２回

目にどういうふうに結果が反映されるん

ですかと聞こうと思ったんですけど先ほ

どご答弁にありましたので、ちょっと視点

を変えて２回目は聞かせていただきます

けれども、この温暖化事業で事務報告書を

見てましたら、前年、地球温暖化対策講座

ということで２回開催されてまして、これ

は幅広い世代に、いろいろ子育て世代とか

子どもとかの考えるきっかけづくりで好

評だったというふうに聞いていたと私は

理解しているんですけれども、令和元年度

は事務報告書に記載がなかったので、この

辺りはやったのかやっていないのか、ある

いはやらなかったのならなぜやらなかっ

たのかというか、その辺りの令和元年度の

状況を教えていただきたいと思います。 

 質問ナンバー２７番目、決算概要１００

ページ、リサイクルプラザ設備事業につい

てです。機械器具費の実施内容等々、再利

用についてお聞かせいただきました。費用

面についてはプロポーザルというところ

で大幅にコストダウンできたというとこ

ろなんですけれども、ちょっと言い方は悪

いですけれども、安かろう悪かろうではや

っぱり困りますのでね。やっぱり、しっか

り参考見積りというところもあったかと

思いますけれども、仕様どおりの設備にな

っているかというのも今後しっかりと精

査いただいて、不足部分があるのであれば

多少お金がかかったとしてもしっかりと

仕様に織り込むというところもやってい

ただきたいなというふうに思います。 

 また、先日の予算審査に係る委員会の際

に空き缶プレス機の要求が進んでるとい

うお話がありました。その当時は大きなト

ラブルはあまり発生してないということ

がありましたけれども、令和元年度はトラ

ブルがあったのかなかったのか、あるいは

他の老朽化も含めて稼働状況等々につい

てトラブルを中心に状況をお聞かせいた

だけたらなと思います。 

 質問番号２８番目、決算概要１００ペー

ジ、ごみ収集処理事業です。災害ごみに関

する状況について、初期フローを完成させ

たというところで進捗があったんじゃな

いかなというふうに思います。これもいろ

いろ調べてますと、環境省のほうから災害

廃棄物処理計画策定促進に向けていろい

ろアプローチされているかと思います。こ

れは本市も例外ではないと思いますけれ

ども、ご存じでしたらでいいですけれども、

本市の状況も含めて市内でどれだけこう

いった災害廃棄物処理計画ということが

つくられているのかという、令和元年度で

も構いませんので調査されてましたらお

聞かせください。 

 質問番号２９番、決算概要１００ページ

の廃棄物広域処理推進事業です。令和元年

度の取り組みをお聞かせいただきました。

ほぼほぼ計画どおりといいますか、いろい

ろな視点で工夫されながらやってはるか

とは思いますけれども、理解いたしました。

茨木市とのごみ処理広域化に向けては、や

っぱりこれから分別方法とかあるいは収

集体制の構築というのも課題になろうか

と思います。また、一つ一つ着実に課題を

解決していただきたいのと、やっぱり本市

としての立場ということがなかなか難し

い立場ではあるかと思いますけれども、ぜ

ひ将来にわたって茨木市といい関係を保

ちながら進めていただければなというふ

うに思います。これは要望としておきます。 
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 最後です。質問ナンバー３０番、決算概

要１０２ページ、ごみ処理施設維持管理事

業について修繕内容についてお聞かせい

ただきました。細かく説明いただいて、８

１％が定期の整備であったというふうに

理解しました。このごみ処理の広域化を控

えております。現在、一炉運転していると

いうところなんですけれども、やっぱり設

備の老朽化が進んでいるんじゃないかな

というふうに私は認識しておりますし、た

しか総括にもそういうことが書かれてい

たというふうに記憶しています。そういっ

た意味で、どのような維持管理を進めてい

るのかというところについて改めてお聞

かせください。 

 ちょっと早口になりましたけど、２回目

は以上です。 

○渡辺慎吾委員長 暫時休憩いたします。 

（午後２時５７分 休憩） 

（午後３時２４分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

 答弁を求めます。 

 丹羽部参事。 

○丹羽生活環境部参事 それでは、２回目

のご質問のご答弁をさせていただきます。 

 質問番号１番でございます。委員のご指

摘のとおり、人口減少や高齢化の進展、地

域に対する意識の変化等により、自治会、

町会の加入世帯は年々減少傾向にござい

ます。加入率につきましては、令和元年度

は５２．４％でした。令和２年度は４９．

９％となっております。 

 続きまして、質問番号２番でございます。

市民団体交流会では、参加団体の活動紹介、

近況報告、フリートークをしていただきま

した。各団体の活動の悩みを語っていただ

き、他団体からのアドバイス等を聞かれる

ケースもございました。当初は３回の計画

でしたが、参加者のご要望で３回追加し６

回開催したところでございます。今回の交

流会をきっかけに障害者支援のＮＰО法

人と公益財団が連携され事業を開催され

たケースもご報告を頂いているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 千葉課長。 

○千葉市民課長 質問番号３番の２回目

のご質問にお答えします。 

 最初に、このたびはマイナンバーカード

を紛失という重大な事案を発生させてし

まい、ご本人様及び関係者皆様に多大なる

ご迷惑、ご心配をおかけしまして大変申し

訳なく思っております。誠に申し訳ござい

ませんでした。二度とこのようなことがな

いように、市民課としましても業務改善に

努めてまいりますのでどうぞよろしくお

願いいたします。 

 ３名の方の当該者の連絡等のことです

けども、当該者３名の方の連絡及び謝罪に

つきましては、令和２年７月に生活環境部

長が連絡を取り、副市長もご自宅へ同行し

伺った方もいらっしゃれば、家に来られる

のに難色を示された方につきましては、市

役所へお越しいただきました。対象者１名

の方につきましては、連絡をしておりまし

たが返信等がなく、別件で市役所を来庁さ

れたために、その際に一連の説明を謝罪い

たしました。 

 続きまして、その３名の方についてどう

いう対応をしたかということですけども、

当該者の方につきましては謝罪の上、暗証

番号設定前であるため、悪用されるおそれ

がないことを説明した上で、「念には念を

入れる必要がある」という趣旨で、番号変

更を当該者へ依頼しました。そのうち、２

名の方につきましては了承をしていただ
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きまして、残りの１名の方につきましては、

摂津市から転出の関係もございまして、外

部流出のおそれが極めて低いことを説明

の上、番号変更しないことをご理解いただ

きました。 

 続きまして、質問番号４番、斎場の計画

修繕の考え方でございます。斎場の計画修

繕でございますけども、計画的に点検した

上で必要なもの、早く修繕をしないといけ

ないものから検証してまいりまして、一炉

ずつの改修と制御盤等の更新を１年ずつ

５か年計画でやっていく計画でございま

す。 

 質問番号５番、修繕料１００万円が未執

行であったことにつきましては、突発的な

事象に対応するため、緊急修繕用に１００

万円計上しています。令和元年度につきま

しては執行がありませんけれども、過去に

は空調機の配管の修繕ですとか、受水槽の

修繕等行っております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 すいません。ちょっと

委員長としてはふさわしくないと思うん

やけど、さっきのマイナンバーカードに関

して再発行されたということでしょ。再発

行されたんですよね、その３人の方に対し

て。それに関して、本人らの許可なしに再

発行したわけでしょ。そのこと、ちょっと

一遍これは委員長にはふさわしくないと

思うんやけど、どういうことになっとるか、

僕、説明いただきたいなと思うんやけどな。

本人の許可なしに再発行されたんでしょ。

千葉課長。 

○千葉市民課長 はい。 

○渡辺慎吾委員長 そこで、法的な問題は

なかったんかな。それをちょっと、非常に

委員長としては、こういう立場で質問した

らあかんと思うんやけど、大切なとこやと

思うんでその辺のご答弁、もしよければ付

け加えて、頂けたらなと思うんやけども。 

 松方部長。 

○松方生活環境部長 マイナンバーカー

ドの再発行の部分でございますけども、ミ

スがあった時点で、当初、やはり考えるこ

とにつきましては、悪用の防止ということ

がありましてＩＣチップの無効化、これを

システム上でする必要があったと。その時

点で、ＩＣチップの無効化を図ることによ

りまして、自動的な再発行の手続にはなる

ということでございますけども、このこと

が法的に問題があるということではない

とＪ－ＬＩＳのほうで確認も取らせてい

ただいております。 

 それで、再発行といいますのもカード自

体の物の発行になりますので、カード自体

の現物が二重に出回っているということ

でありませんので、現物の物を止めるとい

う意味で再発行という手続を取らせてい

ただいたという流れでございます。 

○渡辺慎吾委員長 ちょっと委員に申し

訳ないですけど、その辺僕も怖いことなん

で、委員長として、もうこれ絶対そういう

ことあったらあかんと思うからこういう

質問させてもらうけど、ただね、本人らの

その人らの意思の確認をせんとそういう

手続してええのかいうことやねんな、問題

は。 

 何でもせやけど、本人の意思を確認して

紛失したいうことを先に言うて、直ちに今

のことを説明して再発行するんやったら

ええけど、再発行いうことになったらやっ

ぱりその辺の紛失された方々の意思の確

認なしにそういうことをやっていいのか

と。それは法律に触れへんのかいう、あな

た、きっちりした確証はあるのかな、それ

に対して。 
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 松方部長。 

○松方生活環境部長 Ｊ－ＬＩＳといい

まして、国のカードを作っている発行機関

ですけれども、そこには手続的にはその時

点での再発行ということは問題ないとは

聞いております。 

○渡辺慎吾委員長 だから、確認せんと紛

失した市民に対して「再発行させてもらい

ます。こういう状況になったら具合が悪ん

で」というような確認もせんと、即そうい

う形で再発行するいうことに関して、それ

はその人らの意思を反映してないんじゃ

ないの、今言ったように、こういう状況で

再発行してもいいですかいうことをしっ

かり確認してないんじゃないの。 

 それで、行政がああえらいこっちゃいう

ことで勝手にやっとるわけやんか、それは。

そういうことが果たして法律に違反して

ないのかいうことで、おれも今、弁護士に

聞いとんねん。でも、それは一遍きちっと

確認してみますいうことで、まだ答えが返

ってきてない状況なんやけど。 

 松方部長。 

○松方生活環境部長 もう一度確認させ

ていただいていいですか。 

○渡辺慎吾委員長 うん。だから、それは

即答どうこうは、ひょっとしたら今の現場

では難しいかもしれんけど、大切な問題や

から、その辺だけはきちっと確認して再度

どっかで答弁してもらうような形を、これ

は光好委員の質問の中でこういうこと言

うのはよくないかもしれんけど、委員長と

してその辺が非常に引っかかるんで。即答

はええよ、もしそやったら。 

 松方部長。 

○松方生活環境部長 確認させていただ

きます。 

○渡辺慎吾委員長 中断してすいません。

申し訳ない。答弁を続けてください。 

 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係りますご質問にお答えい

たします。 

 まず、質問番号７番、青少年運動広場に

ついてでございます。広場の水はけにつき

まして、当初地中に管を通して水はけをよ

くするということも検討しましたけれど

も、グラウンド、多目的利用するに当たり

まして、トラックが入ったりすると地中で

管が割れてしまうということから断念し

た経緯がございます。 

 そこで、グラウンドに傾斜をかけて全周

に側溝整備する工事を行いました。また、

グラウンドの土を整備いたしましたが、現

状まだ人があまり踏んでいない箇所はま

だ固まっていない箇所がございます。 

 ご指摘いただきましたとおり、雨が降る

と地面が緩くなって雨上がり直後のグラ

ウンド利用ではご迷惑をおかけしたこと

もございます。指定管理者と連携を取り、

引き続きにがりをまいたり、あるいは転圧

をしたりしてグラウンドの維持、管理向上

に努めてまいります。 

 続きまして、質問番号８番、温水プール

についてですけれども、温水プールの２階

部分の研修室をリニューアルしまして、ラ

ウンドフィットネスマシーンを設置いた

しました。また、隣のスペースの有効活用

と利用者の健康増進、体位の向上につなが

る授業としてのヨガ教室は定員いっぱい

の１５名、柔軟性、体力の向上を目指した

キッズダンススクールも定員いっぱいの

１５名となるなど、利用者から満足の声を

頂いております。 

 続きまして、質問番号９番、体育施設管

理事業、指定管理者としての健康づくりに



- 55 - 

 

ついてです。指定管理者により、味生体育

館のトレーニング機器を全て入れかえし

て、令和元年４月からは最新機器がそろっ

た状況での開始となりました。利用者も平

成３０年度はトレーニングルーム１万３，

８５９人であったのが、令和元年度は年度

末に新型コロナウイルスの影響で閉鎖し

ていたにもかかわらず、１万６，７０６人

と約３，０００人増加となりました。ほか

にもフィジカルフィットネスの無料体験

会を定期的に開催し、２０人近くが参加さ

れたり、あと平壌オリンピックに帯同され

た栄養士を招聘しまして、スポーツ栄養学

勉強会として子どもの食事法を開催され

たりしております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係る２回目のご質問４点について

ご答弁させていただきます。 

 質問番号１０番、この中小企業金融対策

事業の啓発なんかはどうしているのかと

いうご質問でございますが、この事業に関

しましては、市内の５行１０支店で実際の

融資をしていただいている状況でござい

ます。 

 市内の事業所の方でしたら市内金融機

関を取引先のメインバンクにしていると

ころも多ございまして、その中で融資のご

相談をするときに市の融資をご相談して

いただいて市に申請に来られる方も、それ

なりの比率でおられます。そういう形で一

定周知はできておるのではないのかとは

考えておる状況でございます。 

 また、商工会も商工会の独自の融資をお

持ちですので、そこまでには至らないよう

な方に関しては市の融資のご紹介という

形でしていただいておりますし、制度とし

てのホームページは普通にさせていただ

いております。パンフレットの中でも載せ

ていただいているので、周知はできている

のではないかなと考えている状況でござ

います。 

 続きまして、質問番号１２番、創業支援

の商工会以外の創業支援とか、把握をして

いくべきではないかということでござい

まして、令和２年度の事業にはなるんです

けれども、経営コンサルタント派遣事業と

創業促進テナント賃借料の補助事業とい

うことで、直接市に創業の間もない方とか

が来られるという形での支援制度をつく

らせていただいて、もちろん創業の前から

計画を利用できたりもしますので、一定商

工会でのセミナー等で把握している以外

の方に関しても、相談ということで把握で

きる仕組みをつくらせていただいたのか

なと思っておりますし、もともと市の制度

として創業者の方の補助制度はございま

すので、いろんな形での創業者の支援、把

握をしていけたらと考えておる状況でご

ざいます。 

 続きまして、すいません。質問番号１１

番が飛んでいました。失礼しました。 

 質問番号１１番のＭＯＢＩＯでの展示

会の目的とか狙いでございますが、市外の

展示会に関して、勧業展なんかの補助制度

は市としてございます。ただ、その中で事

業所の方、特に小規模の事業所の方はお話

をお聞きしていますと、ああいう比較的大

きな展示会、それなりの費用の２分の１を

出させていただいているんですが、まあか

かりますと。そこまで広いスペースは要ら

ないんですわと。ちょっと自分のところの

製品を置けるものがあったらなとお話な

んかもございましたので、小規模の事業所

が展示会、１社のみで参加するということ
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ができたらなというような狙いもござい

まして、今回市が展示ブースを借り上げる

ということで負担も少なく参加していた

だいて、そういう展示会でのやり取りなん

かの経験を積んでいただけるのではない

か。 

 そういうことで展示会のメリットとか、

段取りなんかを知っていただくことでＰ

Ｒする技術を身に付けていただけるので

はないかと、小規模の事業所向けの狙いと

いうこともございます。 

 また、東大阪市でしておるということで、

やはり市外の事業所に取引ができるきっ

かけをつくる。交流するきっかけをつくる。

その発信は府の施設なんかを利用できる

ことで非常に大きな発信量があるという

ことも狙いとして、ものづくりビジネスセ

ンター大阪でさせていただいたという経

過がございます。 

 続きまして、質問番号１４番、地域就労

支援事業で、そういう先進市の視察に行か

せていただいたんですけれども、その中で

どういうふうな検討とかできているのか

ということでございますが、実際その先進

市を見させていただいて、私の感じたとこ

ろですけれども、就労困難者に対しての支

援について、就労支援関係課は役割分担、

自分はどういう役割をするのかというと

ころが各課とも一定了解ができている上

でワンストップになっているのではない

かと感じました。 

 あと、ワンストップにするにはやはりス

ケールメリットが一定業務量の関係とか

ないと難しい面があるのではないかと。比

較的、先進市でワンストップできていると

いう市を見させていただくと、中核市レベ

ルのところが多く、摂津市と同規模ぐらい

では、なかなか取り組みが難しいというと

ころが多かったような印象を受けており

ますので、すぐに本市としてワンストップ

とするのではなく、こういう就労支援の関

係機関のネットワークの強化をすること

で、関係機関の役割とか連携が明確化でき

るのではないかと考えております。 

 例えば、産業振興課でしたら、就労のた

めの講座を今は実際募集もしております

ので、そういう周知を関係機関にしっかり

することで、今まで以上に就労の役割を果

たしていけるのではないかと考えておる

状況でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１５番、

コミュニティソーシャルワーカーについ

てのご質問にお答えいたします。 

 事務報告書に掲載しております相談者

数は新規相談者が昨年度の約２倍となっ

ており、大幅にふえております。相談経路

としましては、社会福祉協議会が実施して

いる心配ごと相談からつながるケースや、

コミュニティソーシャルワーカーが参加

している地区民生児童委員の会議等で直

接相談されたりするケースが多くなって

おります。 

 令和元年度に事業移管をして２年目で

ございますが、社会福祉協議会に移管した

ことにより民生児童委員やボランティア

などとの連携がしやすくなり、相談に早く

対応できるようになるなどの効果が表れ

ているものと感じております。 

 制度の狭間や、複数の福祉課題などを抱

えるなど、既存の福祉サービスだけでは対

応困難な事案がふえております。コミュニ

ティソーシャルワーカーを地域福祉推進

の中核となる社会福祉協議会に移管した

ことで相談の解決に向けた個別支援や住
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民活動のコーディネートがより効果的に

図れるものと考えております。 

 質問番号１６番、地域福祉計画について

のご質問にお答えいたします。 

 第４期の計画を策定するに当たり、市民

の地域福祉活動などの意義や実態を把握

し、基礎資料とするために実施したアンケ

ート調査から計画に反映した一例を申し

上げます。 

 アンケートでは、９割を超える方が「地

域の助け合いの必要性」を感じており、約

５割の人が「時間などの条件が合えばボラ

ンティア活動等に参加してみたい」という

回答をしておりました。 

 また、平成２８年度、平成２９年度、令

和元年度に開催した地域福祉懇談会でも

地域福祉活動の担い手不足のことや活動

方法が分からないといった意見がござい

ました。このことから、計画には現役世代

の人への働きかけと地域福祉活動の担い

手の負担軽減、寄附など多様な参加手法に

ついて検討していくことを反映いたしま

した。 

 質問番号１７番、まちごとフィットネス

ヘルシータウン事業についてのご質問に

お答えいたします。 

 健幸マイレージ事業に参加しておられ

る方の令和元年度末時点の参加者１，８６

２人のうち、アプリでの参加者が５８２人、

全体の３１．３％、活動量計が１，２８０

人、６８．７％となっております。傾向と

しましては、年代別に見るとアプリでの参

加者は２０歳代・３０歳代では７０％以上、

４０歳代・５０歳代ではほぼ半数となって

おります。６０歳代では約２５％となって

おり、それ以上の年代ではほぼ活動量計で

の参加となっておりました。 

 このような状況から、ふだんからスマー

トフォンを携帯している世代に関しては

アプリでの参加が好まれ、高齢になるとス

マートフォンを持っていない、または持っ

ていても活動量計のほうが扱いやすいと

いうことではないかと考えております。 

○渡辺慎吾委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、光好委員

の２回目のご質問にご答弁させていただ

きます。 

 新型コロナウイルス感染拡大に伴う国

の支援策といたしまして、住居確保給付金

の申請要件の緩和が実施されました結果、

申請件数が大幅に増加している状況にあ

ることから、今年５月下旬から非常勤の相

談支援員を１名増員いたしまして、現在正

規職員の主任相談支援員１名と非常勤の

相談支援員合わせて４名体制で支援実施

しているところでございます。 

 コロナ禍というこれまでにない状況下

で生活困窮に陥っている方が来所される

ということですので、全ての相談者の方に

対しまして課題がより深刻になる前に相

談支援員が寄り添いながら様々な支援を

実施いたしまして、一緒に問題解決を図る

ように尽力しているところでございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 高齢介護課でござ

います。 

 質問番号１９番、せっつ高齢者かがやき

プラン推進事業でございます。ニーズ調査

で地域包括支援センターを全く知らない

と答えた方が４３．９％ということで、こ

れをどう捉えているのかということと、対

応方法ということでございます。 地域包

括支援センターは、地域包括ケアシステム

の中核となる機関であり、高齢者の暮らし

を支える総合相談窓口でございます。介護
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保険はもちろん、介護予防や認知症、虐待

など様々な相談や困り事があるときは利

用していただきたいと考えております。こ

の地域包括支援センターを全く知らない

という方が４３．９％というのは、３年前

の前回調査から比べますと若干は低くな

っておるんですけども、近隣他市と比べて

も高くなっております。 

 まだまだ周知不足が課題だということ

は考えておりまして、対応方法としまして

は、令和元年度には新たなパンフレットの

作成やリーフレットを商業施設へ配架を

するなど行いました。今後も引き続き地域

包括支援センターの周知に努力してまい

りたいと考えております。 

 続きまして、質問番号２０番、高齢者移

送サービス委託料でございます。予約が取

りにくいという状況が続いておるんです

けども、この対策ということでございます。 

 現在、利用者の増加や市外の病院などへ

の送迎の増加によりまして、希望の日時の

利用が困難となっております。稼働率を上

げるためにも引き続き希望の行き先や時

間帯の組み合わせなどで調整してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号２２、福祉

タクシー事業の現状分析でございますが、

タクシー利用券につきましては、重度の身

体及び知的障害者に交付しておりますが、

高齢者を中心に手帳所持者が増加してい

ることが発行部数が増加している要因で、

手帳所持者の高齢化、重度化により外出機

会が減少していることが利用件数が減少

している一つの要因ではないかとも考え

られます。 

 一人当たりの平均利用枚数にいたしま

すと、平成３０年の８．１６枚から令和元

年度は７．４８枚に０．６８枚も減少して

いること、つまり障害者の外出回数が減少

している可能性があるということに注意

していかないといけないと考えておりま

す。利用件数の減少につきまして、今年度

は新型コロナウイルス感染症の影響も想

定されますけれども、今後も引き続き推移

を見守るとともに、福祉タクシー利用件数

の増加、ひいては障害者の外出機会の増加

について研究してまいりたいと考えてお

ります。 

 続きまして、質問番号２３、日常生活支

援事業のうち重度身体障害者等住宅改造

助成費の状況でございます。 

 制度の周知につきましては、窓口で障害

者手帳を交付する際に障害の程度に応じ

て利用できるサービスや制度の説明をす

るとともに、障害者が利用できるサービス

等を網羅した障害福祉ハンドブックをお

渡ししております。また、ホームページに

も制度説明を掲載しているほか、相談支援

や居宅介護等の障害福祉サービス事業所

からも情報を提供していただいておりま

す。 

 また、審査につきましては、担当者が障

害者の自宅を訪問し、生活状況や住宅の状

態を確認して、助成の可否を判断すること

になりますが、所得制限等の条件がござい

ますので必ず工事前に制度の利用につい

てご相談を頂くこととしております。事前

相談により、助成対象外の場合も早期にお

伝えすることができ、またスムーズな費用

助成につながるなど丁寧な対応を行うよ

う心がけております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 環境政策課に係り
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ます２点のご答弁を申し上げます。 

 まず質問番号２５番でございます。地盤

沈下に関するご質問だったと思います。 

 委員のほうからご照会がありました衛

星画像を使って地面の動きを捉えるとい

うことで、国土地理院のほうから環境ＳＡ

Ｒ、いわゆる環境サーと呼ばれている制度

がございます。それを国土地理院が紹介し

ている比較の表がございます。委員からも

ございましたように、３センチ以上でない

とその変化が分かりづらいという点がご

ざいます。 

 利点といたしましては、やはり年６回程

度更新をされておられたり、機器は不要で

あるとかという利点はございますけれど

も、これが今までの地盤沈下等々の測量の

代替になるというものではなくて補完を

するということで、現在進められていると

いうことでございますので、定点監視を行

うに当たりましては現在、市が取り組んで

おります地盤沈下の１級水準測量という

のを継続していくということが必要では

ないかと思っております。 

 ２６番でございます。先ほどＬＥＤの関

係で委託料の分析結果を教育委員会と財

政部局にお伝えをしたというところまで

ご答弁させていただいたと思います。その

今年度からの動きでございますが、我々が

報告を受けてますのは、補助金の関係もご

ざいますが、年限を決めてＬＥＤ化に今年

度から取り組んでおられるということは

報告を受けておりますので、そのような状

況にあるということでございます。 

 それと、緩和策についてのご質問がござ

いました。確かに、事務報告書平成３０年

度の報告の中で地球温暖化対策講座とい

うことで、７月２９日、８月１０日に適応

策の講座を実施いたしました。令和元年度

は講座は実施はいたしておりませんが、そ

れぞれの事業の中で適応策につきまして

は環境家計簿、またこどもエコノート等の

説明会、コミュニティプラザ等公共施設や

公民館まつり、摂津まつり等のイベントで

配布をいたしておりますチラシの中で適

応策についてのご紹介もいたしており、環

境フェスティバルでは平成３０年度、令和

元年度と２年間にわたりまして適応策を

テーマに実施をいたしているというとこ

ろでございますので、適応策につきまして

は大変重要な施策であるということは認

識いたしておりますのでよろしくお願い

いたします 

○渡辺慎吾委員長 安田部参事。 

○安田生活環境部参事 それでは、環境業

務課に係りますご質問２点にお答えさせ

ていただきます。 

 まず、質問番号２７番、リサイクルプラ

ザの空き缶プレス機の状況についてでご

ざいます。 

 リサイクルプラザにおきましては、ペッ

トボトルのほか空き缶につきましてもプ

レス機により圧縮を行い再選資源として

引渡しを行っております。空き缶プレス機

の状況でございますが、令和元年度にトラ

ブルではないのですが、老朽化しておりま

したコンベアベルトの交換を実施いたし

ております。その際、簡易ではありますが

併せて機器点検もいただいており、現在順

調に稼働している状況でございます。 

 続きまして、質問番号２８番、府内市町

村の災害廃棄物処理計画の策定状況でご

ざいます。 

 災害廃棄物処理計画の策定状況でござ

いますが、国におきましては市区町村にお

ける２０２５年度での策定率の目標を６

０％に設定しております。令和元年度の府
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内における策定状況では、３７％に当たり

ます１６の市が策定を行っている状況と

なっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 三浦環境センター長。 

○三浦環境センター長 それでは、環境セ

ンターに係りますご質問をお答えいたし

ます。 

 質問番号３０番、老朽化の進んだ焼却炉

の維持管理についてでございます。 

 ３号炉、４号炉とも稼働開始後２５年以

上が経過し、老朽化が進んでおります。そ

のため、年１回の定期点検整備のほか計画

的な整備補修を行うことで焼却炉の安定

稼働に努めてまいりました。しかし、令和

５年度から茨木市とごみ処理の広域化が

予定され、広域化後は環境センターでのご

みの焼却処分がなくなることから、定期点

検整備以外の予防保全としての修理や補

修につきましては、必要最低限度にとどめ

トラブルが発生すればその都度修理や補

修を行っております。また、プラントの日

常点検を実施し、トラブルの未然防止にも

努めております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 副市長。 

○奥村副市長 それでは、私のほうから少

しお願いを申し上げたいと思います。 

 先ほど光好委員からマイナンバーカー

ドのご質問がございました。それから、ま

た渡辺委員長のご懸念もございます。少し

時間をいただきまして後日お許しをいた

だきましたら、整理をしてご答弁申し上げ

たいと思いますので、委員長のほうでお取

り計らいよろしくお願いしたいと思いま

す。 

○渡辺慎吾委員長 分かりました。光好委

員、いいですか、そういう形で。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

２回目の答弁を聞かせていただきました。

３回目に移らさせていただきたいと思い

ます。 

 まず、質問一つ目、決算概要５４ページ、

自治活動推進事業についてでございます。

自治会の加入率についてお聞かせいただ

きまして、５２．４％から４９．９％、現

在半分を切っているという状況でござい

ました。私、もともと自治会長をやってい

たということもあって自治会の方々と話

をする機会が多いんですけれども、やはり

行政からの自治会の依頼とか調査、あるい

は補助金の申請など負担が大きいという

ようなことはよく耳にします。よくいうこ

とですけど、自治会は行政のパートナーで

ありますし、地域コミュニティー醸成には

やはり自治会は欠かせない存在であると

思います。自治会の活性化という意味でも

重要だと考えております。 

 以前にもそういったところの負担軽減

であるとか、あるいは自治会に対する窓口

の一本化、そういったことも要望させてい

ただいておりますけれども、改めて行政か

らの依頼事項などいま一度調査いただき

まして、それらの効率化というものを図っ

ていただきたいなと思いますのでよろし

くお願いいたします。これは要望としてお

きます。 

 続きまして質問２項目でございます。決

算概要５６ページ、市民活動支援事業につ

いてでございます。市民活動団体の交流の

効果についてお聞かせいただきました。こ

の交流会をきっかけに、各団体がコラボ事

業を開催される、非常にいいことだと思い

ますし、引き続き交流の輪を広げていただ

きまして、ぜひぜひ盛り上げていっていた
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だければなと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。これも要望としてお

きます。以上でこの質問を終わります。 

 続きまして、質問３番目、決算概要６４

ページ、個人番号カード交付についてとい

うところでマイナンバーカード紛失に伴

う対応についてお聞かせいただきました。 

 先ほど、副市長からのご答弁もありまし

たけれども再発行の話であったり、あるい

は法的な問題等々につきましては、状況を

整理した上でご回答いただけるというこ

とで、その話は一旦置いておきます。 

 一方で、回答時期について、先ほどたし

か令和２年７月に訪問したとのご答弁で

したね。紛失してから半年がたっていると、

私は理解しているんですけれども、改めて

なぜそのように対応が遅れてしまったの

かという点で、お答えできる範囲でお答え

いただければと思います。 

 続きまして、質問４です。決算概要９８

ページ、斎場管理事業について、計画修繕

の考え方についてお聞かせいただいたん

ですけど、私は考え方について聞きたくて

計画を聞いたわけではなかったんですけ

ど。ちょっと後で同じような質問をするの

でここはもう置いておきます。 

 要望という形で行かせていただきます

けども、昨年度の予算審査に係る委員会で

も申し上げましたけれども、この火葬炉と

いうところで１基当たり１，６００万円と

いうところでいくと３路で５，０００万円

弱の修繕が発生するということです。 

 そういった意味では、考え方ということ

でいきますと、しっかりと妥当性、そうい

った計画を立てるのは当然のことなんで

すけれども、やっぱり施工する前のコンデ

ィションといいますか改めて設備の状態

を、あるいは損傷状況等々確認した上で、

やっぱり必要な箇所のみに抑えるである

とか、あるいはそこをもうちょっと追加し

てやっとこうとかいう視点で、やっぱりコ

ストミニマムということと、延命化という

視点でいろいろ考えてほしいなと思って

います。 

 一方で、早い段階で、前も言いましたけ

ども、思い切って更新するというところで

イニシャルコストとランニングコストが

逆転することもございますので、そういっ

た視点でぜひこれからも設備管理、あるい

はそういった設備の更新、投資ということ

を考えていただきたいなと思います。要望

としておきます。 

 続きまして、決算概要９８ページ、葬儀

会館管理運営事業というところでござい

ます。修繕料についてお聞かせいただきま

した。すいません、答弁を聞き漏らしたん

ですけど、結局緊急修繕がなかったからや

らんかったということなんですかね、そう

理解しました。 

 私は、やっぱり予算いうものはしっかり

と立てているということから考えると、余

らせるんじゃなくて、ちょっと違うかもし

れません、年度内の中での必要やと思った

ときにはその１００万円を有効に使って、

来年取りに行くということではなくて、年

度内中にやることによってトータルで投

資が減るということもあるので、そういっ

たことが計画とは違うというか緊急とい

うことであるのかもしれませんけれども、

そういったところでいくと年度内での計

画性をもって有効に活用するという視点

で考えてほしいなと思いました。そういっ

た意味でよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 そういった意味からいくと、先ほど答弁

漏れもあったので改めて計画修繕と緊急
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修繕というところの違い、この概要を見て

ると修繕料しか書いてないので、どっちが

どっちかよく分からないので、考え方とい

いますかそういったところを含めてちょ

っとご答弁いただければなと思います。お

願いします。 

 続きまして、決算概要７０ページ、体育

施設維持管理事業について、グラウンドの

水はけについてお聞かせいただきました。

いろいろと対応方法についてご答弁いた

だきましたけれども、やっぱりグラウンド

の安定というのは時間がかかると思いま

す。私も過去に技術屋としていろいろやり

まして、塩化カリウムをまいて、ちょっと

湿らせて転圧してそういうのを繰り返し

て安定してくると思いますので根気よく

続けていただければなと思います。また、

これから利用者がふえてくれば、いい意味

でも悪い意味でもいろんなことが見えて

くると思いますので、しっかりと利用者の

耳に傾けていただきまして、利便性向上に

努めていただければと思います。要望とし

ておきます。 

 続きまして、質問８番目、決算概要７２

ページ、温水プール管理事業においてのト

レーニング機器を導入などによることに

ついてお聞かせいただきました。丁寧にご

答弁いただきましたけども、要はスペース

を多目的に利用して利用者からも満足な

声も多かったと私は理解いたしました。非

常に喜ばしいことかとも思いますし、これ

からも指定管理者と連携を図りながらよ

り一層市民サービス向上に努めていただ

ければと思います。これも質問を終わりま

す。 

 続きまして、質問ナンバー９番目、決算

概要７２ページ、体育施設管理事業におい

てのスポーツメーカーならではのアプロ

ーチというところで、体力づくりでありそ

ういった観点でお聞かせいただきました。

ご答弁にもありましたけど、味生体育館に

おいて、新型コロナウイルス感染症の影響

もあったにもかかわらず、年末閉館された

いうことなんですけれども利用者が増加

しているというところでちょっと驚きま

したけれども、これも指定管理者がエスエ

スケイに変更になる効果だと理解しまし

た。こちらもより一層指定管理者との連携

を図りながら、先ほどと同じですけど市民

サービス向上に努めてください。これも質

問を終わります。 

 続きまして、質問１０番目、決算概要１

０６ページ、中小企業融資対策事業におい

て、資金融資の周知についてお聞かせいた

だきました。市内の金融機関１０支店から

のご紹介というところでございましたけ

れども、よく言うことですけど本市には４，

０００を超す事業所もございますので、ぜ

ひ広く周知していただいて引き続き丁寧

に対応いただければなと思いますので、引

き続きよろしくお願いいたします。これも

質問を終わります。 

 続きまして、質問１１番目、決算概要１

０６ページ、中小企業育成事業について、

ＭＯＢＩＯの商品展示の目的となどにつ

いてお聞かせいただきました。いわゆる狙

いとしては、国内外の事業所との情報交流

とか、あとビジネスマッチングですよね、

というふうに理解いたしました。 

 しかしながら、まだまだ市外というとこ

ろをね、事業所との交流というのはまだま

だ少ないんじゃないかなというふうに思

いますので、引き続き効果をにらみながら

取り組んでいただければと思います。 

 ちょっとここで視点を変えて聞きます

けれども、この中小企業育成事業というと



- 63 - 

 

ころなんですけども、このまだ第４次総合

計画のところの１９４ページに、経営コン

サルタント、経営改善コンサルタントの派

遣事業の周知不足とか、あるいは回数制限

によって活用範囲が限定される、などの原

因で利用実績が少ないというような課題

がありました。その状況について、ちょっ

と改めてお聞かせいただきたいなという

ふうに思います。 

 続きまして、質問１２番目、決算概要１

０６ページ、創業支援事業についてという

ことで、創設相談の把握というところでご

説明いただきました。 

 私どもにはさらにこれからもっと広い

意味で状況把握してほしいなということ

と、ぜひやっぱり商工会と共同連携してや

っていただきたいなという、ちょっと思い

で聞かせていただきましたので、引き続き

よろしくお願いいたします。 

 これも質問を終わります。 

 続きまして、質問１４番目、決算概要１

０８ページ、地域就労支援事業において、

就労困難者に対する課題への取り組みと

いうところで、ワンストップの話があった

かと思います。おっしゃるとおりワンスト

ップにつきましては、本市の規模的にはな

かなかやっぱり難しい課題であるかなと

いうふうに思いますけれども、ちょっと言

い方が悪いですが、本市の都合でやっぱり

縦割りの対応になってはいけないなとい

うふうに思います。何が言いたいかという

と、就労困難者にとってはどんな形であれ、

対応していただければよい話でありまし

て、ワンストップで言いますと窓口を一本

化するなど、ぜひ検討していただいて、各

課で連携していただくというように適切

に対応していただくような体制に導いて

いただければなというふうに思いますの

で、ぜひよろしくお願いいたします。 

 これも質問を終わります。 

 続きまして、質問１５番目、決算概要７

２ページ、社会福祉協議会補助事業につい

て、ＣＳＷを社会福祉協議会委託した効果

についてお聞かせいただきました。 

 社会福祉協議会との連携はもとより、こ

のＣＳＷというのは、民生児童委員やボラ

ンティアとの連携を図れているというこ

とについては、そのつなぎ機能の強化とい

う観点でいろいろ効果は出てるんじゃな

いかなというふうに、ご答弁聞いて思いま

した。 

 また、ＣＳＷは地域の福祉の課題の発見

や解決、あるいはセーフティネットの体制

づくり、要援護者に対する支援活動等とも

非常に重要な位置づけであると認識して

ます。今後も社会福祉協議会と協力連携し

ながら、やはり地域福祉のネットワーク強

化に努めていたければなというふうに考

えておりますので、ぜひよろしくお願いい

たします。 

 これも質問を終わらせていただきます。 

 続きまして、質問１６番目、決算概要７

２ページ、地域福祉計画推進事業について

でございます。 

 第４次地域福祉計画に反映された内容

などについてお答えいただきました。先ほ

どご答弁もありましたけれども、令和２年

度よりこの地域福祉計画の位置づけが最

上位というところで、形的には横ぐしを入

れるという形になると思いますけど、スタ

ートされてると思いますので、各計画の進

捗管理などをしっかりやっていただきま

して取り組んでいただければなというふ

うに思います。 

 これも要望として、終わらせていただき

ます。 
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 続きまして、質問１７、決算概要９４ペ

ージ、まちごとフィットネスヘルシータウ

ン事業についてでございます。 

 健幸マイレージにおけるスマホと活動

量計の割合などについてお聞かせいただ

きました。６８．７％ということで、約７

割が活動量計ということで、私もそうなん

ですけれども、やはり高齢者になるほど活

動量計が多いということを、現在に置き換

えますとやはりコロナ禍ということでい

きますと、ちょっとなかなか出不精になっ

たり、データ送信できる場合の設定という

のがなかなか難しいですし、実は私も歩い

てるんですけど、データ送信をほとんどで

できてないという状態なんですけど、それ

は本質ではないとは思いますけれども、い

ろいろ工夫して取り組んでいただければ

なというふうに思います。 

 また、若い世代も、見てると女性もふえ

てますし、まだやっぱり獲得に課題がある

のかなということと、やはり無関心層の取

込みですよね、そういったこともこれから

必要があると思いますので、よく、先ほど

も言われてたかもしれませんがインセン

ティブですね、ということの拡充などもこ

れからは考えていただきまして、ぜひ魅力

ある事業を展開していただきたいなと思

います。これは要望とします。応援してお

ります。 

 続きまして、質問１８番目、決算概要７

４ページ、生活困窮者自立支援事業につい

て、住居確保給付金などの対応状況等々に

ついてお聞かせいただきました。 

 この総括にも載ってましたけど、この５

月に相談員１名増員されたんですね。正職

員と合わせて４名体制で対応されている

ということでした。以前からこの運営体制

についてはご指摘させていただいている

かと思います。ちょっと私の理解は、今回

この対応強化されたこと自体はいいんで

すけども、これは先に述べた、やっぱり住

居確保給付金拡充に伴う一時的なものじ

ゃなかったらいいなというふうに認識し

ておりまして、これからコロナ禍で先が見

えない状況ですので、恒久的な体制強化と

いうところに努めていただければという

ふうに切に望んでおりますので、ぜひその

方向で検討いただければと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 これも質問終わります。 

 続きまして、質問１９番目、決算概要７

４ページ、せっつ高齢者かがやきプラン推

進事業についてでございます。 

 地域包括支援センターの認知度が低い

ことについての捉え方とか対応について、

お聞かせいただきました。４３．９％の認

知度ということですけど、他市より高いん

ですかね、ということを令和元年度はパン

フレットとかリーフレット対応されたと

いうところで、ちょっと安心はしておりま

すけれども、この地域包括支援センター、

やはり地域の暮らしを支える窓口でござ

いますので、これからもぜひ認知度向上に

努めていただき、また適切に対応できるよ

うにしていただければなというふうに思

います。これも要望としておきます。 

 続きまして、質問２０番目、決算概要７

６ページ、高齢者日常生活支援事業につい

てでございまして、高齢者の輸送サービス

の予約が取れない状況についてお聞かせ

いただきました。 

 これもなかなか対応は難しいと思いま

す。先ほど行き先の調整等々やられている

ということでありましたけれども、年間１

３０件以上出ているということはまだま

だ課題が残っているというように捉えて
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おります。いろいろと調べたんですけど、

他市ではＡＩ、つまり人工知能ですね、を

利用した配車システムを使って、乗合いサ

ービスを導入検討されてるところがある

んですね。これは何かというと、行きたい

ところへの要望に対して、リアルタイムに

そのＡＩを使って適切な経路を使って、一

度に何人も利用者を運んでいる事例があ

って、いろいろ他市ではそういう最先端の

導入を視野に入れて検討をやってるとこ

ろもございますので、そういった先進事例

を研究しながら検討いただければなとい

うふうに思います。 

 また、この高齢者輸送サービスについて

は、要支援者１以上の外出時の移動が車椅

子の方とかそれら全てに該当する方とい

う要件がつけられております。以前にも申

し上げてますけど、これからますます高齢

化が進んでいきますので、やはり高齢者の

外出手段の確保というところはやはり重

要になってまいりますので、引き続き利用

要件の緩和ですね、とかあるいはサービス

の拡充に向けてぜひ検討いただければな

というふうに思います。これも要望として

おきます。 

 続きまして、質問２２番です。決算書８

０ページ、福祉タクシー事業についてです。 

 タクシー利用券の状況分析についてお

聞かせいただきました。ちょっと分析結果

によって減ってるっていうことと、一人当

たりの利用枚数が年０．６８枚ですか、減

ってるということ、あるいは外出の機会が

減ってるという分析結果だったと思いま

す。 

 これもね、市としてなかなか対応難しい

とは思いますけども、ぜひ利用件数、ある

いは外出機会の増加に努めていただけれ

ばなというふうに思います。 

 これもまた毎回申し上げてますけれど

も、他市では精神障害者の保健福祉手帳１

級の方も実は対象になってます、何回も言

ってます。本市としては対象になってない

んですね。そういった意味でも、やっぱり

要件見直してほしいなということも考え

ておりますし、やはり心身障害者の方にね、

外出支援していただければなというふう

に思いますのでよろしくお願いいたしま

す。これも要望としておきます。 

 続きまして、質問２３番目、決算概要８

０ページ、身体障害者日常生活支援事業に

ついてでございます。 

 重度身体障害者等住宅改造費用助成に

ついて、周知と審査というところで丁寧に

対応いただいてるんだなというのを改め

て理解しました。私が思うには、この当該

制度ね、認識されてない方もおられるんじ

ゃないかと思います。現に私の義理の母親

なんですけれども、障害者手帳を持ってる、

摂津市外です。しかしながらこのような助

成制度を知らなくて、何もやってなかった

んですけど、最近になって玄関先にスロー

プをつけたという話もございますので、や

はり対象者にとって広く周知していただ

きたいですし、それはやっぱり日常生活の

サポートにつながると思いますので、ぜひ

よろしくお願いしたいなというふうに思

います。これも要望としておきます。 

続きまして、質問の２５番目、決算概要

９８ページ、環境測定・調査等事業につい

て、環境サーの連続監視についてでござい

ます。補完するものであると、測量に対し

て補完するものであるというふうにご答

弁されておりました。 

 これも私も以前申し上げてましたけれ

ども、年に１回の測量というところでいく

と、年に１回ならどういうふうに推移して



- 66 - 

 

るか分からないので、私はその制度の問題

もありますけれども、この環境サーを１次

スクリーニングとして、連続監視すること

によって傾向監視して、年に１回しっかり

測量する。緊急事態ってまず急に地盤陥没

することはないとは思いますけど、また連

続監視の重要性というのは私は必要だと

思いますし、日々やっぱり技術も進化して

おりますので、ぜひタイムリーな状況把握

に努めていただければなというふうに思

います。これも要望としておきます。 

 続きまして、質問２６番目、決算概要９

６ページ、温暖化対策事業について、地球

温暖化対策講座の状況についてお聞かせ

いただきまして、先ほどもＬＥＤの反映に

ついても補足説明いただきましてありが

とうございます。理解いたしました。 

 講座自体はやられてないですけども、適

応策という観点においていろんなイベン

トでやられてるというふうに理解いたし

ました。温暖化事業というところでいくと、

やっぱりなかなか本市の取り組みとして

は難しい面があろうかと思いますけれど

も、前の講座を聞いたときに思いましたけ

ど、やはり地球温暖化を考えるという観点

で、やっぱり幅広くそういうきっかけづく

りというのも大事なんだろうなというふ

うに思いますので、ぜひそういった観点で

も進めていただければなというふうに思

います。これも要望としておきます。 

 続きまして、質問２７番、決算概要１０

０ページ、リサイクルプラザの整備事業に

ついて、空き缶プレス機も含めた老朽化設

備の状況というところをお聞かせいただ

きました。 

 空き缶プレス機についてはコンベヤア

ベルトを変えたり、あるいは機器の点検を

やってるというところでお聞きしました。

安定稼働に努めていただいていると理解

いたしました。何度も申し上げてますけれ

ども、大きなトラブルが発生してからでは

遅いですね。過去トラブルが原因で数か月、

これ１０か月やったと思いますけども、止

めていたということもありますので、そう

いったことは起こしてはなりません。そう

した停止リスクを鑑みながら、ぜひ最優位

の選択といいますか、更新なり管理強化進

めていただけますように、これも要望とし

ておきます。 

 続きまして、質問の２８番目、決算概要

１００ページ、ごみ処理事業、ごみ収集処

理事業についてです。 

 災害廃棄物処理計画策定に関する府内

の状況についてということで、約１６市が

もうつくられてるというふうに理解しま

した。資料を見てますと、令和元年度です

ね、台風１５号、あるいは１９号を初めと

した災害において、やっぱり自治体の多く

は災害廃棄物処理計画が策定されなかっ

たことによる初動対応の遅れということ

がやっぱり指摘されてるんですね。ですか

ら本市の策定というところで、すぐどうこ

うなるものではないと思いますけれども、

ぜひ大規模災害に備えて計画的に、作成に

も、処理計画の作成に向けて努めていただ

ければなというふうに思いますのでよろ

しくお願いいたします。 

 質問３０番目、最後です。決算概要１０

２ページ、ごみ処理施設維持管理事業につ

いてでございます。 

 老朽化が進んでいる炉の維持管理方法

についてお聞かせいただきました。予防保

全をやらない、必要なところはやってると

いうことの、過度な投資はやめてるという

ことのご答弁やったと思います。これも何

度も申し上げてますけれども、安定稼働と



- 67 - 

 

いうのがベースでございますけども、やは

り運転終了時期から逆算してコストミニ

マムで設備管理を行うという視点、重要や

と思いますし、いろいろ知恵を出されてる

と思いますけれども、引き続きいろんな角

度で知恵を出しながら、コストダウンしな

がら安定維持に努めるという観点でぜひ

対応いただけましたらと思います。よろし

くお願いします。 

 以上、３回目です。 

○渡辺慎吾委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 千葉課長。 

○千葉市民課長 質問番号３番の３回目

でございます。なぜそんなに当該者へ連絡

がそこまで遅くなったかという質問にお

答えします。 

 令和元年１２月と令和２年１月に、保管

簿と在庫枚数が３枚一致しないことが発

覚しました。外部に流出する可能性が極め

て低いため、まずは市民課執務内をくまな

く捜索していくことを中心に考えていき、

主として紛失と判断したのが６月下旬の

ため、７月に当該者の方３名の方に訪問と

いうことになりました。 

 続きまして、質問番号４番、緊急修繕と

計画修繕の違いということですけども、ま

ず緊急修繕と計画修繕の違い、考え方から

ですが、計画修繕につきましては、定期的

に適正な保守点検、改修、修繕を実施し、

長寿命化を図りながら機器の耐用年数等

を勘案し、計画的に更新していく修繕での

ことであり、一方、緊急修繕につきまして

は、地震や台風での屋根の損傷、配管の水

漏れ等予期せぬ事態が起こった際に葬祭

事業という性質上、遅滞なく修繕を実施す

るための予算でございます。 

 しかしながら、予算があって修繕ができ

ますので、予算の観点からのご説明も合わ

せて付け足しさせていただきます。施設管

理担当者としましては、言葉のとおり急に

対応する必要があるときのために、財政課

と調整いたしまして予算配当を頂いてお

ります。この件につきまして、予備費的な

一面がございます。 

 また、計画修繕につきましては総務部長

査定ですとか市長査定を通して配当を頂

いております。こちらが予算的な考え方で

ございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 副市長。 

○奥村副市長 それでは計画修繕、それか

ら緊急修繕、私のほうから補足をさせてい

ただきたいと思います。 

 まずもって、今後施設の老朽化、これは

大きな課題でございます。先ほど葬儀会館

のみならず全施設、これに当てはまること

ではないかなというふうに思っておりま

すので、私のほうから答弁させていただき

ます。 

 まず、緊急修繕でございますが、課長が

申しましたように突発的な、あるいは外部

要因によります事故、これが主なものであ

ろうというように思っております。特に設

備機器につきましては、突然故障が生じた

りする場合がございます。それにつきまし

ては、葬儀会館のほうで１００万円の予算

組みをしております。これは突発の事故に

対して速やかに要は修繕できるようにと

いうことで、大まかではございますが１０

０万円を組ませていただいております。 

 それと、この緊急修繕は比較的金額の少

ないものが多いのではないかなというふ

うに思ってます。 

 それから計画修繕でございますが、これ

はＦＭチームのところでいろんな、要は施
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設の分のいわゆる耐用年数等々を勘案し

ながら、それぞれ修繕費用の平準化を図る

ように、原課のほうと打ち合わせをさせて

いただいています。これは比較的、要は金

額の多い、大きいものであろうというふう

に思ってます。例えばなんですけども、例

えば外壁塗装がございます。これは一定ま

だまだ、要は補修しなくてもまだまだ長期

にいけるんではないか、これを放置してま

すと、やはり美観だけではなしに、やはり

そこから雨漏りがして躯体にも影響して

くる、ひいては大きな損害を生じることに

なります。そういう部分では、計画修繕を

しっかりやりながら、長寿命化もさること

ながら、特に事業施設については例えば複

合化とか効率化、こういうランニングコス

トも意識しながらそれぞれ修繕計画、ある

いは改築の計画も含めて考えなければな

らないというふうに思ってます。 

 ちなみに、インフラの分につきましては

やはり大きな金額が要りますので、これは

長寿命化というのが第一義ではないかな

というふうに思ってます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 千葉課長、先ほど光好

委員が質問しとって、半年間遅れたという

ことに関して、もうちょっと具体的にきち

っとその内容を答弁したほうがいいん違

いますかね。その辺、答弁してください。 

 千葉課長。 

○千葉市民課長 詳しくということなん

ですけども、本当に多分執務室内しか考え

られないんです。恐らくもう個人番号カー

ドが外部に流出するということは本当に

考えられないので、執務室内の耐火金庫が

ございまして、そこにマイナンバーカード

をしまっていました。だから、交付に来ら

れたときには、そこに取りに行って、また

戻るという形を取ってますので、外部に流

出するということは考えられないという

ことです。その耐火金庫の中に、いろんな

ものが入ってまして、昔からの戸籍ですと

か、住民票の関係の異動の関係の書類とか

がありましたので、それを本当に全部ごそ

っと出して、私本当に一冊ずつ中を全部確

認しました。でも当然、壁とキャビネット

が入ってる間とかも、ゆすってみたりです

とか、懐中電灯で本当にはいつくばって下

のところを見たりということも、全部私が

自分自身が納得できるまで本当に捜索し

まして、その結果、ずっと探してたんです

ね、日中ができないものでなかなか、また

夜ちょっと残ってですとか、日曜開庁のと

きに、一人だけでなくほかの職員も一緒に

手伝ってもらってということで、本当に頑

張って探してたんです。でも、本当に外部

に流出した可能性が極めて低いので、捜索

してましたということしかちょっと今、本

当にそれしかお伝えできないので、すみま

せん。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 産業振興課に関

わります３回目のご質問についてお答え

させていただきます。 

 経営コンサルタントの派遣事業の課題

についてでございますが、経営コンサルタ

ント派遣の事業に関しましては、派遣回数

が３回ということで、目標設定がしっかり

してる内容、事業に関しては補助金申請の

例でございますけれども、一定効果は出て

るのかなと考えております。 

 しかしながら、経営の大筋は決定してい

るんですけれども、明確になかなか目標設

定ができにくいような課題に関し、３回の

利用制限では難しいのではないかと思っ

ております。ＢｔｏＢ企業ですね、一般的
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な下請の業者なんかでしたら、自社製品の

開発を考えていきたいということのご相

談なんかがありまして、積極的に挑戦した

いという事業者の例でございますけれど

も、ご自身がやはり一度失敗しまして、自

社製品の取り組みを。だからやっぱり、コ

ンサルタントの意見を聞きながらやって

いきたいなと考えられていたようです。下

請の仕事が縮小する場合でも、会社を継続

するためには自社製品の開発というのは

比較的多くの事業者が思ってることでは

ないのかなと考えております。実際、相談

する中で経営者の方が考えてる方向では、

やっぱり訴訟リスクなんかがあって難し

いよということを３回の相談の中で分か

ったということで、これもし３回で終わっ

てたら、取り組むのが無理ですよねという

だけで終わってしまったんですが、たまた

まその相談、年度末ということもありまし

て、４回目が年度変わって１回目というこ

とになるんで、それで継続的な相談ができ

ました。 

 その結果、方向性はそういう相談なんで

すけれども、取り組みの仕方を全く視点を

変えてやることで、一定自社製品のところ

まで持っていけて、クラウドファンディン

グも行ったというふうに聞いております。

結果的には６回で済んだということで、制

度内には収まってはおりますが、こういう

隠れた小規模事業者のニーズというのは

実際あるんではないかと。そういうことを

やっぱり積極的な方、お手伝いできる仕組

みというのは必要ではないのかなと思っ

ておる状況で、コンサルタントの制度の課

題ということで記載させていただいた状

況でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

おおむね理解いたしました。 

 まず、次４回目に移りますけれども、質

問ナンバー３、決算概要の６４ページ、個

人番号カードの交付についてですね、対応

時期などについて聞かせていただきまし

た。くまなく探して６月下旬になったと、

外には出てないということでのご質問、ご

答弁で理解しました。 

 ちょっと視点変えますけども、探してた

のはいいんです、６か月ね、ただなくなっ

たのは１回目が令和元年１２月２７日、さ

らに１月２３日、２枚なくなってるんです

ね。探してるのはいいんですけど、２度発

生するというところがね、ちょっと我々議

会側への報告であったり、あるいは公表と

いうところでいくと、なかなか難しいかも

しれませんけど、その辺りのちょっとタイ

ムラグが非常に気になっておりまして、な

ぜそのような対応になったのかというと

ころ、また答えられる範囲でお聞かせくだ

さい。 

 言うたら探してるっていうこと自体は

もう起こっているわけで、紛失してるとい

うかもしれないって状況じゃないですか。

それを我々が知ったのも令和２年の７月

ぐらいいうことなので、その６か月の空白

が気になりますので、この辺りの議会への

報告、あるいは公表というところの観点で

お聞かせください。これ、もうちょっと聞

かせてもらいます。 

 質問ナンバー５番目です。修繕費の考え

方、葬儀会館の運営の修繕費の考え方につ

いてお聞かせいただきました。 

 副市長から非常に丁寧なご答弁をいた

だきましてありがとうございます。実は私

も企業で２０年ぐらい設備管理やってま

して、設備管理、計画型設備管理のタスク

リーダーもやってたぐらいなんで、非常に



- 70 - 

 

私も実は精通してるつもりでございまし

て、ある意味ここの、市としての考え方を

聞きたかったということでの質問でござ

いました。理解いたしました。 

 昨年の委員会のときに、自治振興課やっ

たと思いますけども、やはり必要な緊急対

応がある場合は予算を流用してても修繕

するということもできるんですね。という

ことからすると、やっぱり私は限られた予

算枠という中で、緊急用であっても、枠が

あるんだったらその中で柔軟に対応して

やる、私は計画立てながら緊急修繕を持っ

てましたけど、トータル枠として何ぼある

から、その中でのやりくりというのは私は

やってたので、そこってしっかりと分けら

れてるんだなということと審議というか

ね、その辺が違うということで、なかなか

難しいとは思うんですけども、それが僕は

トータル修繕コストの削減になったり、あ

るいは適切なアプローチにつながるとい

うことなので、計画修繕、あるいは緊急修

繕の考え方をしっかりしながら、コストの

使い方というところはもうちょっと柔軟

にやったほうがいいんじゃないかなとい

うことでのご質問でしたので、ぜひそうい

う観点で考えていただければなというふ

うに思います。 

 また、視点変えますけど、葬儀会館にい

つも言ってますけども、要望になりますけ

ども、高齢者の方々の利用という頻度もこ

れから多くなってくると思いますので、バ

リアフリー化とかトイレのこと、洋式化に

ついて言わせてもらってますけど、そちら

も引き続き検討いただければというふう

に思います。修繕費の考え方等は非常に理

解しましたんで、今後の課題じゃないです

が検討課題として取り上げていただけば

なと思います。 

 ありがとうございます。この質問終わり

ます。 

 質問１１番目、１０６ページの中小企業

育成事業について、経営コンサルタントの

考え方、お聞きしました。 

 ただ、３回が上限で、なかなか難しいと

理解されてるんですね。ちょっと考え方で

構いませんので、３回の上限回数をふやす

考えがないのかだけちょっと、最後お聞か

せください。 

○渡辺慎吾委員長 千葉課長。 

○千葉市民課長 そうしましたら、質問番

号３番の４回目のお問いにお答えします。 

 探してたということなんですけども、７

月に訪問になった当該者３名の方につき

まして、７月に訪問になったという理由な

んですけども、摂津市として、市役所とし

て、紛失ということで判断したのが６月の

下旬ということになりますので、それに伴

って７月に訪問ということになりました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 その間の時系列は。紛

失いう形で６月にそういうふうに出た中

で、その４か月、５か月の中でずっと探し

ておったというよりか、なぜそういう議会

とか、関係するところにきちっと報告して

なかったのかいうこと、それを委員は質問

されとると思うんで、その辺のことのご答

弁が抜けてるからもう一遍お願いします。 

 副市長。 

○奥村副市長 それでは、私のほうからち

ょっと答弁させていただきます。 

 議会への報告が遅くなったことを、まず

おわび申し上げたいと思います。これは非

常に機微に関わる問題がございまして、先

ほど市民課長が言いましたように、外部に

は要は漏出していない、さすればそしたら

内部で紛失したのか、あるいはこれは言い
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たくないんですけれども、盗難に遭ったん

ではないか、こういうようなこともやはり

頭の片隅には考えられます。 

私どもは決して職員に対してそういう

疑いの目では見ておりませんけれども、や

はりそんなことも脳裏にかすめたことは

確かでございます。 

 そういうこともありまして、こういう対

応については非常に遅くなったというの

は現実でございます。どうもすみませんで

した、ご迷惑をおかけいたしました。申し

訳ございませんでした。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります４回目のご質問について

お答えします。 

 委員がご指摘のように、利用回数をふや

すことで相談の事業者をふやすことは一

定考えられるのではないかとは思ってお

りますが、しかしながらこの回数をやっぱ

りふやすことが最も適正であるかという

ことが、相談当初ではなかなか分からない

相談ではないかと思っております。その相

談の進展により本当に相談回数というの

は、今回の事例ではたまたま６回で対応で

きたから結果も出ましたけども、本当にこ

ういう相談は、その相談の回数というのは

当初では分かりにくいものではないかと、

性質のものではないかと考えております

ので、経営管理コンサルタントの派遣事業

に関しましては、やはり明確な補助金申請

などの相談にしっかり対応していただい

て、継続的な相談に対応できる体制を考え

ることがいいのではないかと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

もうちょっと時間もないので、最後にさせ

てもらいます。 

 まず、質問ナンバー３番ですね、マイナ

ンバーカードの紛失についてでございま

す。これもこれで終わらせてもらいます。 

 ちょっと私が気になるのは、やっぱり大

阪府への報告というところについてもで

きてなかったというところをお聞かせい

ただこうと思ったんですが、これ以上突っ

込んでも仕方ないので、それも非常に気に

なるところです。報告する必要性を認識し

てなかったと私は捉えております。 

 ただ、こういったことって指摘されてか

らやると非常に事が大きくなるというこ

とがございますので、やはりしっかり対応

していただきたいなというふうに思って

いるのと、やはり先ほど香川委員の話もあ

りましたけど、マイナンバーカードという

のは身分証明にも使える話でありまして、

マイナンバーカードをなくすこと自体が

問題ですので、その対応、後の対応ですよ

ね、僕はその初動にも問題があったんじゃ

ないかなと本当に思いますのでちょっと、

あまり突っ込みたくはなかったんですけ

ど、やはり私も是正したいという思いでい

ろいろ聞かせていただきました。本当に悪

用されるケースもございますし、やっぱり

早期に適切に対応すべきだったんじゃな

いかなというふうに思います。 

 一方で、事務処理の改善というところも

進められてるというふうにお聞きしてま

すので、二度とこのようなことがないよう

に再発防止に努めていただければと切に

思いますので、今後よろしくお願いいたし

ます。また答弁が残ってる部分につきまし

ては、しっかりと調べていただきましてご

答弁いただければと、改めてになると思い

ますけどよろしくお願いいたします。 
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 この質問終わります。 

 最後、質問番号１１番目、１０６ページ

の中小企業育成事業でございます。 

 上限回数というところの話で、継続的な

対応が必要やという話、ふやすことは考え

てないみたいなことですね。ご存じのよう

サポートセンターを設置しビジネスサポ

ーターが相談に乗っていくというところ

を、自民党・市民の会でもある議員が他市

に調査に行ったりいろいろしております。

ぜひ、中小企業育成に対してしっかりとそ

ういったサポートの体制ということも強

化していただきまして、サポートセンター

の設置というところもぜひ前向きに検討

いただければなというふうに考えており

ますので、ぜひこれからよろしくお願いい

たします。 

 ちょっと長くなりましたけど、私の質問

を終わります。ありがとうございました。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員の質問は終

わりました。 

 本日は、これで散会させていただきます。 

（午後４時４７分 散会） 
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